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はじめに

ここでは、次の項について説明します。

• 対象読者, xi ページ

• 表記法, xi ページ

• Cisco Nexus 7000シリーズ NX-OSソフトウェアの関連資料, xiii ページ

• マニュアルに関するフィードバック, xv ページ

• マニュアルの入手方法およびテクニカルサポート, xv ページ

対象読者
このマニュアルは、Cisco Nexusデバイスのコンフィギュレーションおよびメンテナンスを担当す
るネットワーク管理者を対象としています。

表記法
コマンドの説明には、次のような表記法が使用されます。

説明表記法

太字の文字は、表示どおりにユーザが入力するコマンドおよび

キーワードです。

bold

イタリック体の文字は、ユーザが値を入力する引数です。italic

省略可能な要素（キーワードまたは引数）は、角カッコで囲んで

示しています。

[x]

いずれか 1つを選択できる省略可能なキーワードや引数は、角
カッコで囲み、縦棒で区切って示しています。

[x | y]

Cisco Nexus 7000 シリーズ NX-OS Quality of Service コンフィギュレーションガイド
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説明表記法

必ずいずれか1つを選択しなければならない必須キーワードや引
数は、波カッコで囲み、縦棒で区切って示しています。

{x | y}

角カッコまたは波カッコが入れ子になっている箇所は、任意また

は必須の要素内の任意または必須の選択肢であることを表しま

す。角カッコ内の波カッコと縦棒は、省略可能な要素内で選択

すべき必須の要素を示しています。

[x {y | z}]

ユーザが値を入力する変数であることを表します。イタリック体

が使用できない場合に使用されます。

variable

引用符を付けない一組の文字。 stringの前後には引用符を使用し
ません。引用符を使用すると、その引用符も含めて stringとみな
されます。

string

例では、次の表記法を使用しています。

説明表記法

スイッチが表示する端末セッションおよび情報は、screenフォン
トで示しています。

screen フォント

ユーザが入力しなければならない情報は、太字の screenフォン
トで示しています。

太字の screen フォント

ユーザが値を指定する引数は、イタリック体の screenフォント
で示しています。

イタリック体の screenフォン
ト

パスワードのように出力されない文字は、山カッコ（< >）で囲
んで示しています。

< >

システムプロンプトに対するデフォルトの応答は、角カッコで

囲んで示しています。

[ ]

コードの先頭に感嘆符（!）またはポンド記号（#）がある場合に
は、コメント行であることを示します。

!、#

このマニュアルでは、次の表記法を使用しています。

「注釈」です。役立つ情報やこのマニュアルに記載されていない参照資料を紹介しています。（注）
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「要注意」の意味です。機器の損傷またはデータ損失を予防するための注意事項が記述され

ています。

注意

Cisco Nexus 7000 シリーズ NX-OS ソフトウェアの関連資料
Cisco Nexus 7000シリーズ NX-OS全体のマニュアルセットは、次の URLにあります。

http://www.cisco.com/en/us/products/ps9402/tsd_products_support_series_home.html

リリースノート

リリースノートは、次の URLから入手できます。

http://www.cisco.com/en/US/products/ps9402/prod_release_notes_list.html

コンフィギュレーションガイド

これらのマニュアルは、次の URLから入手できます。

http://www.cisco.com/en/US/products/ps9402/products_installation_and_configuration_guides_list.html

このカテゴリのマニュアルには、次が含まれます。

•『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS Configuration Examples』

•『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS FabricPath Configuration Guide』

•『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS Fundamentals Configuration Guide』

•『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS Interfaces Configuration Guide』

•『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS IP SLAs Configuration Guide』

•『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS Layer 2 Switching Configuration Guide』

•『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS LISP Configuration Guide』

•『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS MPLS Configuration Guide』

•『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS Multicast Routing Configuration Guide』

•『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS OTV Configuration Guide』

•『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS Quality of Service Configuration Guide』

•『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS SAN Switching Guide』

•『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS Security Configuration Guide』

•『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS System Management Configuration Guide』

•『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS Unicast Routing Configuration Guide』

•『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS Verified Scalability Guide』
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•『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS Virtual Device Context Configuration Guide』

•『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS Virtual Device Context Quick Start』

•『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS OTV Quick Start Guide』

•『Cisco NX-OS FCoE Configuration Guide for Cisco Nexus 7000 and Cisco MDS 9500』

•『Cisco Nexus 2000 Series Fabric Extender Software Configuration Guide』

コマンドリファレンス

これらのマニュアルは、次の URLから入手できます。

http://www.cisco.com/en/US/products/ps9402/prod_command_reference_list.html

このカテゴリのマニュアルには、次が含まれます。

•『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS Command Reference Master Index』

•『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS FabricPath Command Reference』

•『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS Fundamentals Command Reference』

•『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS High Availability Command Reference』

•『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS Interfaces Command Reference』

•『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS Layer 2 Switching Command Reference』

•『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS LISP Command Reference』

•『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS MPLS Configuration Guide』

•『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS Multicast Routing Command Reference』

•『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS OTV Command Reference』

•『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS Quality of Service Command Reference』

•『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS SAN Switching Command Reference』

•『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS Security Command Reference』

•『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS System Management Command Reference』

•『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS Unicast Routing Command Reference』

•『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS Virtual Device Context Command Reference』

•『Cisco NX-OS FCoE Command Reference for Cisco Nexus 7000 and Cisco MDS 9500』

その他のソフトウェアのマニュアル

これらのマニュアルは、以下のランディングページから検索できます。

http://www.cisco.com/en/us/products/ps9402/tsd_products_support_series_home.html

•『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS MIB Quick Reference』
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•『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS Software Upgrade and Downgrade Guide』

•『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS Troubleshooting Guide』

•『Cisco NX-OS Licensing Guide』

•『Cisco NX-OS System Messages Reference』

•『Cisco NX-OS XML Interface User Guide』

マニュアルに関するフィードバック
このマニュアルに関する技術的なフィードバック、または誤りや記載もれなどお気づきの点がご

ざいましたら、HTMLドキュメント内のフィードバックフォームよりご連絡ください。

• nexus7k-docfeedback@cisco.com

ご協力をよろしくお願いいたします。

マニュアルの入手方法およびテクニカルサポート
マニュアルの入手、Cisco Bug Search Tool（BST）の使用、サービス要求の送信、追加情報の収集
の詳細については、『What'sNew inCiscoProductDocumentation』を参照してください。このドキュ
メントは、http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/general/whatsnew/whatsnew.htmlから入手できます。

『What's New in Cisco Product Documentation』はシスコの新規および改訂版の技術マニュアルの一
覧を提供するもので、RSSフィードとして購読できます。また、リーダーアプリケーションを使
用すると、コンテンツがデスクトップに直接配信されるようになります。 RSSフィードは無料の
サービスです。
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第 1 章

新機能および変更された機能に関する情報

• 新機能および変更された機能に関する情報, 1 ページ

新機能および変更された機能に関する情報
以下の表に、このマニュアルで取り上げる新機能および変更された機能を要約し、各機能がサポー

トされているリリースを示します。ご使用のソフトウェアリリースで、本書で説明されるすべて

の機能がサポートされているとは限りません。最新の警告および機能情報については、https://
tools.cisco.com/bugsearch/のBug Search Toolおよびご使用のソフトウェアリリースのリリースノー
トを参照してください。

表 1：新規および変更された QoS 機能

変更されたリリース説明機能

6.2(10)F3シリーズモジュールのみで
の共有メモリバッファキュー

のサポート。

F3シリーズモジュールでの共
有バッファキューイング

6.2(2)ファブリック QoSマッピング
機能により、CiscoNX-OSデバ
イス内のデフォルト設定のコ

ピーと、ファブリックトラ

フィック上でフロー制御を実行

するコピーされたシステム

キューの変更が可能になりま

す。

ファブリック QoSマッピング

Cisco Nexus 7000 シリーズ NX-OS Quality of Service コンフィギュレーションガイド
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変更されたリリース説明機能

6.2(2)Cisco Nexus 7710スイッチおよ
び Cisco Nexus 7718スイッチの
みで8個の出力キューをサポー
トする 4つの 4q8qポリシーテ
ンプレート。

8個の出力キューをサポートす
る 4q8qポリシーテンプレート

6.2(2)ローカルポリシーベースルー

ティングを設定できるようにな

りました。

ローカルポリシーベースルー

ティング（PBR）

6.1(3)default-nq-8e-4q4q-policyテンプ
レートは、4つの入力バッファ
をサポートします。

F2モジュールの
default-nq-8e-4q4q- policyテンプ
レート

6.1(1)F2モジュールの DSCPマッピ
ングのサポート。

F2モジュールの DSCPマッピ
ング

5.1(1)ネットワークqosポリシーを設
定できるようになりました。そ

のポリシーは、該当するネット

ワーク規模、仮想デバイスコ

ンテキスト（VDC）全体、およ
びスイッチ間の各 CoSの特性
を定義します。

ネットワーク QoSポリシー

5.1(1)PFCを設定できるようになり、
輻輳によるフレーム損失を防ぎ

ます。

プライオリティフロー制御

（PFC）

5.1(1)FEXインターフェイス上でQoS
ポリシーを設定できるようにな

りました。

ファブリックエクステンダ

（FEX）のサポート

4.2(1)qos-dynamic変数では、設定済
みの class-map名および
policy-map名が表示されます。

QoS dynamic変数のリスト

4.2(1)QoSの設定を確認し、設定を実
行コンフィギュレーションにコ

ミットする前に、その設定が必

要とするリソースが利用可能か

どうかを確認できる。

Session Managerのサポート
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変更されたリリース説明機能

4.1(2)IPv4アドレスだけでなく、IPv6
も照合できるようになりまし

た。

IPv6 ACLの照合

4.1(2)変換マッピングでは、値の異な

る同じ変数だけを照合できま

す。

同じ変数だけが変換マッピング

で使用可能
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第 2 章

概要

この章では、Cisco NX-OSデバイス上で設定可能な Cisco NX-OS Quality of Service（QoS）機能に
ついて説明します。

QoSを使用すると、ネットワークトラフィックの分類、トラフィックフローのポリシングと優
先順位付けが可能になり、ネットワーク内でトラフィックの輻輳回避が容易になります。

• QoS機能の概要, 5 ページ

• QoS機能のハイアベイラビリティの要件, 9 ページ

• MQCを使用した QoS機能の設定, 9 ページ

• QoS統計情報, 10 ページ

• デフォルトの QoS動作, 11 ページ

• ファブリックエクステンダの QoSポリシー, 11 ページ

QoS 機能の概要
QoS機能は、ネットワークを経由するトラフィックの最も望ましいフローを提供するために使用
します。 QoSでは、ネットワークトラフィックの分類、トラフィックフローのポリシングとプ
ライオリティ設定、および輻輳回避が可能です。トラフィックの制御は、システムを通過するパ

ケット内のフィールドに基づいて行われます。モジュラ QoSコマンドラインインターフェイス
（MQC）は、QoS機能のトラフィッククラスとポリシーを作成するのに使用します。

QoS機能は、QoSポリシーとキューイングポリシーを次のように使用して適用します。

• QoSポリシーにはポリシング機能とマーキング機能が含まれます。

•キューイングポリシーでは、キューイング機能とスケジューリング機能を使用するほか、
マーキング機能の限定的なセットも使用します。
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このコンフィギュレーションガイドの別の章で説明するシステム定義の QoS機能と値は、ス
イッチ全体にグローバルに適用され、変更はできません。仮想デバイスコンテキスト（VDC）
の詳細については、『CiscoNexus 7000 Series NX-OSVirtual Device Context ConfigurationGuide』
を参照してください。

（注）

CiscoNX-OSリリース5.2(x)またはそれ以降の新しいリリースからリリース5.2(1)以前のリリー
スにダウングレードをする前に、clear qosmpls-snmpコマンドを使用してQoSMIBおよびMPLS
QoSのデフォルトをクリアしてください。ダウングレードは、デフォルトがクリアされてい
ないと失敗する場合があります。

Cisco NX-OSリリース 5.2(x)、5.1(x)、またはそれ以降の新しいリリースから Cisco NX-OSリ
リース 5.0(x)またはそれ以前のリリースにダウングレードする前に、Fシリーズ I/Oモジュー
ルに設定されているすべてのシステム QoSおよび QoSポリシーを削除します。 Fシリーズモ
ジュールのデフォルトを削除するには、clear qos policiesコマンドを使用します。 QoSポリ
シーがダウングレード前に削除されていない場合は、内部プロセスの障害が発生する可能性が

あります。

注意

QoS の使用
トラフィックは、ユーザによるトラフィックの分類方法と、ユーザが作成してトラフィッククラ

スに適用するポリシーに基づいて処理されます。

QoS機能を設定するには、次の手順を使用します。

1 トラフィッククラスを作成します。これには、Internet Protocol（IP）アドレスやQoSフィール
ドなどの基準に一致する着信パケットと発信パケットを分類します。

2 ポリシーを作成します。これには、パケットの制限、マーキング、ドロップなど、トラフィッ

ククラスに対して実行するアクションを指定します。

3 ポリシーをポート、ポートチャネル、VLAN、またはサブインターフェイスに適用します。

QoS機能のトラフィッククラスとポリシーを作成するには、MQCを使用します。

QoS機能全般のキューイングおよびスケジューリングの処理では、IPv4および IPv6の両方に
適用されます。

（注）

分類

分類は、トラフィックをクラスに区分けするのに使用します。トラフィックの分類は、ポート特

性（サービスクラス（CoS）フィールド）またはパケットヘッダーフィールドに基づいて行われ
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ます。パケットヘッダーフィールドには、IP precedence、DiffServコードポイント（DSCP）、レ
イヤ 2からレイヤ 4までのパラメータ、およびパケット長が含まれます。

トラフィックの分類に使用する値を、一致基準と呼びます。トラフィッククラスを定義する場

合、一致基準を複数指定することも、特定の基準について照合しないように選択することも、一

部または全部の基準を照合することによってトラフィッククラスを決定することもできます。

どのクラスにも一致しないトラフィックは、class-defaultと呼ばれるデフォルトのトラフィックク
ラスに割り当てられます。

マーキング

マーキングとは、パケットに関連する QoS情報を設定することです。標準の QoSフィールドで
ある IP precedence、DSCP、およびサービスクラス（CoS）の値、および後続のアクションで使用
できる内部ラベルを設定できます。マーキングは、トラフィックのポリシング、キューイング、

およびスケジューリングに対応したトラフィックタイプを識別するのに使用します（スケジュー

リングでは CoSだけを使用します）。

変換

変換とは、パケットヘッダーの QoSフィールドを変更することです。 IP precedence、DSCP、ま
たはCoSの値を、すべての着信パケットまたは発信パケットにマッピングできます。変換は、ポ
リシングコマンドが含まれているポリシーでは使用できますが、キューイングおよびスケジュー

リングコマンドでは使用できません。変換には、設定可能なユーザ定義のテーブルマップを使

用します。

ポリシング

ポリシングとは、トラフィックの特定のクラスについて、データレートをモニタリングすること

です。デバイスでも、関連するバーストサイズをモニタできます。

指定したデータレートパラメータに応じて、適合（グリーン）、超過（イエロー）、違反（レッ

ド）の 3つのカラー、つまり条件が、ポリサーによって決定されます。各条件について設定でき
るアクションは 1つだけです。データレートがユーザ指定の値を超えると、パケットはマークダ
ウンされるか、ドロップされます。シングルレート、デュアルレート、およびカラー対応のポリ

サーを定義できます。

シングルレートポリサーは、トラフィックの指定の認定情報レート（CIR）を監視します。デュ
アルレートポリサーは、CIRと最大情報レート（PIR）の両方をモニタします。カラー対応ポリ
サーは、トラフィックが以前にカラーによってすでにマーキングされているものと見なします。
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キューイングおよびスケジューリング。

キューイングおよびスケジューリングのプロセスによって、トラフィッククラスに割り当てられ

る帯域幅を制御することができるので、スループットと遅延の望ましいトレードオフを実現でき

ます。

重み付けランダム早期検出（WRED）をトラフィックのクラスに適用できます。これにより、サー
ビスクラス（CoS）フィールドに基づいてパケットをドロップできます。WREDのアルゴリズム
により、キューを予防的に管理してトラフィックの輻輳を防ぐことができます。

トラフィックのクラスに対して最大データレートを強制してトラフィックをスケジューリングす

ることができます。これにより、超過パケットがキューに保持され、出力レートが平滑化（制限）

されます。

QoS アクションのシーケンス
ポリシーには次の 3種類があります。

• network qos：ネットワーク全体の QoSプロパティの特性を定義します。

• qos：マーキングおよびポリシングに使用できるMQCオブジェクトを定義します。

•キューイング：キューイングおよびスケジューリングに使用でき、マーキングオブジェクト
の限定的なセットにも使用できるMQCオブジェクトを定義します。

ポリシーのデフォルトタイプは qosです。（注）

Cisco NX-OSデバイスは、ユーザが定義した QoSポリシーを、その適用先が入力パケットなのか
出力パケットなのかに基づいて処理します。ユーザが QoSポリシーを qosタイプのサービスポ
リシーの下で定義した場合にだけ、システムはそれらのQoSポリシーに対してアクションを実行
します。

レイヤ 2インターフェイス上のタイプ QoSポリシーに対しては、入力トラフィックアクショ
ンだけが適用できます。レイヤ 3インターフェイス上のタイプ QoSポリシーに対しては、入
力トラフィックと出力トラフィックのアクション両方を適用できます。

（注）

入力トラフィックアクションのシーケンス

入力トラフィックに対する QoSアクションのシーケンスは次のようになります。

1 キューイングおよびスケジューリング

2 変換
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3 分類

4 マーキング

5 ポリシング

出力トラフィックアクションのシーケンス

出力トラフィックに対する QoSアクションのシーケンスは次のようになります。

1 分類

2 マーキング

3 ポリシング

4 変換

5 キューイングおよびスケジューリング

入力パケットでは、変換がトラフィックアクションの開始直後に発生し、それ以降の分類と

ポリシングは変更された QoSの値に基づきます。出力パケットでは、変換はトラフィックア
クションの最後で、キューイングおよびスケジューリングの直前に発生します。

（注）

QoS 機能のハイアベイラビリティの要件
Cisco NX-OS QoSソフトウェアは、ソフトウェアの再起動後に以前の状態を回復し、状態を失う
ことなく、アクティブスーパーバイザからスタンバイスーパーバイザに切り替えることができま

す。

ハイアベイラビリティの詳細については、『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS High Availability and
Redundancy Guide』を参照してください。

（注）

MQC を使用した QoS 機能の設定
QoS機能を設定するにはMQCを使用します。MQC設定コマンドを以下の表に示します。
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表 2：MQC コンフィギュレーションコマンド

説明MQC コマンド

トラフィックのクラスを表すクラスマップを定

義します。

class-map

あるフィールド値のセットから別のフィールド

値のセットへのマッピングを表すテーブルマッ

プを定義します。テーブルマップはポリシー

マップから参照できます。

table-map

クラスマップのセットに適用するポリシーの

セットを表すポリシーマップを定義します。

ポリシーマップからテーブルマップを参照で

きます。

policy-map

オブジェクトがどのインターフェイスにも関連付けられていない場合、システム定義オブジェク

トを除いて、MQCオブジェクトを変更または削除できます。システム定義のMQCオブジェクト
については、「モジュラ QoSコマンドラインインターフェイスの使用」を参照してください。

QoSポリシーを定義したら、以下の表に示すように、インターフェイス設定コマンドを使用して
ポリシーマップをインターフェイスに付加できます。

表 3：ポリシーマップをインターフェイスに付加するためのインターフェイスコマンド

説明MQC コマンド

指定されたポリシーマップをインターフェイス

上の入力パケットまたは出力パケットに適用し

ます。

service-policy

MQCの使用方法については、「モジュラ QoSコマンドラインインターフェイスの使用」を参照
してください。

QoS 統計情報
各ポリシー、クラスアクション、および一致基準について、インターフェイスごとに統計情報が

維持されます。統計情報の収集をイネーブルまたはディセーブルにすることができ、show
policy-mapインターフェイスコマンドを使用して統計情報を表示でき、clear qos statisticsコマン
ドを使用してインターフェイスまたはポリシーマップに基づく統計情報をクリアできます。統計

情報はデフォルトでイネーブルになっており、グローバルにディセーブルにすることができます。

QoS統計情報のモニタリングについては、「QoS統計情報のモニタリング」を参照してください。
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デフォルトの QoS 動作
QoSのキューイング機能はデフォルトでイネーブルになっています。一部のQoSタイプの機能、
ポリシング、およびマーキングは、ポリシーがインターフェイスに付加された場合にだけイネー

ブルになります。一部のポリシーは、そのポリシーがインターフェイスに付加された場合にだけ

イネーブルになります。

デバイスでは、各ポートおよびポートチャネル上で、システムのデフォルトのキューイングポリ

シーまたはシステム定義のキューイングポリシーマップが、デフォルトで常にイネーブルになっ

ています。キューイングポリシーを設定して、指定したインターフェイスに新しいキューイング

ポリシーを適用した場合は、デフォルトのキューイングポリシーが新しいキューイングポリシー

によって置き換えられ、新しいキューイングポリシーのルールが適用されます。

さまざまなインターフェイスモードのデフォルト設定を以下の表に示します。

出力（トラフィックがルーティ

ングされた後）

入力デフォルトでの信頼 DSCP/CoS

DSCPCoSSVI

DSCPDSCPルーテッドインターフェイス

DSCPCoS1レイヤ 2インターフェイス

1
レイヤ 2インターフェイスがアクセスポートである場合、CoSがないと見なされます。 DSCPビットがセットさ
れていても、ブリッジドトラフィックでトランクインターフェイスへアクセスする場合は、CoSは 0にセットさ
れます。

トラフィックがルーティングされている場合、出力キューを取得するために DSCP値が（デ
フォルトで）使用されます。出力インターフェイスがトランクである場合、CoSは、ルーテッ
ドパケットの DSCP値から派生します。

（注）

システム定義のキューイングポリシー、デフォルトのキューイングポリシー、および各インター

フェイスに適用されるデフォルト値の詳細については、「モジュラQoSコマンドラインインター
フェイスの使用」を参照してください。

デバイスで他の QoS機能、ポリシング、およびマーキングがイネーブルになるのは、ポリシー
マップをインターフェイスに適用した場合だけです。

ファブリックエクステンダの QoS ポリシー
Cisco Nexus 2000シリーズファブリックエクステンダ（FEX）は、Cisco Nexus 7000シリーズス
イッチに接続できるリモートラインカードです。 FEXには、48の 1-Gbps前面パネルまたはサー
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バ対向ポートがあり、そのポートはサテライトポートです。 FEXには、Cisco Nexus 7000シリー
ズスイッチに接続するために使用できる 4つのアップリンクポートがあります。アップリンク
ポートに接続する Cisco Nexus 7000シリーズスイッチ上の 4つのポートは、ファブリックポート
です。 QoSポリシーのみがサーバ対向 FEXポートで設定できます。現在、FEXインターフェイ
ス上のキューイングはサポートされていません。

FEXの詳細については、『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS Interfaces Configuration Guide, Release
6.x』、『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS Fundamentals Configuration Guide, Release 6.x』、および
『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS Fundamentals Command Reference』を参照してください。
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第 3 章

モジュラ QoS コマンドラインインターフェ
イス（MQC）の使用

この章では、Quality of Service（QoS）機能の設定に使用できるモジュラ QoS CLI（MQC）オブ
ジェクトを Cisco NX-OSソフトウェアを使用して設定する方法を説明します。

• 機能情報の確認, 13 ページ

• MQCについて, 14 ページ

• ライセンスの要件, 15 ページ

• MQCオブジェクトの使用, 15 ページ

• MQCオブジェクトの設定, 25 ページ

• MQCオブジェクトへの説明の適用, 29 ページ

• MQCオブジェクトの確認, 31 ページ

• QoSポリシーアクションの付加および消去, 32 ページ

• Session Managerによる QoSサポート, 36 ページ

• モジュラ QoSコマンドラインインターフェイスの使用の機能履歴, 36 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースで、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされて

いるとは限りません。最新の警告および機能情報については、https://tools.cisco.com/bugsearch/の
Bug Search Toolおよびご使用のソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。
このモジュールに記載されている機能の詳細、および各機能がサポートされているリリースのリ

ストについては、「新規および変更された情報（New and Changed Information）」の章または以下
の「機能の履歴」表を参照してください。
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MQC について
MQCは、QoSポリシーを定義するための言語を提供します。

MQCコマンドの詳細については、『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS Quality of Service Command
Reference』を参照してください。

QoSポリシーは次の 3つの手順を使用して設定します。

1 トラフィッククラスを定義します。

2 各トラフィッククラスにポリシーおよびアクションをアソシエートします。

3 ポリシーを論理または物理インターフェイス、および VLANに付加します。

MQCではトラフィッククラスとポリシーを定義するための 3種類のコマンドが提供されていま
す。

• class-map：パケット一致基準に基づいてトラフィックのクラスを表すクラスマップを定義し
ます。クラスマップはポリシーマップ内で参照されます。

class-map type qos match-allコマンドを入力して QoSクラスマップに match
allを設定する場合、match-allオプションは機能しません。代わりに、一致基
準は常に match anyとして扱われます。

（注）

• table-map：あるパケットフィールド値のセットから別のパケットフィールド値のセットへ
のマッピングを表すテーブルマップを定義します。テーブルマップはポリシーマップ内で

参照されます。

• policy-map：クラス単位でクラスマップに適用するポリシーのセットを表すポリシーマップ
を定義します。

クラスマップおよびポリシーマップを作成するときに、次のオブジェクトタイプを定義します。

• network qos：ネットワーク全体（スイッチおよび VDC全体）の CoSプロパティの特性を定
義します。

• qos：マーキングおよびポリシングに使用できるMQCオブジェクトを定義します。

•キューイング：キューイングおよびスケジューリングに使用できるMQCオブジェクトを定
義します。

デフォルトは qosタイプです。（注）

service-policyコマンドを使用して、ポリシーをポート、ポートチャネル、VLAN、サブインター
フェイス、またはトンネルに付加できます。
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ファブリックエクステンダ（FEX）インターフェイスでは、タイプ qosポリシーのみを設定でき
ます。ただし、FEX外部インターフェイスに設定されているアクセスコントロールリスト（ACL）
と一致するクラスを参照するタイプ qosポリシーは設定できません。

タイプキューイングポリシーは現在、FEXインターフェイスでサポートされていません。

show table-map、show class-map、show policy-mapの各コマンドを使用すると、MQCオブジェク
トのすべての値または個々の値を表示できます。

インターフェイスコンフィギュレーションモードでは、インターフェイスがホストとなって

いるラインカードがアップしているか、ダウンしているかに関係なく、CiscoNexus7000シリー
ズスイッチは QoSおよび ACLコマンドを受け入れます。ただし、ラインカードがダウンし
ている場合は、Cisco Nexus 7000シリーズスイッチが事前設定情報をどれも受け入れないた
め、インターフェイスサブモードにはできません。

注意

ライセンスの要件
QoS機能にライセンスは必要ありません。ライセンスパッケージに含まれていない機能はすべて
Cisco NX-OSシステムイメージにバンドルされており、追加費用は一切発生しません。

仮想デバイスコンテキスト（VDC）の使用には Advanced Servicesライセンスが必要です。

NX-OSライセンス方式の詳細については、『Cisco NX-OS LicensingGuide』を参照してください。

MQC オブジェクトの使用
QoSポリシーとキューイングポリシーを設定するには、MQCのクラスマップ、ポリシーマッ
プ、テーブルマップの各オブジェクトを使用します。キューイングポリシーの中でテーブルマッ

プを使用することはできません。クラスマップとポリシーマップを設定したら、各タイプのポ

リシーマップを 1つ、インターフェイスのそれぞれの入力および出力方向に付加できます。以下
の図に、各インターフェイスで定義できる最大QoSとキューイングポリシーの一覧を示します。

図 1：インターフェイスあたりの QoS ポリシーの最大数

Cisco Nexus 7000 シリーズ NX-OS Quality of Service コンフィギュレーションガイド
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ポリシーマップには、QoSポリシーまたはキューイングポリシーのいずれかが含まれます。ポ
リシーマップからは、トラフィッククラスを表すクラスマップの名前を参照します。トラフィッ

クの各クラスについて、デバイスはユーザが選択したインターフェイスまたはVLANにポリシー
を適用します。

パケットとトラフィックのクラスが、1番目のトラフィッククラス定義から順に照合されます。
一致するものが見つかった場合は、そのクラスのポリシーアクションがパケットに適用されま

す。

予約済みのクラスマップはタイプqosポリシー内の一致しないすべてのトラフィックを受け取り、
デバイスは他のすべてのトラフィッククラスと同様にポリシーアクションを適用します。変換

を実行する場合は class-defaultを使用します（変換は、トラフィックを分類する前にパケットヘッ
ダー内の QoS値を変換する方式です）。

ユーザ定義のMQCオブジェクトには、それらが作成されたVDCからだけアクセスできます。
システム定義のMQCオブジェクトには、すべての VDCからアクセスできます。

（注）

タイプ qos ポリシー
タイプ qosポリシーは、パケットのマーキング、変換の適用、入力ポートの信頼状態の設定、お
よびポリシングに使用します。
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以下の図に、タイプ qosの関連するMQCオブジェクトが含まれている、変換を伴わない QoSポ
リシー構造を示します。

図 2：変換を伴わないタイプ qos の MQC オブジェクトの使用を示す QoS ポリシーの図

MQCオブジェクトは太字で示しています。（注）
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以下の図に、変換を伴う QoSポリシー構造を示します。

図 3：変換を伴うタイプ qos の MQC オブジェクトの使用を示す QoS ポリシーの図

MQCオブジェクトは太字で示しています。（注）

タイプキューイングポリシー

タイプキューイングポリシーは、パケットのマーキング、シェーピング、およびキューイングに

使用します。マーキングはサービスクラス（CoS）フィールドに制限されています。マーキング
ではテーブルマップの使用はサポートされていません。

以下の図に、タイプキューイングの関連するMQCオブジェクトが含まれている QoSポリシー構
造を示します。MQCオブジェクトは太字で示しています。
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タイプキューイングのポリシーでMQCテーブルマップオブジェクトを使用することはでき
ません。

（注）

図 4：タイプキューイングの MQC オブジェクトの使用を示す QoS ポリシーの図

これらのパラメータの設定の詳細については、「キューイングおよびスケジューリング」を参

照してください。

（注）
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システム定義の MQC オブジェクト

以下の表に示すシステム定義のMQCオブジェクトはデフォルトです。これらの値はすべて、
全 VDCに対して適用されます。

（注）

ユーザが QoS機能を設定する場合、およびシステムがMQCオブジェクトを要求する場合に、シ
ステム定義オブジェクトの 1つを使用できます。以下の表に、システム定義のMQCオブジェク
トを示します。

表 4：システム定義の MQC オブジェクト

説明Table

タイプ qosクラスマップシステム定義のタイプ qosクラスマップ

タイプキューイングクラスマップシステム定義のタイプキューイングクラスマッ

プ

テーブルマップシステム定義のテーブルマップ

ポリシーマップシステム定義のキューイングポリシーマップ

以下の表に、システムによって定義されているタイプ qosクラスマップの一覧を示します。

conform-color-in、conform-color-out、exceed-color-in、または exceed-color-outクラスマップをポ
リシーマップ内で参照することはできません。

（注）

表 5：システム定義のタイプ qos クラスマップ

説明クラスマップ名

タイプ qosポリシーマップで定義したトラ
フィッククラスの基準のどれにも一致しないパ

ケットがすべて割り当てられる、タイプ qosク
ラスマップ。 class-defaultは変換に使用できま
す。

class-default

入力方向のタイプ qos適合カラークラスマッ
プ。このカラー対応のクラスマップにより、

ポリサーが適合アクションに対してカラー対応

になります。

conform-color-in
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説明クラスマップ名

出力方向のタイプ qos適合カラークラスマッ
プ。このカラー対応のクラスマップにより、

ポリサーが適合アクションに対してカラー対応

になります。

conform-color-out

入力方向のタイプ qos超過カラークラスマッ
プ。このカラー対応のクラスマップにより、

ポリサーが超過アクションに対してカラー対応

になります。

exceed-color-in

出力方向のタイプ qos超過カラークラスマッ
プ。このカラー対応のクラスマップにより、

ポリサーが超過アクションに対してカラー対応

になります。

exceed-color-out

以下の表に、システムによって定義されているタイプキューイングクラスマップの一覧を示し

ます。

表 6：システム定義のタイプキューイングクラスマップ

デフォルト CoS 値説明クラスマップキュー名

1ギガビットモジュール入力：2つのキュー、キューあたり 4つのしきい値

5～72q4tタイプの入力キュー 12q4t-in-q1

0～42q4tタイプの入力デフォルト
キュー

2q4t-in-q-default

1ギガビットモジュール出力：1つの完全プライオリティキューと 3つの標準キュー、キュー
あたり 4つのしきい値

5～71p3q4tタイプの出力プライオリ
ティキュー

1p3q4t-out-pq1
1

—1p3q4tタイプの出力キュー 21p3q4t-out-q2

—1p3q4tタイプの出力キュー 31p3q4t-out-q3

0～41p3q4tタイプの出力デフォルト
キュー

1p3q4t-out-q-default

10ギガビットモジュール入力：8つのキュー、キューあたり 2つのしきい値
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デフォルト CoS 値説明クラスマップキュー名

5～78q2tタイプの入力キュー 18q2t-in-q1

—8q2tタイプの入力キュー 28q2t-in-q2

—8q2tタイプの入力キュー 38q2t-in-q3

—8q2tタイプの入力キュー 48q2t-in-q4

—8q2tタイプの入力キュー 58q2t-in-q5

—8q2tタイプの入力キュー 68q2t-in-q6

—8q2tタイプの入力キュー 78q2t-in-q7

0～48q2tタイプの入力デフォルト
キュー

8q2t-in-q-default

10ギガビットモジュール出力：1つの完全プライオリティキューと 7つの標準キュー、キュー
あたり 4つのしきい値

5～71p7q4tタイプの出力プライオリ
ティキュー

1p7q4t-out-pq1
1

—1p7q4tタイプの出力キュー 21p7q4t-out-q2

—1p7q4tタイプの出力キュー 31p7q4t-out-q3

—1p7q4tタイプの出力キュー 41p7q4t-out-q4

—1p7q4tタイプの出力キュー 51p7q4t-out-q5

—1p7q4tタイプの出力キュー 61p7q4t-out-q6

—1p7q4tタイプの出力キュー 71p7q4t-out-q7

0～41p7q4tタイプの出力デフォルト
キュー

1p7q4t-out-q-default

1これらはプライオリティキューまたは標準キューのいずれかです。 priorityキーワードを設定で
使用した場合は、これらのキューがプライオリティキューとして使用されます。それ以外の場合

は、標準キューとして使用されます。
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以下の表に、システムによって定義されているテーブルマップの一覧を示します。テーブルマッ

プ内の値のデフォルトのマッピングは Request For Comments（RFC）2597で規定されています。
これらのテーブルマップは設定可能ではありません。

表 7：システム定義のテーブルマップ

説明テーブルマップ名

認定情報レート（CIR）を超えるパケットのマー
クダウンに使用されるテーブルマップ

デフォルトのマッピングを表示する

には、show table-mapコマンドを入
力します。

（注）

cir-markdown-map

最大情報レート（PIR）に違反するパケットの
マークダウンに使用されるテーブルマップ

デフォルトのマッピングを表示する

には、show table-mapコマンドを入
力します。

（注）

pir-markdown-map

CoS値を廃棄クラス値にマッピングするのに使
用されるテーブルマップ

cos-discard-class-map

CoS値を DiffServコードポイント（DSCP）値
にマッピングするのに使用されるテーブルマッ

プ

cos-dscp-map

CoS値を優先順位値にマッピングするのに使用
されるテーブルマップ

cos-precedence-map

DSCP値を CoS値にマッピングするのに使用さ
れるテーブルマップ

dscp-cos-map

DSCP値を優先順位値にマッピングするのに使
用されるテーブルマップ

dscp-precedence-map

DSCP値を廃棄クラス値にマッピングするのに
使用されるテーブルマップ

dscp-discard-class-map

優先順位値をDSCP値にマッピングするのに使
用されるテーブルマップ

precedence-dscp-map

優先順位値をCoS値にマッピングするのに使用
されるテーブルマップ

precedence-cos-map

優先順位値を廃棄クラス値にマッピングするの

に使用されるテーブルマップ

precedence-discard-class-map
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説明テーブルマップ名

廃棄クラス値をCoS値にマッピングするのに使
用されるテーブルマップ

discard-class-cos-map

廃棄クラス値を優先順位値にマッピングするの

に使用されるテーブルマップ

discard-class-prec-map

廃棄クラス値をDSCP値にマッピングするのに
使用されるテーブルマップ

discard-class-dscp-map

以下の表に、システムによって定義されているポリシーマップの一覧を示します。

表 8：システム定義のキューイングポリシーマップ

説明キューイングポリシーマップ名

キューイングポリシーマップを適用しないす

べてのモジュールポートに付加される入力

キューイングポリシーマップ。デフォルトの

設定値は次のとおりです。

policy-map type queuing default-in-policy

class type queuing in-q1

queue-limit percent 50

bandwidth percent 80

class type queuing in-q-default

queue-limit percent 50

bandwidth percent 20

default-in-policy
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説明キューイングポリシーマップ名

キューイングポリシーマップを適用しないす

べてのモジュールポートに付加される出力

キューイングポリシーマップ。デフォルトの

設定値は次のとおりです。

policy-map type queuing default-out-policy

class type queuing out-pq1

priority level 1

queue-limit percent 16

class type queuing out-q2

queue-limit percent 1

class type queuing out-q3

queue-limit percent 1

class type queuing out-q-default

queue-limit percent 82

bandwidth remaining percent 25

default-out-policy

MQC オブジェクトの設定
MQCオブジェクトコマンドを指定すると、デバイスは、オブジェクトが存在しない場合にオブ
ジェクトを作成し、それからマップモードを開始します。

クラスマップ、テーブルマップ、またはポリシーマップオブジェクトを削除するには、オブジェ

クトの作成に使用したコマンドの no形式を使用します。

MQCオブジェクトモードで使用できるコマンドについては、設定に関する次の各章を参照して
ください。

•分類の設定

•マーキングの設定

•変換マッピングの設定

•ポリシングの設定

•キューイングおよびスケジューリングの設定

クラスマップの設定または変更

クラスマップを作成または変更できます。以降は、クラスマップをポリシーマップで参照でき

るようになります。
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キューイングクラスマップは作成できません。表 6：システム定義のタイプキューイングク
ラスマップ, （21ページ）に示したいずれかのシステム定義のキューイングクラスマップ
を使用する必要があります。

（注）

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

switch# configure terminalステップ 1   

タイプ qosのクラスマップを作成するか、タイプ qos
のクラスマップにアクセスし、クラスマップqosモー

switch(config)# class-map
[type qos] [match-any |
match-all] class-map-name

ステップ 2   

ドを開始します。クラスマップ名には、アルファベッ

ト、ハイフン、またはアンダースコア文字を含めるこ

とができます。クラスマップ名は大文字と小文字が区

別され、最大 40文字まで設定できます。

class-map type qosmatch-allコマンドを入力し
て QoSクラスマップにmatch allを設定する
場合、match-allオプションは機能しません。
代わりに、一致基準は常にmatch anyとして
扱われます。

（注）

クラスマップ qosモードを終了し、グローバルコン
フィギュレーションモードを開始します。

switch(config-cmap-qos)# exitステップ 3   

（任意）

システム定義のカラーマップのいずれかについて、タ

イプqosのクラスマップにアクセスし、カラーマップ
モードを開始します。

switch(config)# class-map
[type qos] {conform-color-in
| conform-color-out |
exceed-color-in |
exceed-color-out}

ステップ 4   

このコマンドは、カラー対応のポリシングが

必要な場合にだけ使用します。

（注）

カラーマップモードを終了し、グローバルコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

switch(config-color-map)# exitステップ 5   

タイプキューイングのクラスマップを作成するか、

タイプキューイングのクラスマップにアクセスし、

switch(config)# class-map type
queuing match-any
{class-queuing-name |WORD}

ステップ 6   

クラスマップキューイングモードを開始します。ク

ラスキューイング名については、表 6：システム定義
のタイプキューイングクラスマップ, （21ページ）
を参照してください。
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目的コマンドまたはアクション

WORDの一致は、階層型クラスマップを定
義するために使用されます。引数WORD
は、Fシリーズモジュールでのみサポート
されます。

（注）

クラスマップキューイングモードを終了し、グロー

バルコンフィギュレーションモードを開始します。

switch(config-cmap-que)# exitステップ 7   

（任意）

設定済みのすべてのタイプ qosのクラスマップ、また
は選択したタイプ qosのクラスマップについて情報を
表示します。

switch(config)# show
class-map [type qos]
[class-map-name |
conform-color-in |
conform-color-out |

ステップ 8   

exceed-color-in |
exceed-color-out]

（任意）

設定済みのすべてのタイプキューイングのクラスマッ

プ、または選択したタイプキューイングのクラスマッ

switch(config)# show
class-map type queuing
[class-queuing-name]

ステップ 9   

プについて、情報を表示します。クラスキューイン

グ名については、表 6：システム定義のタイプキュー
イングクラスマップ, （21ページ）を参照してくだ
さい。

（任意）

実行中の設定をスタートアップコンフィギュレーショ

ンに保存します。

switch(config)# copy
running-config startup-config

ステップ 10   

テーブルマップの設定または変更

ポリシーマップ内で参照できるテーブルマップを作成または変更できます。テーブルマップの

設定については、「マーキングの設定」を参照してください。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

switch# configure terminalステップ 1   

テーブルマップを作成するか、テーブルマップに

アクセスし、テーブルマップモードを開始しま

switch(config)# table-map
table-map-name

ステップ 2   

す。テーブルマップ名には、アルファベット、ハ
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目的コマンドまたはアクション

イフン、またはアンダースコア文字を含めること

ができます。テーブルマップ名は大文字と小文字

が区別され、最大 40文字まで設定できます。

テーブルマップモードを終了し、グローバルコ

ンフィギュレーションモードを開始します。

switch(config-tmap)# exitステップ 3   

システム定義のマークダウンテーブルマップのい

ずれかにアクセスし、マークダウンマップモード

を開始します。

switch(config)# table-map
{cir-markdown-map |
pir-markdown-map}

ステップ 4   

テーブルマップモードを終了し、グローバルコ

ンフィギュレーションモードを開始します。

switch(config-mrkdwn-map)#
exit

ステップ 5   

（任意）

設定済みのすべてのテーブルマップ、または選択

したテーブルマップについて情報を表示します。

switch(config)# show table-map
[table-map-name |
cir-markdown-map |
pir-markdown-map}

ステップ 6   

（任意）

実行中の設定をスタートアップコンフィギュレー

ションに保存します。

switch(config)# copy
running-config startup-config

ステップ 7   

ポリシーマップの設定または変更

ポリシーマップを作成または変更できます。ポリシーマップを使用して、クラスマップに対し

て実行するアクションを定義できます。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

switch# configure terminalステップ 1   

タイプ qosのポリシーマップを作成するか、タイ
プ qosのポリシーマップにアクセスし、ポリシー

switch(config)# policy-map [type
qos] [match-first]
{qos-policy-map-name |
qos-dynamic}

ステップ 2   

マップモードを開始します。ポリシーマップ名

は、最大 40文字の英字、ハイフン、または下線文
字を使用でき、大文字と小文字が区別されます。
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目的コマンドまたはアクション

ポリシーマップモードを終了し、グローバルコン

フィギュレーションモードを開始します。

switch(config-tmap)# exitステップ 3   

タイプキューイングのポリシーマップを作成する

か、タイプキューイングのポリシーマップにアク

switch(config)# policy-map type
queuing [match-first]
{queuing-policy-map-name |
qos-dynamic}

ステップ 4   

セスし、ポリシーマップモードを開始します。ポ

リシーマップ名を指定できます。ポリシーマップ

名は、最大 40文字の英字、ハイフン、または下線
文字を使用でき、大文字と小文字が区別されます。

ポリシーマップモードを終了し、グローバルコン

フィギュレーションモードを開始します。

switch(config-tmap)# exitステップ 5   

（任意）

設定済みのすべてのタイプqosのポリシーマップ、
または選択したタイプ qosのポリシーマップにつ
いて情報を表示します。

switch(config)# showpolicy-map
[type qos] [policy-map-name |
qos-dynamic]

ステップ 6   

（任意）

設定済みのすべてのタイプキューイングのポリシー

マップ、または選択したタイプキューイングのポ

リシーマップについて、情報を表示します。

switch(config)# showpolicy-map
type queuing [policy-map-name
| qos-dynamic]

ステップ 7   

（任意）

実行中の設定をスタートアップコンフィギュレー

ションに保存します。

switch(config)# copy
running-config startup-config

ステップ 8   

MQC オブジェクトへの説明の適用
descriptionコマンドを使用すると、MQCオブジェクトに説明を追加できます。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレー

ションモードを開始します。

switch# configure terminalステップ 1   
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目的コマンドまたはアクション

説明オプションステップ 2   

クラスマップを作成するか、

クラスマップにアクセスし、

クラスマップモードを開始

します。クラスマップ名に

は、アルファベット、ハイフ

ン、またはアンダースコア文

字を含めることができます。

クラスマップ名は大文字と小

文字が区別され、最大 40文
字までの英数字を設定できま

す。

class-map [type qos]
[match-any |
match-all]
class-map-name

テーブルマップを作成する

か、テーブルマップにアクセ

スし、テーブルマップモー

ドを開始します。テーブル

マップ名には、アルファベッ

ト、ハイフン、またはアン

ダースコア文字を含めること

ができます。クラスマップ名

は大文字と小文字が区別さ

れ、最大 40文字まで設定で
きます。

table-map
table-map-name

ポリシーマップを作成する

か、ポリシーマップにアクセ

スし、ポリシーマップモー

ドを開始します。ポリシー

マップ名には、アルファベッ

ト、ハイフン、またはアン

ダースコア文字を含めること

ができます。ポリシーマップ

名は大文字と小文字が区別さ

れ、最大 40文字まで設定で
きます。

policy-map [type qos]
[match-first]
{qos-policy-map-name
| qos-dynamic}

説明文字列をMQCオブジェク
トに追加します。説明には最大

switch(config-cmap)# description stringステップ 3   

200文字の英数字を使用できま
す。
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目的コマンドまたはアクション

システム定義のキュー

イングクラスマップ

の説明を変更すること

はできません。

（注）

テーブルマップモードを終了

し、グローバルコンフィギュ

switch(config-cmap)# exitステップ 4   

レーションモードを開始しま

す。

（任意）

実行中の設定をスタートアップ

コンフィギュレーションに保存

します。

switch(config)# copy running-config startup-configステップ 5   

MQC オブジェクトの確認
MQCオブジェクトの設定情報を表示するには、次の作業のいずれかを行います。

目的コマンド

設定済みのすべてのタイプ qosのクラスマッ
プ、または選択したタイプ qosのクラスマップ
について情報を表示します。

show class-map [type qos] [class-map-name |
conform-color-in | conform-color-out |
exceed-color-in | exceed-color-out]

設定済みのすべてのタイプキューイングのクラ

スマップ、または選択したタイプキューイン

グのクラスマップについて、情報を表示しま

す。クラスキューイング名については、表6：
システム定義のタイプキューイングクラスマッ

プ, （21ページ）を参照してください。

show class-map type queuing [class-queuing-name]

設定済みのすべてのテーブルマップ、または選

択したテーブルマップについて情報を表示しま

す。

show table-map [table-map-name |
cir-markdown-map | pir-markdown-map]

設定済みのすべてのタイプ qosのポリシーマッ
プ、または選択したタイプ qosのポリシーマッ
プについて情報を表示します。

show policy-map [type qos] [policy-map-name |
qos-dynamic]
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目的コマンド

設定済みのすべてのタイプキューイングのポリ

シーマップ、または選択したタイプキューイ

ングのポリシーマップについて、情報を表示し

ます。

show policy-map type queuing [policy-map-name
| qos-dynamic]

これらのコマンド出力のフィールドの詳細については、『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS Quality of
Service Command Reference』を参照してください。

QoS ポリシーアクションの付加および消去
ソフトウェアのコンフィギュレーションコマンドを使用して QoS機能をイネーブルまたはディ
セーブルにすることはできません。QoS機能をイネーブルまたはディセーブルにするには、ここ
で説明する方法を使用して、インターフェイス、VLAN、またはトンネルに対して QoSポリシー
を付加または消去する必要があります。

（注） • feature tunnelコマンドを入力してトンネル機能を有効にし、トンネルを設定してから、
ポリシーを付加する必要があります。

•ファブリックエクステンダ（FEX）インターフェイスでは、タイプ qosポリシーのみを
設定できます。ただし、FEX外部インターフェイスに設定されているアクセスコント
ロールリスト（ACL）と一致するクラスを参照するタイプ qosポリシーは設定できませ
ん。

•タイプキューイングポリシーは現在、FEXインターフェイスでサポートされていませ
ん。

別のクラスマップを特に付加しない限り、システム定義のタイプキューイングクラスマップ（表

6：システム定義のタイプキューイングクラスマップ, （21ページ）を参照）が各インターフェ
イスに付加されます。

デバイスでは、タイプ qosとタイプキューイングのそれぞれのポリシーについて、QoSポリ
シーを 1方向（入力または出力）1つのインターフェイスにつき 1つに制限しています。

（注）

複数のインターフェイスで定義されているポリシーには次の制限があります。

•物理ポートに付加された QoSポリシーは、ポートがポートチャネルのメンバーとなってい
ない場合に有効になります。

•ポートチャネルに付加された QoSポリシーは、ポリシーがメンバーポートに付加されてい
る場合でも有効になります。

   Cisco Nexus 7000 シリーズ NX-OS Quality of Service コンフィギュレーションガイド
32

モジュラ QoS コマンドラインインターフェイス（MQC）の使用
QoS ポリシーアクションの付加および消去



• VLANに付加された QoSポリシーは、他のポリシーが特に適用されていないその VLAN内
のすべてのポートに適用されます。

•各レイヤ 2ポートおよびレイヤ 2ポートチャネルインターフェイスについて、入力と出力
の両方向で、1つの入力ポリシータイプキューイングがサポートされています。出力タイ
プの qosポリシーは、レイヤ 2ポートおよびレイヤ 2ポートチャネルインターフェイスでは
使用できません。

•各レイヤ 3およびレイヤ 3ポートチャネルインターフェイスについて、1つの入力 QoSポ
リシーと 1つの出力 QoSポリシーがサポートされています。

•各 VLANについて、1つの入力 QoSポリシーと 1つの出力 QoSポリシーがサポートされて
います。

•各レイヤ 2ポート、レイヤ 2ポートチャネル、レイヤ 3ポート、およびレイヤ 3ポートチャ
ネルインターフェイスについて、1つの入力キューイングポリシーと 1つの出力キューイン
グポリシーがサポートされています。

• VLAN、ポートチャネル、またはその両方が複数のフォワーディングエンジンに接続する
と、レートを強制するすべてのポリシーがフォワーディングエンジンごとに強制されます。

•たとえば、特定の VLANのレートを 100 Mbpsに制限するポリサーが VLAN上で設定されて
いて、あるモジュール上の VLAN内にスイッチポートを 1つ設定し、別のモジュール上の
VLANにスイッチポートをもう 1つ設定する場合は、各フォワーディングエンジンで 100
Mbpsのレートが強制されます。この場合、レートを 100 Mbpsに制限するように設定した
VLAN内で、実際には最大 200 Mbpsを使用できる可能性があります。

別のポリシーを設定して適用しない限り、デフォルトのキューイングポリシーはアクティブ

です。デフォルトのキューイングポリシーについては表 8：システム定義のキューイングポ
リシーマップ, （24ページ）を参照してください。

（注）

以下の表に、QoSポリシーが適用されるインターフェイスを示します。各行はインターフェイス
のレベルを表しています。項目の説明は次のとおりです。

•適用済み：付加されたポリシーが適用されているインターフェイス

•存在：ポリシーが付加されているものの適用されていないインターフェイス

•非存在：ポリシーが付加されていないインターフェイス

•存在または非存在：ポリシーが付加されているかどうかが不明で、適用されていないイン
ターフェイス

VLAN ポリシーポートチャネルポリシーポートポリシー

存在または非存在Not presentApplied

存在または非存在Applied存在または非存在
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VLAN ポリシーポートチャネルポリシーポートポリシー

AppliedNot presentNot present

ポリシーマップをインターフェイス、トンネル、またはVLANに付加するには、service-policyコ
マンドを使用します。ポリシーマップで定義したポリシーをインターフェイス上のパケットの入

力ストリームに適用するか出力ストリームに適用するかを指定できます。

インターフェイス、トンネル、またはVLANからポリシーマップを消去するには、service-policy
コマンドの no形式を使用します。

インターフェイスまたはトンネルへの QoS ポリシーアクションの付加

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

switch# configure terminalステップ 1   

イーサネットまたはトンネルインターフェイスで

インターフェイスモードを開始します。

switch(config)# interface
{[ethernet slot/port-list] | [tunnel
number-list]}

ステップ 2   

• slot/port-listはスロットおよびポートのスペー
ス区切りリストです。

• number-listはトンネルのスペース区切りリス
トです。

ポリシーマップをインターフェイスの入力パケッ

トまたは出力パケットに追加します。インター

switch(config-if)# service-policy
[type qos] {input | output}
{policy-map-name} [no-stats]

ステップ 3   

フェイスに付加できるのは、1つの入力ポリシー
と 1つの出力ポリシーだけです。

インターフェイスコンフィギュレーションモード

を終了し、グローバルコンフィギュレーション

モードに入ります。

switch(config-if)# exitステップ 4   

（任意）

すべてのインターフェイスまたは指定したインター

フェイスに適用したポリシーマップについての情

switch(config)# show policy-map
[interface interface | vlan vlan_id]
[input | output] [type qos |
queuing] [class [type qos |
queuing] class-map-name]

ステップ 5   

報を表示します。デバイスが表示する内容を、入

力または出力ポリシー、qosまたはキューイング
ポリシー、および特定のクラスに制限できます。
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目的コマンドまたはアクション

（任意）

実行中の設定をスタートアップコンフィギュレー

ションに保存します。

switch(config)# copy
running-config startup-config

ステップ 6   

VLAN への QoS ポリシーアクションの付加

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモード

を開始します。

switch# configure terminalステップ 1   

VLANコンフィギュレーションモードを開
始します。

switch(config)# vlan configuration
vlan-id-list

ステップ 2   

vlan-id-listはVLANのスペース区切りリスト
です。

ポリシーマップを VLANの入力パケットま
たは出力パケットに追加します。 VLANに

switch(config-vlan-config)#service-policy
[type qos] {input | output}
{policy-map-name} [no-stats]

ステップ 3   

付加できるのは、1つの入力ポリシーと 1つ
の出力ポリシーだけです。

VLANコンフィギュレーションモードを終
了し、グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

switch(config-if)# exitステップ 4   

（任意）

すべてのインターフェイスまたは指定したイ

ンターフェイスに適用したポリシーマップ

switch(config)# show policy-map
[interface interface | vlan vlan_id] [input
| output] [type qos | queuing] [class [type
qos | queuing] class-map-name]

ステップ 5   

についての情報を表示します。デバイスが

表示する内容を、入力または出力ポリシー、

qosまたはキューイングポリシー、および特
定のクラスに制限できます。

（任意）

実行中の設定をスタートアップコンフィギュ

レーションに保存します。

switch(config)# copy running-config
startup-config

ステップ 6   
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Session Manager による QoS サポート
Cisco NX-OS Release 4.2から、Session Mangerは QoSの設定をサポートします。この機能によっ
て、QoSの設定を確認し、設定を実行コンフィギュレーションにコミットする前に、その設定が
必要とするリソースが利用可能かどうかを確認できます。 Session Managerについては、『Cisco
Nexus 7000 Series NX-OS SystemManagement Configuration Guide, Release 6.x』を参照してください。

コンフィギュレーションセッションを開始すると、コンフィギュレーションセッションが中断さ

れるかコミットされるまで、configure terminalコンフィギュレーションモードを使用してコンフィ
ギュレーションコマンドを開始できません。並行設定（一方でコンフィギュレーションセッショ

ンを使用し、もう一方で configuration terminalコンフィギュレーションモードを使用）を開始す
ると、コンフィギュレーションセッションモードで確認エラーが発生する可能性があります。

モジュラ QoS コマンドラインインターフェイスの使用の
機能履歴

以下の表に、このマニュアルで取り上げる新機能および変更された機能を要約し、各機能がサポー

トされているリリースを示します。ご使用のソフトウェアリリースで、本書で説明されるすべて

の機能がサポートされているとは限りません。最新の警告および機能情報については、https://
tools.cisco.com/bugsearch/のBug Search Toolおよびご使用のソフトウェアリリースのリリースノー
トを参照してください。

表 9：モジュラ QoS コマンドラインインターフェイスの機能履歴

機能情報リリース機能名

—5.1(1)リリース4.2(1)から変更な
し

QoSの設定を確認し、設定を実行コン
フィギュレーションにコミットする前

に、その設定が必要とするリソースが利

用可能かどうかを確認できる。

4.2(1)SessionManagerのサポート
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第 4 章

分類の設定

この章では、Cisco NX-OSデバイス上で分類を設定する方法について説明します。

• 機能情報の確認, 37 ページ

• 分類について, 37 ページ

• ライセンスの要件, 39 ページ

• 分類の前提条件, 39 ページ

• 注意事項と制約事項, 39 ページ

• トラフィッククラスの設定, 41 ページ

• 分類設定の確認, 54 ページ

• 分類の設定例, 54 ページ

• 分類の機能履歴, 54 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースで、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされて

いるとは限りません。最新の警告および機能情報については、https://tools.cisco.com/bugsearch/の
Bug Search Toolおよびご使用のソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。
このモジュールに記載されている機能の詳細、および各機能がサポートされているリリースのリ

ストについては、「新規および変更された情報（New and Changed Information）」の章または以下
の「機能の履歴」表を参照してください。

分類について
分類とは、パケットをトラフィッククラスに振り分けることです。指定した分類済みトラフィッ

クに対して特定のアクション（ポリシングやマークダウンなど）を実行するようにデバイスを設

定します。
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パケットの特性を以下の表に示す分類基準と照合することによって、各トラフィッククラスを表

すクラスマップを作成できます。

説明分類基準

IEEE 802.1Qヘッダー内のサービスクラス
（CoS）フィールド。

CoS

IPヘッダーのタイプオブサービス（ToS）バイ
ト内部の優先順位値。

IP precedence

IPヘッダーの DIffServフィールド内部の DSCP
値。

Diffservコードポイント（DSCP）

システム内部で操作および照合できる、ローカ

ルで有効な QoS値。範囲は 0～ 126です。
QoS group

システム内部で照合および操作できる、ローカ

ルで有効な値。指定できる範囲は0～63です。
廃棄クラス

IP ACLまたはMAC ACL名ACL

標準のレイヤ 2プロトコル（アドレス解決プロ
トコル（ARP）、コネクションレス型ネット
ワークサービス（CLNS）など）。

プロトコル

レイヤ 3パケット長のサイズ範囲パケット長

Real-time Transport Protocol（RTP）を使用して
いるアプリケーションを、UDPポート番号範囲
によって識別します。

IP RTP

名前付きクラスマップオブジェクト内で指定

された基準。

クラスマップ

複数の一致基準を指定することも、特定の基準について照合しないようにすることも、一部また

は全部の基準を照合することによってトラフィッククラスを決定することもできます。

ただし、ACLについて照合する場合は、パケット長を除く他の一致基準を match-allクラス内
で指定することはできません。match-anyクラス内では、ACLおよびその他の一致基準につい
て照合できます。

（注）

入力または出力トラフィックにだけ関係する一致基準もあります。たとえば、内部ラベルQoSグ
ループは、入力トラフィックに対しては意味を持ちません。これは、まだ値が割り当てられてい

ないからです。
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QoSポリシーマップ内でどのクラスにも一致しないトラフィックは、class-defaultと呼ばれるデ
フォルトのトラフィッククラスに割り当てられます。 QoSポリシーマップ内で class-defaultを参
照することで、この一致しないトラフィックを選択できます。

class-map type qos match-allコマンドを入力して QoSクラスマップに match allを設定する場合、
match-allオプションは機能しません。代わりに、一致基準は常に match anyとして扱われます。

同じタイプのトラフィックを処理する各種インターフェイスのQoSポリシーを定義する場合、同
じ仮想デバイスコンテキスト（VDC）内のクラスマップを再利用できます。

クラスマップの詳細については、「モジュラ QoSコマンドラインインターフェイスの使用」
を参照してください。

（注）

ライセンスの要件
QoS機能にライセンスは必要ありません。ライセンスパッケージに含まれていない機能はすべて
Cisco NX-OSシステムイメージにバンドルされており、追加費用は一切発生しません。

仮想デバイスコンテキスト（VDC）の使用には Advanced Servicesライセンスが必要です。

NX-OSライセンス方式の詳細については、『Cisco NX-OS LicensingGuide』を参照してください。

分類の前提条件
分類の前提条件は、次のとおりです。

•「モジュラ QoSコマンドラインインターフェイスの使用」のコンセプトに精通している。

•スイッチにログインしている。

•正しい VDC内にいる。 VDCは、一連のシステムリソースを論理的に表現する用語です。
switchto vdcコマンドでは VDC番号を指定できます。

注意事項と制約事項
分類設定時の注意事項と制約事項は次のとおりです。

•クラスマップ内で指定できる一致基準の数は最大 1,024個です。

• 1つのポリシーマップで使用するために設定できるクラスの数は最大 4,096個です。

• ACLについて照合する際、それ以外に指定できる一致基準は、match-allクラス内のレイヤ 3
パケット長だけです。

• class-map type qos match-allコマンドの match-allオプションはサポートされていません。こ
のコマンドの一致基準は class-map type qosmatch-anyコマンドと同じになります。 class-map
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type qos match-allコマンドは、class-map type qos match-anyコマンドと同じ結果が得られま
す。

•レイヤ2ポート上のトラフィックは、着信パケットのポートポリシーまたはVLANポリシー
のいずれかに基づいて分類できます（ただし両方に基づいて分類することはできません）。

ポートポリシーまたは VLANポリシーのいずれかが有効になります（ただし両方が有効に
なることはありません）。両方のポリシーが存在する場合、デバイスはポートポリシーに

基づいて動作し、VLANポリシーを無視します。

• match cosコマンドは、出力方向ではサポートされません。

• QoSポリシーが 1つの種類の一致基準で設定されている場合、異なる種類の一致基準は使用
できません。次のエラーメッセージが返されます。
ERROR: Unable to perform the action due to incompatibility:
Module 1, 2, 3, 4, 5, 6, 7, 8, 11, 12, 13, 14, 15, 16, 17, 18 returned status
"Policies with classes containing combined 'match dscp', 'match cos',
'match precedence' or 'match qos-group' are not supported.
Only the same match type is supported between classes.

•キューイングの統計情報を表示する場合、cbqosmibの統計情報はクラスレベルごとではなく
アクションごとに表示されます。

•キューイングの cbqosmibは、queue-limit、random-detect、bandwidth、および priorityのアク
ションが設定されている場合にのみ取得されます。

• F1モジュールのプロキシ転送トラフィックの場合、ACL分類は次の表に示すレイヤ 3プロ
トコルと一致します。

表 10：プロトコル番号および関連するレイヤ 3 プロトコル

レイヤ 3 プロトコルProtocol Number

ICMP1

IGMP2

IPv4カプセル化4

TCP6

UDP17

表に記載されていないレイヤ 3プロトコルは、プロトコル番号 4（IPv4カプセル化）に分類さ
れます。

（注）
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トラフィッククラスの設定

ACL 分類の設定

デバイスでは、match access-group nameコマンドの no形式がサポートされていません。（注）

トラフィックを分類するには、既存の ACLに基づいてパケットを照合します。 ACLキーワード
の permitおよび denyは、照合時には無視されます。QoSではACLの許可-拒否機能は使用されま
せん。 IPバージョン 4（IPv4）または IPバージョン 6（IPv6）のいずれかによって、分類できま
す。

サポートは、CLI内の拒否アクセスコントロールエントリ（[no] hardware access-list allow deny
ace）を制御するために利用できます。このサポートの詳細については、『CiscoNexus 7000 Series
NX-OS Security Configuration Guide』を参照してください。

トンネリングプロトコルもまた IPでない限り、トンネル型 IPパケットは照合されます。ま
た、照合は外側の IPヘッダーに適用され、カプセル化された IPヘッダーには適用されませ
ん。

（注）

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

switch# configure terminalステップ 1   

class-map-nameという名前のクラスマップを作成する
か、そのクラスマップにアクセスし、クラスマップ

switch(config)# class-map
[type qos] [match-any |
match-all] class-map-name

ステップ 2   

モードを開始します。 class map nameには、アルファ
ベット、ハイフン、またはアンダースコア文字を含め

ることができます。クラスマップ名は大文字と小文字

が区別され、最大 40文字まで設定できます。

acl-nameに基づいてパケットを照合することによって、
トラフィッククラスを設定します。 ACLキーワード
の permitおよび denyは、照合時には無視されます。

switch(config-cmap-qos)#
match access-group name
acl-name

ステップ 3   

デバイスではこのコマンドの not形式はサポートされ
ていません。
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次に、ACLクラスマップ設定の表示方法例を示します。

switch# show class-map class_acl

拒否 ACE の設定
シーケンスベースの機能である VACL、ポリシーベースルーティング（PBR）、および QoSに
ついて、シーケンス内の拒否アクセスコントロールエントリ（ACE）をサポートするようにデバ
イスを設定できます。拒否ACEがイネーブルの場合、class-map-acl内の拒否ACE（denyキーワー
ドをともなった ACLルール）に一致するトラフィックは、許可 ACEにヒットするまで、続く
class-map-aclに対して再帰的に照合されます。

はじめる前に

正しい VDCを使用していることを確認します（または switchto vdcコマンドを使用します）。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

switch# configure terminalステップ 1   

シーケンス中の拒否 ACEサポートをイ
ネーブルにします。

switch(config)# [no] hardware
access-list allow deny ace

ステップ 2   

（任意）

ACLの設定を表示します。
switch(config)# show running-config
aclmgr

ステップ 3   

（任意）

この設定変更を保存します。

switch(config)# copy running-config
startup-config

ステップ 4   

DSCP 分類の設定
IPヘッダーの DiffServフィールドの DSCP値に基づいてトラフィックを分類できます。標準の
DSCP値の一覧を以下の表に示します。

表 11：標準の DSCP 値

DSCP 値のリスト値

AF11 dscp（001010）：10進値 10af11

AF12 dscp（001100）：10進値 12af12
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DSCP 値のリスト値

AF13 dscp（001110）：10進値 14af12

AF21 dscp（010010）：10進値 18af21

AF22 dscp（010100）：10進値 20af22

AF23 dscp（010110）：10進値 22af23

AF31 dscp（011010）：10進値 26af31

AF40 dscp（011100）：10進値 28af31

AF33 dscp（011110）：10進値 30af33

AF41 dscp（100010）：10進値 34af41

AF42 dscp（100100）：10進値 36af42

AF43 dscp（100110）：10進値 38af43

CS1（precedence 1）dscp（001000）：10進値 8cs1

CS2（precedence 2）dscp（010000）：10進値 16cs2

CS3（precedence 3）dscp（011000）：10進値 24cs3

CS4（precedence 4）dscp（100000）：10進値 32cs4

CS5（precedence 5）dscp（101000）：10進値 40cs5

CS6（precedence 6）dscp（110000）：10進値 48cs6

CS7（precedence 7）dscp（111000）：10進値 56cs7

デフォルト dscp（000000）：10進値 0デフォルト

EF dscp（101110）：10進値 46ef

トンネリングプロトコルもまた IPでない限り、トンネル型 IPパケットは照合されます。ま
た、照合は外側の IPヘッダーに適用され、カプセル化された IPヘッダーには適用されませ
ん。

（注）
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手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

switch# configure terminalステップ 1   

class-map-nameという名前のクラスマップを作成す
るか、そのクラスマップにアクセスし、クラスマッ

switch(config)# class-map
[type qos] [match-any |
match-all] class-map-name

ステップ 2   

プモードを開始します。 class map nameには、アル
ファベット、ハイフン、またはアンダースコア文字

を含めることができます。クラスマップ名は大文字

と小文字が区別され、最大 40文字まで設定できま
す。

dscp-valuesに基づいてパケットを照合することによっ
て、トラフィッククラスを設定します。標準のDSCP
値は上記の表に示されています。

switch(config-cmap-qos)#
match [not] dscp dscp-list

ステップ 3   

指定した範囲に一致しない値について照合するには、

notキーワードを使用します。

グローバルクラスマップキューイングモードを終

了し、コンフィギュレーションモードを開始しま

す。

switch(config-cmap-qos)# exitステップ 4   

（任意）

この設定変更を保存します。

switch(config)# copy
running-config startup-config

ステップ 5   

次に、DSCPクラスマップ設定の表示方法例を示します。

switch# show class-map class_dscp

IP precedence 分類の設定
IPヘッダーの ToSバイトフィールドの優先順位値に基づいてトラフィックを分類できます。以
下の表に、優先順位値を示します。

表 12：優先順位値

優先順位値のリスト値

IP precedence値0～ 7

クリティカル優先順位（5）critical
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優先順位値のリスト値

フラッシュ優先順位（3）flash

フラッシュオーバーライド優先順位（4）flash-override

即時優先順位（2）immediate

インターネットワークコントロール優先順位

（6）
internet

ネットワークコントロール優先順位（7）ネットワーク

プライオリティ優先順位（1）priority

ルーチン優先順位（0）routine

トンネリングプロトコルもまた IPでない限り、トンネル型 IPパケットは照合されます。ま
た、照合は外側の IPヘッダーに適用され、カプセル化された IPヘッダーには適用されませ
ん。

（注）

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

switch# configure terminalステップ 1   

class-map-nameという名前のクラスマップを作成す
るか、そのクラスマップにアクセスし、クラスマッ

switch(config)# class-map [type
qos] [match-any |match-all]
class-map-name

ステップ 2   

プモードを開始します。 class map nameには、アル
ファベット、ハイフン、またはアンダースコア文字

を含めることができます。クラスマップ名は大文字

と小文字が区別され、最大 40文字まで設定できま
す。

precedence-valuesに基づいてパケットを照合するこ
とによって、トラフィッククラスを設定します。

値は上記の表に示されています。

switch(config-cmap-qos)#
match [not] precedence
precedence-values

ステップ 3   

指定した範囲に一致しない値について照合するに

は、notキーワードを使用します。
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目的コマンドまたはアクション

グローバルクラスマップキューイングモードを終

了し、コンフィギュレーションモードを開始しま

す。

switch(config-cmap-qos)# exitステップ 4   

（任意）

この設定変更を保存します。

switch(config)# copy
running-config startup-config

ステップ 5   

次に、IP precedenceクラスマップ設定の表示方法例を示します。

switch# show class-map class_ip_precedence

プロトコル分類の設定

レイヤ 3プロトコルのトラフィックでは、ACL分類の照合を使用できます。詳細については、
「ACL分類の設定」の項を参照してください。

以下の表に示すプロトコル引数に基づいてトラフィックを分類できます。

表 13：match コマンドのプロトコル引数

説明引数

アドレス解決プロトコル（ARP）arp

ブリッジングbridging

Cisco Discovery Protocol（CDP）cdp

コネクションレス型ネットワークサービス

（CLNS）
clns

CLNSエンドシステムclns_es

CLNS中継システムclns_is

Dynamic Host Configuration（DHCP）dhcp

Intermediate System to Intermediate System（IS-IS）isis

ラベル配布プロトコル（LDP）LDP

NetBIOS Extended User Interface（NetBEUI）netbios
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一度に最大 8つの異なるプロトコル（上記の表を参照）を照合できます。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

switch# configure terminalステップ 1   

class-map-nameという名前のクラスマップを作成
するか、そのクラスマップにアクセスし、クラス

switch(config)# class-map [type
qos] [match-any |match-all]
class-map-name

ステップ 2   

マップモードを開始します。 classmapnameには、
アルファベット、ハイフン、またはアンダースコ

ア文字を含めることができます。クラスマップ名

は大文字と小文字が区別され、最大40文字まで設
定できます。

指定したプロトコルに基づいてパケットを照合す

ることによって、トラフィッククラスを設定しま

switch(config-cmap-qos)#match
[not] protocol {arp | bridging |
clns | clns_is | dhcp | isis | netbios
| cdp | clns_es | ldp}

ステップ 3   

す。指定したプロトコルに一致しないプロトコル

について照合するには、notキーワードを使用しま
す。

グローバルクラスマップキューイングモードを

終了し、コンフィギュレーションモードを開始し

ます。

switch(config-cmap-qos)# exitステップ 4   

（任意）

この設定変更を保存します。

switch(config)# copy
running-config startup-config

ステップ 5   

次に、protocolクラスマップ設定の表示方法例を示します。

switch# show class-map class_protocol

QoS グループ分類の設定
QoSグループ内部ラベルの値に基づいてトラフィックを分類できます。QoSグループ内部ラベル
はパケットペイロードまたはパケットヘッダーの一部ではありません。「QoSグループマーキ
ングの設定」のセクションで説明しているように、set qos-groupコマンドを使用して、ポリシー
マップ内で QoSグループの値を設定できます。

QoSグループの値は入力ポリシー内で設定されるまで未定義になっているため、QoSグループ
についての照合は、出力ポリシー内でだけ行います。

（注）
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手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

switch# configure terminalステップ 1   

class-map-nameという名前のクラスマップを作成す
るか、そのクラスマップにアクセスし、クラスマッ

switch(config)# class-map [type
qos] [match-any |match-all]
class-map-name

ステップ 2   

プモードを開始します。 class map nameには、アル
ファベット、ハイフン、またはアンダースコア文字

を含めることができます。クラスマップ名は大文字

と小文字が区別され、最大 40文字まで設定できま
す。

QoSグループ値のリストに基づいてパケットを照合
することによって、トラフィッククラスを設定しま

switch(config-cmap-qos)#
match [not] qos-group
multi-range-qos-group-values

ステップ 3   

す。値の範囲は 0～ 126です。デフォルトの QoS
グループ値は 0です。指定した範囲に一致しない値
について照合するには、notキーワードを使用しま
す。

グローバルクラスマップキューイングモードを終

了し、コンフィギュレーションモードを開始しま

す。

switch(config-cmap-qos)# exitステップ 4   

（任意）

この設定変更を保存します。

switch(config)# copy
running-config startup-config

ステップ 5   

次に、QoSグループクラスマップ設定を表示する例を示します。

switch# show class-map class_qos_group

廃棄クラス分類の設定

廃棄クラス内部ラベルの値に基づいてトラフィックを分類できます。廃棄クラス内部ラベルはパ

ケットペイロードまたはパケットヘッダーの一部ではありません。「廃棄クラスマーキングの

設定」セクションで説明しているように、set discard-classコマンドを使用して、ポリシーマップ
内で廃棄クラスの値を設定できます。

廃棄クラスの値は入力ポリシー内で設定されるまで未定義になっているため、廃棄クラスについ

ての照合は、出力ポリシー内でだけ行います。
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手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

switch# configure terminalステップ 1   

class-map-nameという名前のクラスマップを作成す
るか、そのクラスマップにアクセスし、クラスマッ

switch(config)# class-map [type
qos] [match-any |match-all]
class-map-name

ステップ 2   

プモードを開始します。 class map nameには、アル
ファベット、ハイフン、またはアンダースコア文字

を含めることができます。クラスマップ名は大文字

と小文字が区別され、最大 40文字まで設定できま
す。

廃棄クラス値のリストに基づいてパケットを照合す

ることによって、トラフィッククラスを設定しま

switch(config-cmap-qos)#match
[not] discard-class
multi-range-discard-class-values

ステップ 3   

す。値の範囲は 0～ 63です。デフォルトの廃棄ク
ラス値は 0です。指定した範囲に一致しない値につ
いて照合するには、notキーワードを使用します。

グローバルクラスマップキューイングモードを終

了し、コンフィギュレーションモードを開始しま

す。

switch(config-cmap-qos)# exitステップ 4   

（任意）

この設定変更を保存します。

switch(config)# copy
running-config startup-config

ステップ 5   

次に、discardクラスマップ設定の表示方法例を示します。

switch# show class-map class_discard_class

レイヤ 3 パケット長分類の設定
各種のパケット長に基づいてレイヤ 3トラフィックを分類できます。

この機能は IPパケットだけが対象です。（注）
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手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

switch# configure terminalステップ 1   

class-map-nameという名前のクラスマップを作成す
るか、そのクラスマップにアクセスし、クラスマッ

switch(config)# class-map [type
qos] [match-any |match-all]
class-map-name

ステップ 2   

プモードを開始します。 class map nameには、アル
ファベット、ハイフン、またはアンダースコア文字

を含めることができます。クラスマップ名は大文字

と小文字が区別され、最大 40文字まで設定できま
す。

各種のパケット長に基づいてパケットを照合するこ

とによって、トラフィッククラスを設定します。

値の範囲は 1～ 9198です。

switch(config-cmap-qos)#
match [not] packet length
packet-length-list

ステップ 3   

指定した範囲に一致しない値について照合するに

は、notキーワードを使用します。

グローバルクラスマップキューイングモードを終

了し、コンフィギュレーションモードを開始しま

す。

switch(config-cmap-qos)# exitステップ 4   

（任意）

この設定変更を保存します。

switch(config)# copy
running-config startup-config

ステップ 5   

次に、packet lengthクラスマップ設定の表示方法例を示します。

switch# show class-map class_packet_length

CoS 分類の設定
IEEE802.1Qヘッダー内のサービスクラス（CoS）フィールドに基づいてトラフィックを分類でき
ます。この 3ビットのフィールドは IEEE 802.1pで QoSトラフィッククラスをサポートするため
に規定されています。CoSはVLANIDタグフィールドの上位 3ビットで符号化され、user_priority
と呼ばれます。

match cosコマンドは、出力方向ではサポートされません。（注）
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手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

switch# configure terminalステップ 1   

class-map-nameという名前のクラスマップを作成す
るか、そのクラスマップにアクセスし、クラスマッ

switch(config)# class-map
[type qos] [match-any |
match-all] class-map-name

ステップ 2   

プモードを開始します。 class map nameには、アル
ファベット、ハイフン、またはアンダースコア文字

を含めることができます。クラスマップ名は大文字

と小文字が区別され、最大 40文字まで設定できま
す。

CoS値のリストに基づいてパケットを照合すること
によって、トラフィッククラスを設定します。指定

できる範囲は 0～ 7です。

switch(config-cmap-qos)#
match [not] cos cos-list

ステップ 3   

指定した範囲に一致しない値について照合するには、

notキーワードを使用します。

グローバルクラスマップキューイングモードを終

了し、コンフィギュレーションモードを開始しま

す。

switch(config-cmap-qos)# exitステップ 4   

（任意）

この設定変更を保存します。

switch(config)# copy
running-config startup-config

ステップ 5   

次に、CoSクラスマップ設定の表示方法例を示します。

switch# show class-map class_cos

IP RTP 分類の設定
IPReal-timeTransport Protocol（RTP）は、オーディオやビデオなどのデータを送信するリアルタイ
ムアプリケーション用のトランスポートプロトコルで、Request For Comments（RFC）3550で規
定されています。 RTPでは一般的な TCPポートや UDPポートは使用されませんが、通常はポー
ト 16384～ 32767を使用するように RTPを設定します。偶数番号ポートを UDP通信に使用し、
1つ上の奇数番号ポートを RTP Control Protocol（RTCP）通信に使用します。

UDPポート範囲に基づいて分類を設定できます。UDPポート範囲は、RTPを使用するアプリケー
ションを対象とする可能性があります。
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手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

switch# configure terminalステップ 1   

class-map-nameという名前のクラスマップを作成する
か、そのクラスマップにアクセスし、クラスマップ

switch(config)# class-map
[type qos] [match-any |
match-all] class-map-name

ステップ 2   

モードを開始します。 class map nameには、アルファ
ベット、ハイフン、またはアンダースコア文字を含め

ることができます。クラスマップ名は大文字と小文

字が区別され、最大 40文字まで設定できます。

UDPポート番号の下限と上限に基づいてパケットを
照合することによって、トラフィッククラスを設定

switch(config-cmap-qos)#
match [not] ip rtp
udp-port-value

ステップ 3   

します。UDPポート番号の範囲は、RTPを使用する
アプリケーションを対象とする可能性があります。

値の範囲は 2000～ 65535です。

指定した範囲に一致しない値について照合するには、

notキーワードを使用します。

グローバルクラスマップキューイングモードを終了

し、コンフィギュレーションモードを開始します。

switch(config-cmap-qos)# exitステップ 4   

（任意）

この設定変更を保存します。

switch(config)# copy
running-config startup-config

ステップ 5   

次に、RTPクラスマップ設定の表示方法例を示します。

switch# show class-map class_rtp

クラスマップ分類の設定

参照を実行する前に、参照先のクラスマップを作成する必要があります。設定できるクラスマッ

プの入れ子のレベルは 1レベルだけです。別のクラスマップを参照しているクラスマップは参
照できません。

参照先のクラスマップを削除する場合は、その前に、そのクラスマップへの参照をすべて削除し

てください。

別のクラスマップ内にある一致基準に基づいてトラフィックを分類できます。同じクラスマッ

プを複数のポリシー内で参照できます。

class-map分類の設定では、次の各注意事項に従ってください。
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• match class-mapコマンドで指定したクラスマップとの論理 ORを実行するには、match-any
キーワードを使用します。照合されるクラスマップのmatch-anyまたはmatch-allの指定は
無視されます。

• match class-mapコマンドで指定したクラスマップとの論理ANDを実行するには、match-all
キーワードを使用します。照合されるクラスマップのmatch-anyまたはmatch-allの指定は
無視されます。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

switch# configure terminalステップ 1   

class-map-nameという名前のクラスマップを作成する
か、そのクラスマップにアクセスし、クラスマップ

switch(config)# class-map
[type qos] [match-any |
match-all] class-map-name

ステップ 2   

モードを開始します。 class map nameには、アルファ
ベット、ハイフン、またはアンダースコア文字を含め

ることができます。クラスマップ名は大文字と小文字

が区別され、最大 40文字まで設定できます。

別のクラスマップ内の一致基準に基づいてパケットを

照合することによって、トラフィッククラスを設定し

switch(config-cmap-qos)#
match [not] class-map
class-map-name

ステップ 3   

ます。match-allは class-mapコマンドのデフォルトで
あるため、class_map3内で指定された一致基準と
class_class_map内の一致基準とが論理ANDされます。

指定した範囲に一致しない値について照合するには、

notキーワードを使用します。

グローバルクラスマップキューイングモードを終了

し、コンフィギュレーションモードを開始します。

switch(config-cmap-qos)# exitステップ 4   

（任意）

この設定変更を保存します。

switch(config)# copy
running-config startup-config

ステップ 5   

次に、class-mapクラスマップ設定の表示方法例を示します。

switch# show class-map class_class_map
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分類設定の確認
クラスマップ設定を確認するには、show class-mapコマンドを使用します。このコマンドによっ
て、すべてのクラスマップが表示されます。

switch# show class-map
...

分類の設定例
次に、2つのクラスのトラフィックについて分類を設定する例を示します。

class-map class_dscp
match dscp af21, af32
exit

class-map class_cos
match cos 4, 5-6
exit

分類の機能履歴
以下の表に、このマニュアルで取り上げる新機能および変更された機能を要約し、各機能がサポー

トされているリリースを示します。ご使用のソフトウェアリリースで、本書で説明されるすべて

の機能がサポートされているとは限りません。最新の警告および機能情報については、https://
tools.cisco.com/bugsearch/のBug Search Toolおよびご使用のソフトウェアリリースのリリースノー
トを参照してください。

表 14：分類の機能履歴

機能情報リリース機能名

—5.1(1)リリース4.2(1)から変更な
し

IPv4 ACLと IPv6 ACLを照合することが
できるようになりました。

4.2(1)分類
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第 5 章

マーキングの設定

この章では、Cisco NX-OSデバイス上でのマーキング機能の設定方法について説明します。マー
キング機能を使用すると、パケットの所属先となるトラフィックのクラスを定義できます。

• 機能情報の確認, 55 ページ

• マーキングについて, 55 ページ

• ライセンスの要件, 57 ページ

• マーキングの前提条件, 57 ページ

• 注意事項と制約事項, 57 ページ

• マーキングの設定, 58 ページ

• マーキング設定の確認, 69 ページ

• マーキングの設定例, 69 ページ

• マーキングの機能履歴, 70 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースで、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされて

いるとは限りません。最新の警告および機能情報については、https://tools.cisco.com/bugsearch/の
Bug Search Toolおよびご使用のソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。
このモジュールに記載されている機能の詳細、および各機能がサポートされているリリースのリ

ストについては、「新規および変更された情報（New and Changed Information）」の章または以下
の「機能の履歴」表を参照してください。

マーキングについて
マーキングは、着信および発信パケットのQuality of Service（QoS）フィールドを変更するために
使用する方式です。マーキングが可能な QoSフィールドは、レイヤ 2ではサービスクラス
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（CoS）、レイヤ 3では Internet Protocol（IP）precedenceと Diffservコードポイント（DSCP）で
す。 QoSグループと廃棄クラスはシステムにとってローカルな 2つのラベルで、中間マーキング
値を割り当てることができます。これらの 2つのラベルを使用して、パケット内でマーキングさ
れた値の最終値を決定できます。

マーキングのコマンドは、ポリシーマップ内で参照されるトラフィッククラスで使用できます。

以下の表に、設定できるマーキング機能の一覧を示します。

表 15：設定可能なマーキング機能

説明マーキング機能

レイヤ 3 DSCP。

この dscp値を操作する場合は廃棄ク
ラス値を操作できません。逆も同様

です。

（注）

DSCP

レイヤ 3の IP precedence。

IP precedenceでは、タイプオブサー
ビス（ToS）フィールドの下位 3ビッ
トだけが使用されます。 TOSフィー
ルドの最初の 3ビットはデバイスに
よって 0に上書きされます。

（注）

IP precedence

レイヤ 2のサービスクラス（CoS）。CoS

システム内部で操作および照合できる、ローカ

ルで有効な QoS値。範囲は 0～ 126です。
QoS group

システム内部で照合および操作できる、ローカ

ルで有効な値。指定できる範囲は0～63です。

この廃棄クラス値を操作する場合は dscp値を
操作できません。逆も同様です。

廃棄クラス

マーキングのステータスは着信または発信パ

ケットに適用されます。

入力および出力ポート

テーブルマップをマーキングに使用する方式。テーブルマップの使用

特に制限事項として記載されていない限り、マーキング機能は着信パケットと発信パケットの両

方に適用できます。

   Cisco Nexus 7000 シリーズ NX-OS Quality of Service コンフィギュレーションガイド
56

マーキングの設定

マーキングについて



ライセンスの要件
QoS機能にライセンスは必要ありません。ライセンスパッケージに含まれていない機能はすべて
Cisco NX-OSシステムイメージにバンドルされており、追加費用は一切発生しません。

仮想デバイスコンテキスト（VDC）の使用には Advanced Servicesライセンスが必要です。

NX-OSライセンス方式の詳細については、『Cisco NX-OS LicensingGuide』を参照してください。

マーキングの前提条件
マーキングの前提条件は、次のとおりです。

•モジュラ QoSコマンドラインインターフェイス（MQC）の使用, （13ページ）に精通し
ている。

•スイッチにログインしている。

•正しい VDC内にいる。 VDCは、一連のシステムリソースを論理的に表現する用語です。
switchto vdcコマンドでは VDC番号を指定できます。

注意事項と制約事項
マーキングの設定時の注意事項と制約事項は次のとおりです。

• set cosコマンドは、他の setコマンドが出力用の同一パケットに使用されていない場合にの
み入力ポリシーに使用できます。

• set qos-groupコマンドは入力ポリシーでのみ使用できます。

• set discard-classコマンドは入力ポリシーでのみ使用できます。

•スイッチ仮想インターフェイス（SVI）上で PIMが有効になっている場合、このVLAN上で
レイヤ 2スイッチドマルチキャストトラフィックにマーキングできません。

•レイヤ 2ポートでの出力 QoSポリシーは、どのモジュールタイプの VDCでもサポートされ
ません。

•出力QoSポリシーによるVLAN設定は、F1モジュールまたは F1モジュールに加えていずれ
かのモジュールで構成される VDCではサポートされません。ただし、出力 QoSポリシーに
よる VLAN設定は、次のモジュールタイプの VDCでサポートされます。

• F2eに加えてM1とM2の両方またはいずれか

• M1

• M2と F3

• F2と F2eの両方またはいずれか
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• F3

• VLAN設定での出力ポリシーは、CoSでの set matchをサポートしません。

• VLAN設定での出力ポリシーは、QoSグループまたは廃棄クラスの setをサポートしません。

• F1または F2eモジュールからMモジュールへのプロキシルーテッドマーキングは、レイヤ
2の入力ポートではサポートされません。ただし、VLANで適用されたマーキングは、レイ
ヤ 2の入力ポートでサポートされます。

マーキングの設定
ポリシーマップ内で 1つまたは複数のマーキング機能を組み合わせることにより、QoS値の設定
を制御できます。次に、インターフェイス上の着信パケットまたは発信パケットのいずれかにポ

リシーを適用できます。

setコマンドを使用したあと、コマンドの残りの部分を追加する前に、Enterを押さないでくださ
い。 setキーワードを入力した直後に Enterキーを押すと、QoSの設定を続けることができなくな
ります。

DSCP マーキングの設定

この値を設定する場合、廃棄クラス値は設定できません（「廃棄クラスマーキングの設定」

の項を参照）。

（注）

IPヘッダーの DiffServフィールドの上位 6ビットで、DSCP値を指定の値に設定できます。以下
の表に示す標準の DSCP値のほか、0～ 60の数値も入力できます。

表 16：標準の DSCP 値

DSCP 値のリスト値

AF11 dscp（001010）：10進値 10af11

AF12 dscp（001100）：10進値 12af12

AF13 dscp（001110）：10進値 14af12

AF21 dscp（010010）：10進値 18af21

AF22 dscp（010100）：10進値 20af22

AF23 dscp（010110）：10進値 22af23
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DSCP 値のリスト値

AF31 dscp（011010）：10進値 26af31

AF40 dscp（011100）：10進値 28af31

AF33 dscp（011110）：10進値 30af33

AF41 dscp（100010）：10進値 34af41

AF42 dscp（100100）：10進値 36af42

AF43 dscp（100110）：10進値 38af43

CS1（precedence 1）dscp（001000）：10進値 8cs1

CS2（precedence 2）dscp（010000）：10進値 16cs2

CS3（precedence 3）dscp（011000）：10進値 24cs3

CS4（precedence 4）dscp（100000）：10進値 32cs4

CS5（precedence 5）dscp（101000）：10進値 40cs5

CS6（precedence 6）dscp（110000）：10進値 48cs6

CS7（precedence 7）dscp（111000）：10進値 56cs7

デフォルト dscp（000000）：10進値 0デフォルト

EF dscp（101110）：10進値 46ef

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

switch# configure terminalステップ 1   

qos-policy-map-nameという名前のポリシーマップを作
成するか、そのポリシーマップにアクセスし、ポリシー

switch(config)# policy-map
[type qos] [match-first]
{qos-policy-map-name |
qos-dynamic}

ステップ 2   

マップモードを開始します。ポリシーマップ名には、

アルファベット、ハイフン、またはアンダースコア文字

を含めることができます。ポリシーマップ名は大文字

と小文字が区別され、最大 40文字まで設定できます。

Cisco Nexus 7000 シリーズ NX-OS Quality of Service コンフィギュレーションガイド
59

マーキングの設定

DSCP マーキングの設定



目的コマンドまたはアクション

class-map-nameへの参照を作成し、ポリシーマップク
ラスコンフィギュレーションモードを開始します。

switch(config-pmap)# class
[type qos] {class-map-name |
qos-dynamic | class-default}

ステップ 3   

insert-beforeを使用して事前挿入するクラスを指定しな
[insert-before
before-class-map-name] い限り、ポリシーマップの末尾にクラスが追加されま

す。ポリシーマップ内のクラスと現在一致していない

トラフィックをすべて選択するには、class-defaultキー
ワードを使用します。

DSCP値を dscp-valueに設定します。標準値は上記の表
に示されています。

switch(config-pmap-c-qos)# set
dscp dscp-value

ステップ 4   

QoSポリシーを VLAN設定レベルで適用した場合、
DSCP値は 3つの最も重要なDSCPビットからのブリッ
ジドトラフィックおよびルーテッドトラフィックに対

する CoS値を導き出します。

次に、ポリシーマップ設定の表示方法例を示します。

switch# show policy-map policy1

IP precedence マッピングの設定
IPヘッダーの IPv4サービスタイプ（ToS）フィールドのビット 0～ 2にある IP precedenceフィー
ルドの値を設定できます。

このクラスに一致するパケットの場合、ToSフィールドの最後の 3ビットはデバイスによって
0に上書きされます。

（注）

以下の表に、優先順位値を示します。

表 17：優先順位値

優先順位値のリスト値

IP precedence値0～ 7

クリティカル優先順位（5）critical

フラッシュ優先順位（3）flash

フラッシュオーバーライド優先順位（4）flash-override
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優先順位値のリスト値

即時優先順位（2）immediate

インターネットワークコントロール優先順位

（6）
internet

ネットワークコントロール優先順位（7）ネットワーク

プライオリティ優先順位（1）priority

ルーチン優先順位（0）routine

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

switch# configure terminalステップ 1   

qos-policy-map-nameという名前のポリシーマップを
作成するか、そのポリシーマップにアクセスし、ポ

switch(config)#policy-map [type
qos] [match-first]
{qos-policy-map-name |
qos-dynamic}

ステップ 2   

リシーマップモードを開始します。ポリシーマップ

名には、アルファベット、ハイフン、またはアンダー

スコア文字を含めることができます。ポリシーマッ

プ名は大文字と小文字が区別され、最大 40文字まで
設定できます。

class-map-nameへの参照を作成し、ポリシーマップ
クラスコンフィギュレーションモードを開始します。

switch(config-pmap-qos)# class
[type qos] {class-map-name |
qos-dynamic | class-default}

ステップ 3   

insert-beforeを使用して事前挿入するクラスを指定し
[insert-before
before-class-map-name] ない限り、ポリシーマップの末尾にクラスが追加さ

れます。ポリシーマップ内のクラスと現在一致して

いないトラフィックをすべて選択するには、

class-defaultキーワードを使用します。

IP precedence値を precedence-valueに設定します。値
の範囲は 0～ 7です。上記の表に示す値のいずれか
1つを入力できます。

switch(config-pmap-c-qos)# set
precedence precedence-value

ステップ 4   

次に、ポリシーマップ設定の表示方法例を示します。

switch# show policy-map policy1
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CoS マーキングの設定
IEEE 802.1QヘッダーのVLAN IDタグフィールドの上位 3ビットにある CoSフィールドの値を設
定できます。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

switch# configure terminalステップ 1   

qos-policy-map-nameという名前のポリシーマップを
作成するか、そのポリシーマップにアクセスし、ポ

switch(config)# policy-map [type
qos] [match-first]
{qos-policy-map-name |
qos-dynamic}

ステップ 2   

リシーマップモードを開始します。ポリシーマッ

プ名には、アルファベット、ハイフン、またはアン

ダースコア文字を含めることができます。ポリシー

マップ名は大文字と小文字が区別され、最大40文字
まで設定できます。

class-map-nameへの参照を作成し、ポリシーマップ
クラスコンフィギュレーションモードを開始しま

switch(config-pmap-qos)# class
[type qos] {class-map-name |
qos-dynamic | class-default}

ステップ 3   

す。 insert-beforeを使用して事前挿入するクラスを
[insert-before
before-class-map-name] 指定しない限り、ポリシーマップの末尾にクラスが

追加されます。ポリシーマップ内のクラスと現在一

致していないトラフィックをすべて選択するには、

class-defaultキーワードを使用します。

CoS値を cos-valueに設定します。値の範囲は 0～ 7
です。

switch(config-pmap-c-qos)# set
cos cos-value

ステップ 4   

次に、ポリシーマップ設定の表示方法例を示します。

switch# show policy-map policy1

QoS グループマーキングの設定
内部ラベルQoSグループの値を設定できます。この値はローカルでだけ重要な値です。この値を
後続のポリシーアクションで参照したり、match qos-groupクラスマップコマンドを使用して出
力ポリシーで参照されるトラフィックを分類したりできます。

QoSグループは入力ポリシーでだけ使用できます。（注）
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手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

switch# configure terminalステップ 1   

qos-policy-map-nameという名前のポリシーマップを
作成するか、そのポリシーマップにアクセスし、ポ

switch(config)# policy-map [type
qos] [match-first]
{qos-policy-map-name |
qos-dynamic}

ステップ 2   

リシーマップモードを開始します。ポリシーマッ

プ名には、アルファベット、ハイフン、またはアン

ダースコア文字を含めることができます。ポリシー

マップ名は大文字と小文字が区別され、最大40文字
まで設定できます。

class-map-nameへの参照を作成し、ポリシーマップ
クラスコンフィギュレーションモードを開始しま

switch(config-pmap-qos)# class
[type qos] {class-map-name |
qos-dynamic | class-default}

ステップ 3   

す。 insert-beforeを使用して事前挿入するクラスを
[insert-before
before-class-map-name] 指定しない限り、ポリシーマップの末尾にクラスが

追加されます。ポリシーマップ内のクラスと現在一

致していないトラフィックをすべて選択するには、

class-defaultキーワードを使用します。

QoSグループ値を qos-group-valueに設定します。値
の範囲は 0～ 126です。

switch(config-pmap-c-qos)# set
qos-group qos-group-value

ステップ 4   

次に、ポリシーマップ設定の表示方法例を示します。

switch# show policy-map policy1

廃棄クラスマーキングの設定

この値を設定する場合は、DSCP値を設定できません。「DSCPマーキングの設定」の項を参照
してください。

内部ラベル廃棄クラスの値を設定できます。この値はローカルでだけ重要な値です。この値を後

続のポリシーアクションで参照したり、match discard-classクラスマップコマンドを使用して出
力ポリシーで参照されるトラフィックを分類したりできます。

廃棄クラスは入力ポリシーでだけ使用できます。（注）
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手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

switch# configure terminalステップ 1   

qos-policy-map-nameという名前のポリシーマップを作
成するか、そのポリシーマップにアクセスし、ポリ

switch(config)# policy-map
[type qos] [match-first]
{qos-policy-map-name |
qos-dynamic}

ステップ 2   

シーマップモードを開始します。ポリシーマップ名

には、アルファベット、ハイフン、またはアンダース

コア文字を含めることができます。ポリシーマップ名

は大文字と小文字が区別され、最大40文字まで設定で
きます。

class-map-nameへの参照を作成し、ポリシーマップク
ラスコンフィギュレーションモードを開始します。

switch(config-pmap-qos)# class
[type qos] {class-map-name |
qos-dynamic | class-default}

ステップ 3   

insert-beforeを使用して事前挿入するクラスを指定し
[insert-before
before-class-map-name] ない限り、ポリシーマップの末尾にクラスが追加され

ます。ポリシーマップ内のクラスと現在一致していな

いトラフィックをすべて選択するには、class-default
キーワードを使用します。

廃棄クラス値を discard-class-valueに設定します。値
の範囲は 0～ 63です。

switch(config-pmap-c-qos)# set
discard-class qos-group-value

ステップ 4   

マーキングとテーブルマップの使用の詳細

については、「テーブルマップを使用した

マーキングの設定」の項を参照してくださ

い。

（注）

次に、ポリシーマップ設定の表示方法例を示します。

switch# show policy-map policy1

入力および出力マーキングの設定

QoSポリシーマップをインターフェイスに付加することにより、その QoSポリシーマップ内の
マーキング命令を入力または出力パケットに適用できます。入力または出力を選択するには、

service-policyコマンドで inputまたは outputキーワードのいずれかを指定します。詳細について
は、「QoSポリシーアクションの付加および消去」の項を参照してください。
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DSCP ポートマーキングの設定
指定した入力ポリシーマップで定義されているトラフィックの各クラスについて、DSCP値を設
定できます。

デバイスのデフォルトの動作では、DSCP値は保存（つまり、DSCPは信頼）されます。ポート
を非信頼にするには、DSCP値を変更します。 QoSポリシーを設定して、指定したインターフェ
イスにそのポリシーを付加しない限り、DSCP値は保存されます。

（注） •各方向について各インターフェイスに付加できるポリシータイプ qosマップは 1つだけ
です。

• DSCP値は、Cisco NX-OSデバイスのレイヤ 3ポートで信頼されています。

•デフォルトのポリシーマップポリシーを使用すると、DSCPが適切な CoS値にマップさ
れるため、キューイングは適切に動作します。

•カスタマーポリシーを使用すると、トラフィックが適切なキューに入るように、CoS値
にマップする DSCP値を手動で設定する必要があります。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

switch# configure terminalステップ 1   

qos-policy-map-nameという名前のポリシーマップを
作成するか、そのポリシーマップにアクセスし、ポ

switch(config)# policy-map [type
qos] [match-first]
{qos-policy-map-name |
qos-dynamic}

ステップ 2   

リシーマップモードを開始します。ポリシーマッ

プ名には、アルファベット、ハイフン、またはアン

ダースコア文字を含めることができます。ポリシー

マップ名は大文字と小文字が区別され、最大 40文
字まで設定できます。

class-map-nameへの参照を作成し、ポリシーマップ
クラスコンフィギュレーションモードを開始しま

switch(config-pmap-qos)# class
[type qos] {class-map-name |
qos-dynamic | class-default}

ステップ 3   

す。 insert-beforeを使用して事前挿入するクラスを
[insert-before
before-class-map-name] 指定しない限り、ポリシーマップの末尾にクラスが

追加されます。ポリシーマップ内のクラスと現在

一致していないトラフィックをすべて選択するに

は、class-defaultキーワードを使用します。

Cisco Nexus 7000 シリーズ NX-OS Quality of Service コンフィギュレーションガイド
65

マーキングの設定

DSCP ポートマーキングの設定



目的コマンドまたはアクション

DSCP値を dscp-valueに設定します。有効な値を表
16：標準の DSCP値, （58ページ）に示します。

switch(config-pmap-c-qos)# set
dscp dscp-value

ステップ 4   

ポリシーマップコンフィギュレーションモードに

戻ります。

switch(config-pmap-c-qos)# exitステップ 5   

class-map-nameへの参照を作成し、ポリシーマップ
クラスコンフィギュレーションモードを開始しま

switch(config-pmap-qos)# class
[type qos] {class-map-name |
qos-dynamic | class-default}

ステップ 6   

す。 insert-beforeを使用して事前挿入するクラスを
[insert-before
before-class-map-name] 指定しない限り、ポリシーマップの末尾にクラスが

追加されます。ポリシーマップ内のクラスと現在

一致していないトラフィックをすべて選択するに

は、class-defaultキーワードを使用します。

DSCP値を dscp-valueに設定します。有効な値を表
16：標準の DSCP値, （58ページ）に示します。

switch(config-pmap-c-qos)# set
dscp dscp-value

ステップ 7   

ポリシーマップコンフィギュレーションモードに

戻ります。

switch(config-pmap-c-qos)# exitステップ 8   

class-map-nameへの参照を作成し、ポリシーマップ
クラスコンフィギュレーションモードを開始しま

switch(config-pmap-qos)# class
[type qos] {class-map-name |
qos-dynamic | class-default}

ステップ 9   

す。 insert-beforeを使用して事前挿入するクラスを
[insert-before
before-class-map-name] 指定しない限り、ポリシーマップの末尾にクラスが

追加されます。ポリシーマップ内のクラスと現在

一致していないトラフィックをすべて選択するに

は、class-defaultキーワードを使用します。

DSCP値を dscp-valueに設定します。有効な値を表
16：標準の DSCP値, （58ページ）に示します。

switch(config-pmap-c-qos)# set
dscp dscp-value

ステップ 10   

ポリシーマップコンフィギュレーションモードに

戻ります。

switch(config-pmap-c-qos)# exitステップ 11   

イーサネットインターフェイスを設定するためにイ

ンターフェイスモードを開始します。

switch(config)# interface
ethernet {slot/port}

ステップ 12   

policy-map-nameをインターフェイスの入力パケット
に追加します。インターフェイスに付加できるの

switch(config-if)#service-policy
[type qos] {input | output}
{policy-map-name |
qos-dynamic} [no-stats]

ステップ 13   

は、1つの入力ポリシーおよび 1つの出力ポリシー
だけです。

次に、ポリシーマップ設定の表示方法例を示します。

switch# show policy-map policy1
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マーキングで使用するためのテーブルマップの設定

システム定義のテーブルマップを使用して、マッピング元QoSフィールドからマッピング先QoS
フィールドに、任意の変数から別の変数への値のマッピングを定義できます。システム定義の

テーブルマップの一覧については、「モジュラ QoSコマンドラインインターフェイスの使用」
を参照してください。マッピング元フィールドとマッピング先フィールドは、setコマンドおよび
policeコマンド内のテーブルマップのコンテキストによって決定されます。テーブルマップにつ
いては、「テーブルマップを使用したマーキングの設定」の項を参照してください。

システム定義のテーブルマップは設定可能ではありません。現在の値を表示するには、showtable
mapコマンドを入力します。

マッピングされないマッピング元値のマッピング先値を定義するには、defaultコマンドを使用し
ます。デフォルトでは、マッピングされない値はマッピング先値にコピーされます。そのため、

マッピング先値はマッピング元値と同じになります。defaultコマンドの ignore変数はサポートさ
れなくなりました。

この手順では、システム定義のテーブルマップのいずれか 1つだけを使用できます。システ
ム定義のテーブルマップについては、「モジュラ QoSコマンドラインインターフェイスの使
用」を参照してください。

（注）

テーブルマップを使用したマーキングの設定

システム定義のテーブルマップを使用して、setおよび policeポリシーマップクラスコマンドの
中でマーキングを実行できます。

システム定義のテーブルマップの一覧については、「モジュラ QoSコマンドラインインター
フェイスの使用」を参照してください。

（注）

マッピング元フィールドとマッピング先フィールドは、参照先のテーブルマップ内で設定された

マッピング元値とマッピング先値にマッピングするコマンドの中で指定されます。以下の表に、

これらのコマンドで使用できる QoSフィールドの一覧を示します。

表 18：QoS テーブルマップフィールド

説明QoS テーブルマップフィールド

802.1Qヘッダー内のサービスクラスフィール
ド

CoS

IPヘッダー内の DiffServコードポイントDSCP
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説明QoS テーブルマップフィールド

IPv4 ToSフィールドのビット 0～ 2IP precedence

システム内部で照合および操作できる、ローカ

ルで有効な値。指定できる範囲は0～63です。
廃棄クラス

システム定義テーブルマップを使用して、異なる値を変更することはできません。ただし、同じ

変数である場合に限り、任意の値を別の値に変更できます。policeコマンドの exceedまたはviolate
アクションに対して、setコマンドと同じ構文を使用することによって、マークダウンシステム定
義テーブルマップを使用できます。

内部ラベル QoSグループはテーブルマップを使用してはサポートされていません。（注）

policeコマンドでマークダウンを行うには、テーブルマップを使用する必要があります。（注）

policeコマンドについては、「ポリシングの設定」を参照してください。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

switch# configure terminalステップ 1   

qos-policy-map-nameという名前のポリシーマップを作
成するか、そのポリシーマップにアクセスし、ポリ

switch(config)#policy-map [type
qos] [match-first]
{qos-policy-map-name |
qos-dynamic}

ステップ 2   

シーマップモードを開始します。ポリシーマップ名

には、アルファベット、ハイフン、またはアンダース

コア文字を含めることができます。ポリシーマップ名

は大文字と小文字が区別され、最大 40文字まで設定
できます。

class-map-nameへの参照を作成し、ポリシーマップク
ラスコンフィギュレーションモードを開始します。

switch(config-pmap-qos)# class
[type qos] {class-map-name |
qos-dynamic | class-default}

ステップ 3   

insert-beforeを使用して事前挿入するクラスを指定し
[insert-before
before-class-map-name] ない限り、ポリシーマップの末尾にクラスが追加され

ます。ポリシーマップ内のクラスと現在一致してい

ないトラフィックをすべて選択するには、class-default
キーワードを使用します。
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目的コマンドまたはアクション

参照先の table-map-name内で指定されたマッピング値
に基づいて、1番目のパケットフィールドに、2番目
のパケットフィールドの値を設定します。

switch(config-pmap-c-qos)# set
{cos | dscp | discard-class |
precedence | discard-class} {cos
| dscp | discard-class |

ステップ 4   

table-map-nameは、「モジュラ QoSコマン
ドラインインターフェイスの使用」に記載

されているいずれかの、設定されていない

システム定義のテーブルマップの名前にす

る必要があります。この手順ではユーザ定

義のテーブルの名前は使用できません。

（注）precedence | discard-class}
table-map-name

ポリシーマップコンフィギュレーションモードに戻

ります。

switch(config-pmap-c-qos)# exitステップ 5   

次に、policy1ポリシーマップ設定の表示方法例を示します。

switch# show policy-map policy1

マーキング設定の確認
マーキングの設定情報を表示するには、次の作業のいずれかを行います。

目的コマンド

すべてのテーブルマップが表示されます。show table-map

すべてのポリシーマップを表示します。show policy-map

マーキングの設定例
次に、マーキングの設定例を示します。

configure terminal
policy-map type qos untrust_dcsp
class class-default
set dscp 0

policy-map type queuing untrust_1Gport_policy
class type queuing 2q4t-in-q-default
set cos 0

policy-map type queuing untrust_10Gport_policy
class type queuing 8q2t-in-q-default
set cos 0
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マーキングの機能履歴
以下の表に、このマニュアルで取り上げる新機能および変更された機能を要約し、各機能がサポー

トされているリリースを示します。ご使用のソフトウェアリリースで、本書で説明されるすべて

の機能がサポートされているとは限りません。最新の警告および機能情報については、https://
tools.cisco.com/bugsearch/のBug Search Toolおよびご使用のソフトウェアリリースのリリースノー
トを参照してください。

表 19：マーキングの機能履歴

機能情報リリース機能名

入力ポリシーの set cosコマンドのサポー
ト。

5.0(3)set cosコマンド
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第 6 章

変換マッピングの設定

この章では、CiscoNX-OSデバイス上でトラフィッククラスを定義するのに使用するパケット値
の変換を設定する方法について説明します。

• 機能情報の確認, 71 ページ

• 変換マッピングについて, 71 ページ

• ライセンスの要件, 72 ページ

• 変換マッピングの前提条件, 73 ページ

• 注意事項と制約事項, 73 ページ

• 変換マッピングの設定, 73 ページ

• 変換マッピング設定の確認, 75 ページ

• 変換マッピングの設定例, 75 ページ

• 変換マッピングの機能履歴, 76 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースで、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされて

いるとは限りません。最新の警告および機能情報については、https://tools.cisco.com/bugsearch/の
Bug Search Toolおよびご使用のソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。
このモジュールに記載されている機能の詳細、および各機能がサポートされているリリースのリ

ストについては、「新規および変更された情報（New and Changed Information）」の章または以下
の「機能の履歴」表を参照してください。

変換マッピングについて
変換マッピングは、インターフェイス上のすべてのパケットのQuality of Service（QoS）フィール
ドを変更する方式です。入力側では、トラフィックの分類前、およびその他のアクションの前
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に、変換マッピングが行われます。出力側では、トラフィックの分類後、およびその他のアク

ションの前に、変換マッピングが行われます。サービスクラス（CoS）、Diffservコードポイン
ト（DSCP）、IP precedenceのパケットフィールド、または内部フィールド廃棄クラスに変換マッ
ピングを適用できます。

システム定義の変換マップは設定できません。設定できるのは、同じマッピング元変数とマッピ

ング先変数を変更するマップだけです。

変換マッピングの設定には階層ポリシーマップを使用します。変換マッピングのポリシーマッ

プでは、変換するフィールド、および変換で適用するポリシーマップを指定します。

デバイスでは、変換マッピングに対してだけ階層ポリシーがサポートされています。（注）

入力トラフィックに対する QoSアクションのシーケンスは次のようになります。

1 キューイングおよびスケジューリング

2 変換

3 分類

4 マーキング

5 ポリシング

出力トラフィックに対する QoSアクションのシーケンスは次のようになります。

1 分類

2 マーキング

3 ポリシング

4 変換

5 キューイングおよびスケジューリング

入力パケットでは、変換がトラフィックアクションの開始直後に発生し、それ以降の分類と

ポリシングは変更された QoSの値に基づきます。出力パケットでは、変換はトラフィックア
クションの最後で、キューイングおよびスケジューリングの直前に発生します。

（注）

ライセンスの要件
QoS機能にライセンスは必要ありません。ライセンスパッケージに含まれていない機能はすべて
Cisco NX-OSシステムイメージにバンドルされており、追加費用は一切発生しません。

仮想デバイスコンテキスト（VDC）の使用には Advanced Servicesライセンスが必要です。
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NX-OSライセンス方式の詳細については、『Cisco NX-OS LicensingGuide』を参照してください。

変換マッピングの前提条件
変換マッピングの前提条件は、次のとおりです。

•「モジュラ QoSコマンドラインインターフェイスの使用」の項に精通している。

•スイッチにログインしている。

• VDC内にいる。 VDCは、一連のシステムリソースを論理的に表現する用語です。 switchto
vdcコマンドでは VDC番号を指定できます。

注意事項と制約事項
変換マッピングに関する設定時の注意事項および制約事項は、次のとおりです。

•変換マッピングには階層ポリシーを使用します。変換マッピング以外での階層ポリシーの使
用はサポートされていません。

•デバイスでサポートされる階層のレベルは 1レベルだけです。

•入力インターフェイス用として最大 14個のテーブルマップを設定でき、出力インターフェ
イス用として最大 15個のテーブルマップを設定できます。

•参照先のポリシーマップを削除する場合は、その前に、そのポリシーマップへの参照をす
べて削除してください。

•変換マップを作成する場合、同じパラメータ（cos-cosなど）だけが使用できます。異なる
種類を含む変換マップ（cos-dscpなど）はサポートされません。

変換マッピングの設定
変換マッピングを設定するには、class-defaultトラフィッククラスを使用してすべてのパケットを
キャプチャし、それらのパケットに変換マッピングを適用する、階層ポリシーマップを作成しま

す。変換マッピングで適用するポリシーマップを指定するには、service-policyコマンドを使用し
ます。

ミューテーションマップを作成するときに設定できるのは、類似する値だけです。たとえば、

cos-cosや dscp-dscpを設定でき、cos-dscpや dscp-precedenceは設定できません。
（注）

変換マッピングを設定するには以下を行います。
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1 変換マッピングの階層ポリシー内で適用するポリシーマップを作成します。ポリシーマップ

の設定については、「ポリシングの設定」または「キューイングおよびスケジューリングの設

定」を参照してください。

2 変換マッピングの階層ポリシー内で使用するテーブルマップを作成します。テーブルマップ

の設定については、「テーブルマップを使用したマーキングの設定」の項を参照してくださ

い。

3 ここで説明する方法を使用して、変換マッピングの階層ポリシーを設定します。

4 サービスポリシーをインターフェイスに適用します。インターフェイスへのポリシーの付加

については、「モジュラQoSコマンドラインインターフェイスの使用」を参照してください。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

switch# configure terminalステップ 1   

指定したポリシーマップを作成するか、指定したポ

リシーマップにアクセスし、ポリシーマップモード

switch(config)# policy-map
[type qos] [match-first]
{qos-policy-map-name |
qos-dynamic}

ステップ 2   

を開始します。ポリシーマップ名には、アルファベッ

ト、ハイフン、またはアンダースコア文字を含めるこ

とができます。ポリシーマップ名は大文字と小文字

が区別され、最大 40文字まで設定できます。

このポリシーマップ内のすべてのトラフィックを取

り込むため、class-defaultを設定します。
switch(config-pmap-qos)# class
class-default

ステップ 3   

指定したテーブルマップ内のマッピング値に基づい

て、1番目のパケットフィールドに、2番目のパケッ
switch(config-pmap-c-qos)# set
{cos | discard-class | dscp |
precedence} {cos | discard-class

ステップ 4   

トフィールドの値を設定します。変換マッピングの
| dscp | precedence} table
table-map-name 場合は、両方のフィールドを同じ値にする必要があり

ます。指定したテーブルマップはすでに存在してい

る必要があります。

変換マッピングの場合は、同じフィールド

だけが設定できます（たとえば、

dscp-dscp）。

（注）

この例では、テーブルマップ dscp_mutation内のマッ
ピング値に基づいて、DSCPフィールドに対して変換
マッピングを使用する方法を示しています。

変換マッピングで適用するポリシーマップを作成し

ます。指定したポリシーマップは、すでに存在して

switch(config-pmap-c-qos)#
service-policy [type qos]
{policy-map-name |
qos-dynamic} [no-stats]

ステップ 5   

いる必要があります。また、ポリシーマップに

service-policyコマンドを含めることはできません。
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目的コマンドまたはアクション

このサービスポリシー内部の分類は、パケッ

ト内の元の値ではなく、変換後の値に基づ

きます。

（注）

service-policyコマンドは変換マッピングに
対してだけ使用できます。

（注）

（任意）

設定済みのすべてのポリシーマップ、または指定し

たポリシーマップについて情報を表示します。

switch(config-pmap-c-qos)#
show policy-map [type {qos |
queuing}] [policy-map-name |
qos-dynamic]

ステップ 6   

（任意）

実行中の設定をスタートアップコンフィギュレーショ

ンに保存します。

switch(config-pmap-c-qos)# copy
running-config startup-config

ステップ 7   

変換マッピング設定の確認
変換マッピングの設定情報を表示するには、次の作業を行います。

目的コマンド

設定済みのすべてのポリシーマップ、または指

定したポリシーマップについて情報を表示しま

す。

show policy-map [type {qos | queuing}]
[policy-map-name | qos-dynamic]

これらのコマンド出力のフィールドの詳細については、『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS Quality of
Service Command Reference』を参照してください。

変換マッピングの設定例
次に、変換を設定する例を示します。

子サービスポリシー（この例では child_qos_policy）を親ポリシーマップ（この例では
parent_policy_for_mutation）に設定されていない場合、すべてのパケットが変換マップに従っ
て変更されます。

（注）

class-map type qos match-all dscp0-12
match dscp 0-12
match protocol dhcp
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class-map type qos match-all dscp13-63
match dscp 13-60

table-map mutate_dscp
default copy
from 0 to 0
from 1 to 1
from 2 to 1
from 63 to 46

policy-map type qos child_qos_policy
class dscp0-12
police cir 10 mbps bc 200 ms pir 20 mbps be 200 ms conform transmit exceed set dscp

dscp table cir-markdown-map violate drop
class dscp13-63
police cir 20 mbps bc 200 ms pir 40 mbps be 200 ms conform transmit exceed set dscp

dscp table cir-markdown-map violate drop
class class-default
police cir 5 mbps bc 200 ms conform transmit violate drop

policy-map type qos parent_policy_for_mutation
class class-default
set dscp dscp table mutate_dscp
service-policy type qos child_policy

変換マッピングの機能履歴
以下の表に、このマニュアルで取り上げる新機能および変更された機能を要約し、各機能がサポー

トされているリリースを示します。ご使用のソフトウェアリリースで、本書で説明されるすべて

の機能がサポートされているとは限りません。最新の警告および機能情報については、https://
tools.cisco.com/bugsearch/のBug Search Toolおよびご使用のソフトウェアリリースのリリースノー
トを参照してください。

表 20：変換マッピングの機能履歴

機能情報リリース機能名

——5.1(1)リリース4.1(2)からの変更
はなし

変換マッピングに同じ変数だけが使用で

きる。

4.1(2)変換マッピング
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第 7 章

ポリシングの設定

この章では、CiscoNX-OSデバイス上でトラフィッククラスのポリシングを設定する方法につい
て説明します。

• 機能情報の確認, 77 ページ

• ポリシングに関する情報, 78 ページ

• 共有ポリサー, 78 ページ

• ライセンスの要件, 79 ページ

• ポリシングの前提条件, 79 ページ

• 注意事項と制約事項, 79 ページ

• ポリシングの設定, 80 ページ

• ポリシング設定の確認, 94 ページ

• ポリシングの設定例, 94 ページ

• ポリシングの機能履歴, 95 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースで、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされて

いるとは限りません。最新の警告および機能情報については、https://tools.cisco.com/bugsearch/の
Bug Search Toolおよびご使用のソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。
このモジュールに記載されている機能の詳細、および各機能がサポートされているリリースのリ

ストについては、「新規および変更された情報（New and Changed Information）」の章または以下
の「機能の履歴」表を参照してください。
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ポリシングに関する情報
ポリシングとは、トラフィックの特定のクラスについて、そのデータレートをモニタすることで

す。データレートがユーザ設定値を超えると、ただちにパケットのマーキングまたはドロップが

発生します。ポリシングではトラフィックがバッファリングされないため、伝搬遅延への影響は

ありません。トラフィックがデータレートを超えた場合に、パケットをドロップするかパケット

内の Quality of Service（QoS）フィールドをマーキングするかを、ユーザがシステムに指示しま
す。

シングルレート、デュアルレート、およびカラー対応のポリサーを定義できます。

シングルレートポリサーは、トラフィックの認定情報レート（CIR）をモニタします。デュアル
レートポリサーは、CIRと最大情報レート（PIR）の両方をモニタします。また、システムは、
関連するバーストサイズもモニタします。指定したデータレートパラメータに応じて、適合（グ

リーン）、超過（イエロー）、違反（レッド）の 3つのカラー、つまり条件が、パケットごとに
ポリサーによって決定されます。

各条件について設定できるアクションは 1つだけです。たとえば、最大 200ミリ秒のバースト
で、256,000 bpsのデータレートに適合するように、クラス内のトラフィックをポリシングすると
します。この場合、システムは、このレートの範囲内のトラフィックに対して適合アクションを

適用し、このレートを超えるトラフィックに対して違反アクションを適用します。

カラー対応ポリサーは、トラフィックが以前にカラーによってすでにマーキングされているもの

と見なします。次に、このタイプのポリサーが実行するアクションの中で、その情報が使用され

ます。

ポリサーの詳細については、Request For Comments（RFC）2697および RFC 2698を参照してくだ
さい。

共有ポリサー
QoSでは、一致したトラフィック内のすべてのフローに対して、共有ポリサー内で指定された帯
域幅上限が累積的に適用されます。共有ポリサーによって、同一のポリサーが複数のインター

フェイスに同時に適用されます。

たとえば、VLAN 1および VLAN 3上のすべての Trivial File Transfer Protocol（TFTP）トラフィッ
クフローについて 1Mbpsを許可するように共有ポリサーを設定した場合、デバイスでは、VLAN
1および VLAN 3上で結合されるすべてのフローについて、TFTPトラフィックが 1 Mbpsに制限
されます。

共有ポリサーを設定する際の注意事項を次に示します。

•名前付き共有ポリサーを作成するには、qos shared-policerコマンドを入力します。共有ポリ
サーを作成し、その共有ポリサーを使用するポリシーを作成して、そのポリシーを複数の入

力ポートに付加した場合、デバイスでは、その付加先となっているすべての入力ポートから

の一致するトラフィックがポリシングされます。
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•共有ポリサーはポリシングコマンドの中のポリシーマップクラスで定義します。名前付き
共有ポリサーを複数の入力ポートに付加した場合、デバイスでは、その付加先となっている

すべての入力ポートからの一致するトラフィックがポリシングされます。

•共有ポリサーはモジュールごとに独立して機能します。

ライセンスの要件
QoS機能にライセンスは必要ありません。ライセンスパッケージに含まれていない機能はすべて
Cisco NX-OSシステムイメージにバンドルされており、追加費用は一切発生しません。

仮想デバイスコンテキスト（VDC）の使用には Advanced Servicesライセンスが必要です。

NX-OSライセンス方式の詳細については、『Cisco NX-OS LicensingGuide』を参照してください。

ポリシングの前提条件
ポリシングの前提条件は、次のとおりです。

•「モジュラ QoSコマンドラインインターフェイスの使用」に精通している。

•スイッチにログインしている。

•正しい VDC内にいる。 VDCは、一連のシステムリソースを論理的に表現する用語です。
switchto vdcコマンドでは VDC番号を指定できます。

注意事項と制約事項
ポリシング設定時の注意事項と制約事項は次のとおりです。

• F1モジュールはポリシングをサポートしません。

•ポリシングはモジュールごとに独立して実行されます。このことは、複数のモジュールにわ
たって分散しているトラフィックに適用されるQoS機能に影響を与える可能性があります。
このような QoS機能の例を次に示します。

◦ポートチャネルインターフェイスに適用されたポリサー。

◦レイヤ3インターフェイスに適用される入力ポリサー。デバイスは、入力モジュールで
出力ポリシングの決定を実行します。

◦ VLANに適用されるポリサー。

•入力と出力のどちらの方向についても、すべてのポリサーで同じモードを使用する必要があ
ります。たとえば、クラスに対してカラー対応モードが必要な場合、そのポリシー内で同じ

方向のすべてのクラスをカラー対応モードにする必要があります。
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•モジュール上の 2つの異なるポート ASICのインスタンス間のトラフィックのポリシング
レートは、M1モジュールおよび F2モジュールに対し別々に設定されます。

◦トラフィックがM1モジュール上の 2つの異なるインスタンス間にある場合、ポリシン
グレートはインスタンス間で共有されます。3番目のインスタンスとして別のインター
フェイスを追加すると、2つの既存のインスタンス間と同じポリシングレートが共有さ
れます。たとえば、5 Mbpsのポリシングレートが 2つのインスタンス間で共有され、
3番目のインスタンスにインターフェイスが追加されると、5 Mbpsのポリシングレー
トが 3つすべてのインスタンス間で共有されます。

◦トラフィックが F2モジュール上の 2つの異なるインスタンス間にある場合、ポリシン
グレートはインスタンス間で共有されません。ポリシングレートは、同じインスタン

ス上のインターフェイス間でのみ共有されます。たとえば、5 Mbpsのポリシングレー
トをあるインスタンス上のインターフェイスに設定した場合、この 5 Mbpsのポリシン
グレートは別のインスタンス上のインターフェイスとは共有されません。

•ポリサーがトラフィック分類にMAC ACLを使用する場合、ポリサーはM1モジュールおよ
び F2モジュールにより別々に適用されます（適用は、mac packet-classifyコマンドによって
異なります）。

◦ M1モジュールでは、ポリサーは、mac packet-classifyコマンドがイネーブルの場合にの
み適用されます。

◦ F2モジュール上では、ポリサーは mac packet-classifyコマンドがイネーブルかどうかに
かかわらず適用されます。

•入力ポリシングは FEXホストポートではサポートされていません。

ポリシングの設定

1 レートおよび 2 レート、2 カラーおよび 3 カラーのポリシングの設定
デバイスによって作成されるポリサーのタイプは、以下の表に示す policeコマンドの引数の組み
合わせに基づきます。

1レート 3カラーのポリシングを設定する場合は、pirと cirとでまったく同じ値を指定する必
要があります。

（注）
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表 21：police コマンドの引数

説明引数

CIR（つまり、望ましい帯域幅）を、ビット
レート、またはリンクレートの割合として指定

します。 cirは必須ですが、引数そのものは省
略可能です。値の範囲は 1～ 80000000000で
す。ポリシング値の範囲は 8000～ 80 Gbpsで
す。

cir

レートを、インターフェイスレートの割合とし

て指定します。値の範囲は 1～ 100です。
percent

cirを超過できる量を、ビットレート、または
cir時の時間量として指定します。デフォルト
は、設定されたレートで 200ミリ秒のトラ
フィックです。デフォルトのデータレートの

単位はバイトであり、ギガビット/秒（Gbps）
のレートはこのパラメータではサポートされて

いません。

bc

PIRを、PIRビットレート、またはリンクレー
トの割合として指定します。デフォルトはあり

ません。値の範囲は 1～ 80000000000です。ポ
リシング値の範囲は 8000～ 80 Gbpsです。割
合値の範囲は 1～ 100%です。

pir

pirを超過できる量を、ビットレート、または
pir時の時間量として指定します。 bc値を指定
しない場合のデフォルトは、設定されたレート

で200ミリ秒のトラフィックです。デフォルト
のデータレートの単位はバイトであり、ギガ

ビット/秒（Gbps）のレートはこのパラメータ
ではサポートされていません。

pirの値は、デバイスによってこの引
数が表示される前に指定する必要が

あります。

（注）

be

トラフィックのデータレートが制限内に収まっ

ている場合に実行される単一のアクション。基

本的なアクションは transmitまたは以下の表
（Conformに対するポリサーアクション）に一
覧が示された setコマンドのいずれかです。デ
フォルトは transmitです。

conform
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説明引数

トラフィックのデータレートが超過した場合に

実行される単一のアクション。基本的なアク

ションは、廃棄またはマークダウンです。デ

フォルトは dropです。

exceed

トラフィックのデータレートが設定済みのレー

ト値に違反した場合に実行される単一のアク

ション。基本的なアクションは、廃棄または

マークダウンです。デフォルトは dropです。

violate

カラー対応のpoliceコマンドの引数の詳細については、「カラー対応ポリシングの設定」の項
を参照してください。

（注）

上記の表に示した引数はすべて省略可能ですが、cirの値は指定する必要があります。ここでは、
cirはその値の内容を示しており、必ずしもキーワードそのものを示しているわけではありませ
ん。これらの引数組み合わせと、その結果得られるポリサーのタイプおよびアクションを次の表

に示します。

表 22：police の引数の有無から得られるポリサーのタイプおよびアクション

ポリサーのアクションポリサーのタイプpolice の引数の有無

≤ cirの場合は conform、それ以
外の場合は violate

1レート、2カラーcir（ただし pir、be、または
violateはなし）

≤ cirの場合は conform、≤ pir
の場合はexceed、それ以外の場
合は violate

cirと pirに同一の値
を指定する必要があ

ります。

（注）

1レート、3カラーcirおよび pir

≤ cirの場合は conform、≤ pir
の場合はexceed、それ以外の場
合は violate

2レート、3カラーcirおよび pir

指定できるポリサーアクションについては、次の 2つの表で説明します。
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表 23：Exceed または Violate に対するポリサーアクション

説明Action

パケットをドロップします。このアクション

は、パケットがパラメータを超過した場合また

はパラメータに違反した場合にだけ使用できま

す。

drop

テーブルマップから指定したフィールドを設定

して、パケットを送信します。システム定義ま

たはデフォルトのテーブルマップの詳細につい

ては、「マーキングの設定」を参照してくださ

い。このアクションは、パケットがパラメータ

を超過した場合（cir-markdown-mapを使用）ま
たはパラメータに違反した場合

（pir-markdown-mapを使用）にのみ、使用でき
ます。

set dscp dscp table {cir-markdown-map |
pir-markdown-map}

表 24：conform に対するポリサーアクション

説明Action

パケットを送信します。このアクションは、パ

ケットがパラメータに適合している場合にだけ

使用できます。

transmit

IP precedenceフィールドを指定した値に設定し
て、パケットを送信します。このアクション

は、パケットがパラメータに適合している場合

にだけ使用できます。

set-prec-transmit

Diffservコードポイント（DSCP）フィールド
を、指定した値に設定して、パケットを送信し

ます。このアクションは、パケットがパラメー

タに適合している場合にだけ使用できます。

set-dscp-transmit

サービスクラス（CoS）フィールドを、指定し
た値に設定して、パケットを送信します。この

アクションは、パケットがパラメータに適合し

ている場合にだけ使用できます。

set-cos-transmit
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説明Action

QoSグループ内部ラベルを指定した値に設定し
て、パケットを送信します。このアクション

は、入力ポリシーでだけ使用でき、パケットが

パラメータに適合している場合にだけ使用でき

ます。

set-qos-transmit

廃棄クラス内部ラベルを指定した値に設定し

て、パケットを送信します。このアクション

は、入力ポリシーでだけ使用でき、パケットが

パラメータに適合している場合にだけ使用でき

ます。

set-discard-class-transmit

ポリサーは、指定したパラメータに対して超過または違反となっているパケットだけをドロッ

プまたはマークダウンできます。マーキングダウンパケットについては、「マーキングの設

定」を参照してください。

（注）

以下の表に、policeコマンドで使用されるデータレートを示します。

表 25：police コマンドのデータレート

説明レート

ビット/秒（デフォルト）bps

1,000ビット/秒kbps

1,000,000ビット/秒mbps

1,000,000,000ビット/秒gbps

以下の表に、policeコマンドで使用されるバーストサイズを示します。

表 26：police コマンドのバーストサイズ

説明速度

bytesbytes

1,000バイトkbytes

1,000,000バイトmbytes
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説明速度

millisecondsms

microsecondsus

1レート 3カラーのポリシングを設定する場合は、pirと cirとでまったく同じ値を指定する必
要があります。

（注）

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

switch# configure terminalステップ 1   

qos-policy-map-nameという名前のポリシーマップ
を作成するか、そのポリシーマップにアクセス

switch(config)# policy-map [type
qos] [match-first]
{qos-policy-map-name |
qos-dynamic}

ステップ 2   

し、ポリシーマップモードを開始します。ポリ

シーマップ名には、アルファベット、ハイフン、

またはアンダースコア文字を含めることができま

す。ポリシーマップ名は大文字と小文字が区別さ

れ、最大 40文字まで設定できます。

class-map-nameへの参照を作成し、ポリシーマッ
プクラスコンフィギュレーションモードを開始

switch(config-pmap-qos)# class [type
qos] {class-map-name | qos-dynamic
| class-default} [insert-before
before-class-map-name]

ステップ 3   

します。 insert-beforeを使用して事前挿入するク
ラスを指定しない限り、ポリシーマップの末尾に

クラスが追加されます。ポリシーマップ内のクラ

スと現在一致していないトラフィックをすべて選

択するには、class-defaultキーワードを使用しま
す。

cirをビット数で、またはリンクレートの割合とし
てポリシングします。データレートが ≤ cirなら

switch(config-pmap-c-qos)# police
[cir] {committed-rate [data-rate] |
percent cir-link-percent} [bc

ステップ 4   

ば、conformアクションが実行されます。 beおよ
committed-burst-rate [link-speed]]

び pirを指定しない場合は、他のすべてのトラ[pir] {peak-rate [data-rate] | percent
フィックでviolateアクションが実行されます。becir-link-percent} [be peak-burst-rate
または violateを指定した場合は、データレート ≤[link-speed]] {conform {transmit |
pirならば exceedアクションが実行され、それ以set-prec-transmit |
外ならばviolateアクションが実行されます。アクset-dscp-transmit | set-cos-transmit

| set-qos-transmit | ション、データレート、リンク速度については、

上記の表を参照してください。set-discard-class-transmit} [exceed
{drop | set dscp dscp table
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目的コマンドまたはアクション

cirとpirに同一の値を指定する必要があ
ります。

（注）{cir-markdown-map}} [violate {drop
| set dscp dscp table
{pir-markdown-map}}]]}

ポリシーマップクラスコンフィギュレーション

モードを終了し、ポリシーマップモードを開始し

ます。

switch(config-pmap-c-qos)# exitステップ 5   

ポリシーマップモードを終了し、グローバルコ

ンフィギュレーションモードを開始します。

switch(config-pmap-qos)# exitステップ 6   

（任意）

設定済みのすべてのタイプqosのポリシーマップ、
または選択したタイプ qosのポリシーマップにつ
いて情報を表示します。

switch(config)# show policy-map
[type qos] [policy-map-name |
qos-dynamic]

ステップ 7   

（任意）

実行中の設定をスタートアップコンフィギュレー

ションに保存します。

switch(config)# copy running-config
startup-config

ステップ 8   

次に、policy1ポリシーマップ設定の表示方法例を示します。

switch# show policy-map policy1

カラー対応ポリシングの設定

カラー対応ポリシングでは、トラフィッククラス内の QoS DSCPフィールドが、ユーザがポリ
サーで使用できる値によって以前にマーキングされているものと見なされます。この機能によ

り、ネットワーク内のあるノードでトラフィックをマーキングしたあと、後続のノードでそのマー

キングに基づいてアクションを実行できるようになります。

policeコマンドの詳細については、「1レートおよび 2レート、2カラーおよび 3カラーのポリシ
ングの設定」の項を参照してください。

policeコマンドの 4つのクラスマップ conform-colorまたは exceed-colorのうち 1つまたは複数を
使用して、カラー対応ポリシングを実行できます。これらのキーワードでは、パケットの分類に

使用されるクラスマップ名が必要です。ユーザがクラスマップ内で指定した一致基準に基づい

て、トラフィックはこれら2つのクラスのいずれかに分類されるか、一致がない場合はclass-default
に分類されます。次に、ポリサーによって次のアクションが実行されます。

• conform-colorクラスに属するパケットは、policeコマンドの cirおよび pir引数を使用して
ポリシングされます。

• exceed-colorクラスに属するパケットは、policeコマンドの pir引数に対してだけポリシング
されます。 pirを指定しない場合は、cirの値が使用されます。
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• conform-colorクラスにも exceed-colorクラスにも一致しなかったために最終的に class-default
に分類されたパケットには、ただちに違反アクションが実行されます。

RFC 2697および RFC 2698の規定により、すべてのパケットに必ずカラーを割り当てなければな
らないため、class-default以外のカラーを違反アクションに割り当てることはできません。

カラー対応ポリシングの DSCP値に、指定した値を設定できます。有効な DSCP値の一覧を以下
の表に示します。

表 27：カラー対応ポリシングの有効な DSCP 値

DSCP 値のリスト値

AF11 dscp（001010）：10進値 10af11

AF12 dscp（001100）：10進値 12af12

AF13 dscp（001110）：10進値 14af13

AF21 dscp（010010）：10進値 18af21

AF22 dscp（010100）：10進値 20af22

AF23 dscp（010110）：10進値 22af23

AF31 dscp（011010）：10進値 26af31

AF40 dscp（011100）：10進値 28af32

AF33 dscp（011110）：10進値 30af33

AF41 dscp（100010）：10進値 34af41

AF42 dscp（100100）：10進値 36af42

AF43 dscp（100110）：10進値 38af43

CS1（precedence 1）dscp（001000）：10進値 8cs1

CS2（precedence 2）dscp（010000）：10進値 16cs2

CS3（precedence 3）dscp（011000）：10進値 24cs3

CS4（precedence 4）dscp（100000）：10進値 32cs4

CS5（precedence 5）dscp（101000）：10進値 40cs5

CS6（precedence 6）dscp（110000）：10進値 48cs6
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DSCP 値のリスト値

CS7（precedence 7）dscp（111000）：10進値 56cs7

デフォルト dscp（000000）：10進値 0デフォルト

EF dscp（101110）：10進値 46ef

カラー対応ポリシングを適用すると、デバイス内のすべての一致するパケットが、カラー対応ポ

リサーの指定に従ってポリシングされます。

カラー対応ポリシングを設定するには以下を行います。

1 クラスマップを作成します。クラスマップの設定については、「分類の設定」を参照してく

ださい。

2 ポリシーマップを作成します。ポリシーマップについては、この章と「モジュラQoSコマン
ドラインインターフェイスの使用」を参照してください。

3 ここで説明する方法を使用して、カラー対応クラスマップを設定します。

4 サービスポリシーをインターフェイスに適用します。インターフェイスへのポリシーの付加

については、「モジュラQoSコマンドラインインターフェイスの使用」を参照してください。

共有ポリサーで指定したレートは、サービスポリシーを適用したインターフェイスの数だけ

共有されます。共有ポリサーで指定するような独自の専用レートを各インターフェイスが指

定することはありません。

（注）

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

switch# configure terminalステップ 1   

カラー対応クラスマップにアクセスし、カラー

マップモードを開始します。このコマンドを入力

すると、次のメッセージが返されます。

Warning: Configuring match for any DSCP values

switch(config)# class-map
{conform-color-in |
conform-color-out | exceed-color-in
| exceed-color-out}

ステップ 2   

in this class-map will make
ALL policers in the system color-aware for those
DSCP values.
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目的コマンドまたはアクション

カラー対応ポリサーに対して照合する DSCP値を
指定します。有効な値の一覧については、上記の

表を参照してください。

switch(config-color-map)#match
dscp dscp-value

ステップ 3   

qos-policy-map-nameという名前のポリシーマップ
を作成するか、そのポリシーマップにアクセスし、

switch(config-color-map)#
policy-map [type qos] [match-first]
{qos-policy-map-name |
qos-dynamic}

ステップ 4   

ポリシーマップモードを開始します。ポリシー

マップ名には、アルファベット、ハイフン、また

はアンダースコア文字を含めることができます。

ポリシーマップ名は大文字と小文字が区別され、

最大 40文字まで設定できます。

class-map-nameへの参照を作成し、ポリシーマッ
プクラスコンフィギュレーションモードを開始し

switch(config-pmap-qos)# class [type
qos] {class-map-name | qos-dynamic
| class-default} [insert-before
before-class-map-name]

ステップ 5   

ます。 insert-beforeを使用して事前挿入するクラ
スを指定しない限り、ポリシーマップの末尾にク

ラスが追加されます。ポリシーマップ内のクラス

と現在一致していないトラフィックをすべて選択

するには、class-defaultキーワードを使用します。

cirをビット数で、またはリンクレートの割合とし
てポリシングします。データレートが ≤ cirなら

switch(config-pmap-c-qos)# police
[cir] {committed-rate [data-rate] |
percent cir-link-percent} [bc

ステップ 6   

ば、conformアクションが実行されます。 beおよ
committed-burst-rate [link-speed]]

び pirを指定しない場合は、他のすべてのトラ[pir] {peak-rate [data-rate] | percent
フィックで violateアクションが実行されます。becir-link-percent} [be peak-burst-rate
または violateを指定した場合は、データレート ≤[link-speed]] {conform {transmit |
pirならば exceedアクションが実行され、それ以set-prec-transmit |
外ならば violateアクションが実行されます。アクset-dscp-transmit | set-cos-transmit

| set-qos-transmit | ション、データレート、リンク速度については、
set-discard-class-transmit} [exceed 上記の 1レートおよび 2レート、2カラーおよび 3
{drop | set dscp dscp table

カラーのポリシングの設定, （80ページ）を参照
してください。

{cir-markdown-map}} [violate {drop
| set dscp dscp table
{pir-markdown-map}}]]}

カラーマップモードを終了し、グローバルコン

フィギュレーションモードを開始します。

switch(config-color-map)# exitステップ 7   

（任意）

設定済みのすべてのタイプqosのポリシーマップ、
または選択したタイプ qosのポリシーマップにつ
いて情報を表示します。

switch(config)# show policy-map
[type qos] [policy-map-name |
qos-dynamic]

ステップ 8   

Cisco Nexus 7000 シリーズ NX-OS Quality of Service コンフィギュレーションガイド
89

ポリシングの設定

カラー対応ポリシングの設定



目的コマンドまたはアクション

（任意）

実行中の設定をスタートアップコンフィギュレー

ションに保存します。

switch(config)# copy running-config
startup-config

ステップ 9   

次に、policy1ポリシーマップ設定の表示方法例を示します。

switch# show policy-map policy1

入力および出力ポリシングの設定

QoSポリシーマップをインターフェイスに付加することにより、その QoSポリシーマップ内の
ポリシング命令を入力または出力パケットに適用できます。入力または出力を選択するには、

service-policyコマンドで inputまたは outputキーワードのいずれかを指定します。インターフェ
イスに対する QoSポリシーアクションの付加および消去については、「モジュラ QoSコマンド
ラインインターフェイスの使用」を参照してください。

マークダウンポリシングの設定

マークダウンポリシングとは、ポリシングされたデータレートに対してトラフィックが超過また

は違反している場合にパケット内の QoSフィールドを設定することです。 1レートおよび 2レー
ト、2カラーおよび 3カラーのポリシングの設定, （80ページ）に示すポリシングアクションに
対して setコマンドを使用することで、マークダウンポリシングを設定できます。

ここで紹介する例では、テーブルマップを使用してマークダウンを実行する方法を示していま

す。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

switch# configure terminalステップ 1   

qos-policy-map-nameという名前のポリシーマップ
を作成するか、そのポリシーマップにアクセスし、

switch(config)# policy-map [type
qos] [match-first]
{qos-policy-map-name |
qos-dynamic}

ステップ 2   

ポリシーマップモードを開始します。ポリシー

マップ名には、アルファベット、ハイフン、また

はアンダースコア文字を含めることができます。

ポリシーマップ名は大文字と小文字が区別され、

最大 40文字まで設定できます。
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目的コマンドまたはアクション

class-map-nameへの参照を作成し、ポリシーマッ
プクラスコンフィギュレーションモードを開始し

switch(config-pmap-qos)# class [type
qos] {class-map-name | qos-dynamic
| class-default} [insert-before
before-class-map-name]

ステップ 3   

ます。 insert-beforeを使用して事前挿入するクラ
スを指定しない限り、ポリシーマップの末尾にク

ラスが追加されます。ポリシーマップ内のクラス

と現在一致していないトラフィックをすべて選択

するには、class-defaultキーワードを使用します。

cirをビット数で、またはリンクレートの割合とし
てポリシングします。データレートが ≤ cirなら

switch(config-pmap-c-qos)# police
[cir] {committed-rate [data-rate] |
percent cir-link-percent} [bc

ステップ 4   

ば、conformアクションが実行されます。 beおよ
committed-burst-rate [link-speed]]

び pirを指定しない場合は、他のすべてのトラ[pir] {peak-rate [data-rate] | percent
フィックでviolateアクションが実行されます。becir-link-percent} [be peak-burst-rate
または violateを指定した場合は、データレート ≤[link-speed]] {conform {transmit |
pirならば exceedアクションが実行され、それ以set-prec-transmit |
外ならばviolateアクションが実行されます。アクset-dscp-transmit | set-cos-transmit

| set-qos-transmit | ション、データレート、リンク速度については、
set-discard-class-transmit} [exceed 上記の 1レートおよび 2レート、2カラーおよび 3
{drop | set dscp dscp table

カラーのポリシングの設定, （80ページ）を参照
してください。

{cir-markdown-map}} [violate {drop
| set dscp dscp table
{pir-markdown-map}}]]}

ポリシーマップクラスコンフィギュレーション

モードを終了し、ポリシーマップモードを開始し

ます。

switch(config-pmap-c-qos)# exitステップ 5   

ポリシーマップモードを終了し、グローバルコン

フィギュレーションモードを開始します。

switch(config-pmap-qos)# exitステップ 6   

（任意）

設定済みのすべてのタイプqosのポリシーマップ、
または選択したタイプ qosのポリシーマップにつ
いて情報を表示します。

switch(config)# show policy-map
[type qos] [policy-map-name |
qos-dynamic]

ステップ 7   

（任意）

実行中の設定をスタートアップコンフィギュレー

ションに保存します。

switch(config)# copy running-config
startup-config

ステップ 8   

次に、policy1ポリシーマップ設定の表示方法例を示します。

switch# show policy-map policy1
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共有ポリサーの設定

共有ポリサー機能を使用すると、同じポリシングパラメータを複数のインターフェイスに同時に

適用できます。共有ポリサーを作成するには、ポリサーに名前を割り当て、指定したインター

フェイスに付加したポリシーマップにそのポリサーを適用します。シスコの他のマニュアルで

は、共有ポリサーは名前付き集約ポリサーとも呼ばれています。

共有ポリサーを設定したら、共有ポリサー名を使用して共有ポリシングのタイプを設定できま

す。これについては、「1レートおよび 2レート、2カラーおよび 3カラーのポリシングの設
定」の項、「カラー対応ポリシングの設定」の項、「入力および出力ポリシングの設定」の

項、および「マークダウンポリシングの設定」の項で説明されています。

（注）

共有ポリシングを設定するには以下を行います。

1 ここで説明する方法を使用して、共有ポリサーを設定します。

2 クラスマップを作成します。クラスマップの設定については、「分類の設定」を参照してく

ださい。

3 ポリシーマップを作成します。ポリシーマップについては、この章と「モジュラQoSコマン
ドラインインターフェイスの使用」を参照してください。

4 ここで説明する方法を使用して、ポリシーマップから共有ポリサーを参照します。

5 サービスポリシーをインターフェイスに適用します。インターフェイスへのポリシーの付加

については、「モジュラQoSコマンドラインインターフェイスの使用」を参照してください。

共有ポリサーで指定したレートは、サービスポリシーを適用したインターフェイスの数だけ

共有されます。共有ポリサーで指定するような独自の専用レートを各インターフェイスが指

定することはありません。

（注）

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

switch# configure terminalステップ 1   

共有ポリサーを作成するか、共有ポリサーにアクセ

スします。共有ポリサー名には、アルファベット、

switch(config)# qos shared-policer
[type qos] shared-policer-name
[cir] {committed-rate [data-rate] |

ステップ 2   

ハイフン、またはアンダースコア文字を含めること
percent cir-link-percent} [bc

ができます。共有ポリサー名は大文字と小文字が区committed-burst-rate [link-speed]]
別され、最大 40文字まで設定できます。 cirをビッ[pir] {peak-rate [data-rate] |
ト数で、またはリンクレートの割合としてポリシンpercent cir-link-percent} [be
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目的コマンドまたはアクション

peak-burst-rate [link-speed]]
{{conform conform-action [exceed

グします。データレートが ≤ cirならば、conform
アクションが実行されます。 beおよび pirを指定し

{drop | set dscp dscp table ない場合は、他のすべてのトラフィックでviolateア
cir-markdown-map} [violate {drop クションが実行されます。 beまたは violateを指定
| set dscp dscp table
pir-markdown-map}]]}} した場合は、データレート ≤ pirならば exceedアク

ションが実行され、それ以外ならばviolateアクショ
ンが実行されます。アクション、データレート、

リンク速度については、上記の 1レートおよび 2
レート、2カラーおよび 3カラーのポリシングの設
定, （80ページ）を参照してください。

qos-policy-map-nameという名前のポリシーマップを
作成するか、そのポリシーマップにアクセスし、ポ

switch(config)# policy-map [type
qos] [match-first]
{qos-policy-map-name |
qos-dynamic}

ステップ 3   

リシーマップモードを開始します。ポリシーマッ

プ名には、アルファベット、ハイフン、またはアン

ダースコア文字を含めることができます。ポリシー

マップ名は大文字と小文字が区別され、最大 40文
字まで設定できます。

class-map-nameへの参照を作成し、ポリシーマップ
クラスコンフィギュレーションモードを開始しま

switch(config-pmap-qos)# class
[type qos] {class-map-name |
qos-dynamic | class-default}

ステップ 4   

す。 insert-beforeを使用して事前挿入するクラスを
[insert-before
before-class-map-name] 指定しない限り、ポリシーマップの末尾にクラスが

追加されます。ポリシーマップ内のクラスと現在

一致していないトラフィックをすべて選択するに

は、class-defaultキーワードを使用します。

ポリシーマップ内で shared-policer-nameへの参照を
作成します。

switch(config-pmap-c-qos)# police
aggregate shared-policer-name

ステップ 5   

ポリシーマップクラスコンフィギュレーション

モードを終了し、ポリシーマップモードを開始し

ます。

switch(config-pmap-c-qos)# exitステップ 6   

ポリシーマップモードを終了し、グローバルコン

フィギュレーションモードを開始します。

switch(config-pmap-qos)# exitステップ 7   

（任意）

設定済みのすべてのタイプ qosのポリシーマップ、
または選択したタイプ qosのポリシーマップについ
て情報を表示します。

switch(config)# show policy-map
[type qos] [policy-map-name |
qos-dynamic]

ステップ 8   
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目的コマンドまたはアクション

（任意）

実行中の設定をスタートアップコンフィギュレー

ションに保存します。

switch(config)# copy
running-config startup-config

ステップ 9   

次に、test1共有ポリサー設定を表示する例を示します。

switch# show qos shared-policer test1

ポリシング設定の確認
ポリシングの設定情報を表示するには、次の作業のいずれかを行います。

ポリシーマップおよびポリシングについての情

報を表示します。

show policy-map

すべての共有ポリシングについての情報を表示

します。

show qos shared-policer [type qos] [policer-name]

ポリシングの設定例
次に、1レート、2カラーのポリサーにポリシングを設定する方法の例を示します。

configure terminal
policy-map policy1
class one_rate_2_color_policer
police cir 256000 conform transmit violate drop

次に、DSCPマークダウンを使用して 1レート、2カラーのポリサーにポリシングを設定する方法
の例を示します。

configure terminal
policy-map policy2
class one_rate_2_color_policer_with_dscp_markdown
police cir 256000 conform transmit violate drop

次に、1レート、3カラーのポリサーにポリシングを設定する方法の例を示します。

configure terminal
policy-map policy3
class one_rate_3_color_policer
police cir 256000 pir 256000 conform transmit exceed set dscp dscp table

cir-markdown-map violate drop

次に、2レート、3カラーのポリサーにポリシングを設定する方法の例を示します。

configure terminal
policy-map policy4
class two_rate_3_color_policer

   Cisco Nexus 7000 シリーズ NX-OS Quality of Service コンフィギュレーションガイド
94

ポリシングの設定

ポリシング設定の確認



police cir 256000 pir 256000 conform transmit exceed set dscp dscp table
cir-markdown-map violate drop

次に、指定の DSCP値のカラー対応ポリサーにポリシングを設定する方法の例を示します。

configure terminal
class-map conform-color-in
match dscp 0-10

policy-map policy5
class one_rate_2_color_policer
police cir 256000 conform transmit violate drop

次に、共有ポリサーにポリシングを設定する方法の例を示します。

configure terminal
qos shared-policer type qos udp_10mbps cir 10 mbps pir 20 mbps conform transmit exceed
set dscp dscp table cir-markdown-map violate drop
policy-map type qos udp_policy
class type qos udp_qos
police aggregate udp_10mbps

ポリシングの機能履歴
以下の表に、このマニュアルで取り上げる新機能および変更された機能を要約し、各機能がサポー

トされているリリースを示します。ご使用のソフトウェアリリースで、本書で説明されるすべて

の機能がサポートされているとは限りません。最新の警告および機能情報については、https://
tools.cisco.com/bugsearch/のBug Search Toolおよびご使用のソフトウェアリリースのリリースノー
トを参照してください。

表 28：ポリシングの機能履歴

機能情報リリース機能名

——5.1(1)リリース4.1(2)からの変更
はなし
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第 8 章

ファブリック QoS マッピングの設定

この章では、CiscoNX-OSデバイス内でファブリックQoSマッピング機能を設定する方法につい
て説明します。

• 機能情報の確認, 97 ページ

• ファブリック QoSマッピングに関する情報, 97 ページ

• 注意事項と制約事項, 99 ページ

• ファブリック QoSマッピングの設定, 99 ページ

• ファブリック QoSマッピングの設定例, 103 ページ

• ファブリック QoSマッピングの機能履歴, 105 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースで、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされて

いるとは限りません。最新の警告および機能情報については、https://tools.cisco.com/bugsearch/の
Bug Search Toolおよびご使用のソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。
このモジュールに記載されている機能の詳細、および各機能がサポートされているリリースのリ

ストについては、「新規および変更された情報（New and Changed Information）」の章または以下
の「機能の履歴」表を参照してください。

ファブリック QoS マッピングに関する情報
ファブリックQoSマッピング機能により、CiscoNX-OSデバイス内のデフォルト設定のコピーと、
ファブリックトラフィック上でフロー制御を実行するコピーされたシステムキューの変更が可能

になります。そのため、ネットワーク、トラフィック、およびトラフィックの優先順位付けの要

件に基づいてファブリックキューイングのパラメータの選択が可能になります。
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デフォルトのポリシーは変更できません。ファブリックに設定されるユーザ定義のポリシー

は変更できません。

（注）

ファブリックキューイングポリシーは、M1およびM2のラインカードの QEngineで適用される
COS-to-queue（cos2q）マッピング、入力キューイングポリシーおよび出力キューイングポリシー
によって制御されます。

COS-to-Queue ファブリックマッピング
以下は cos2qマッピングに使用可能な 4つのシステム定義のキューです。

• system-pq1

• system-q2

• system-q3

• system-q-default

CoS値は、アクティブな QoSネットワークのデータセンターイーサネット（DCE）cos2qマッピ
ングを示します。各システム定義のキューに対するデフォルトのCOS値割り当ては次のとおりで
す。

以下の表は cos2qファブリックマッピングを実行する際に使用できるシステム定義のキューを示
します。

表 29：システム定義のキューのタイプ

デフォルト CoS 値キュータイプ

5、6、7system-pq1

3、4system-q2

2system-q3

0、1system-q-default

cos2qファブリックマッピングの設定については、「Cos2qファブリックマッピングの設定」の
項を参照してください。

入力バッファポリシー

入力方向では、system-q-defaultキューのキュー制限は、burst-optimized、default、mesh-optimized、
または percentに設定できます。
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ポリシーマップの入力バッファポリシーの設定については、「入力バッファポリシーの設定」

の項を参照してください。

出力キューの帯域割り当て

出力方向では、プライオリティおよび帯域幅はシステム定義のキューに設定できます。優先でき

るのは system-pq1キューのみです。 system-pq1がプライオリティに設定されている場合、残りの
3つのシステムキューは、帯域幅のパーセンテージに基づいて設定できます。 system-pq1がプラ
イオリティに設定されていない場合、すべての 4つのシステム定義のキューが、それぞれに設定
されている帯域幅を共有します。

ポリシーマップの出力キューの帯域割り当ての設定については、「出力キューの帯域割り当ての

設定」の項を参照してください。

注意事項と制約事項
ファブリックQoSマッピングと連動している場合は、Mシリーズモジュールのすべてのポートが
デフォルトの VDCにも割り当てられます。

ファブリック QoS マッピングの設定
ユーザー定義のファブリック QoSマッピングは次の順序で設定されます。

•ファブリックマッピングのユーザ定義ポリシーを作成するためのデフォルトポリシーのコ
ピー

• cos2qファブリックマッピングの設定

•ファブリックマッピングの入力バッファポリシーの設定

•ファブリックマッピングの出力バッファキューの帯域割り当ての設定

•ファブリックに対する新しいポリシーの設定

デフォルトのポリシーをコピーして、ファブリックマッピングのための新しいポリシーを作成

し、QoS設定を変更することができます。

ユーザ定義のポリシーがファブリックで適用されない場合、デフォルトのポリシーは、入力方向

と出力方向で考慮されます。

デフォルトのVDCまたは管理者用VDCにアクセスできるユーザのみがデフォルトのポリシー
をコピーし、コピーしたポリシーのデフォルトのファブリック QoS設定を変更できます。

（注）
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デフォルトのポリシーのコピー

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモード

を開始します。

switch# configure terminalステップ 1   

デフォルトの入力ポリシーをコピーし、指定

したプレフィックスまたはサフィックスを持

つユーザ定義の入力ポリシーを作成します。

switch(config)# qos copy policy-map
type fabric-queuing system-in-policy
{prefix | suffix} prefix-or-suffix-name

ステップ 2   

デフォルトの出力ポリシーをコピーし、指定

したプレフィックスまたはサフィックスを持

つユーザ定義の出力ポリシーを作成します。

switch(config)# qos copy policy-map
type fabric-queuing system-out-policy
{prefix | suffix} prefix-or-suffix-name

ステップ 3   

Cos2q ファブリックマッピングの設定

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

switch# configure terminalステップ 1   

タイプキューイングのクラスマップを設定し、ク

ラスマップ名を選択したシステム定義のキューと

switch(config)# class-map type
queuing {system-pq1 |
system-q-default | system-q2 |
system-q3}

ステップ 2   

して指定し、クラスマップキューイングモードを

開始します。

このキューによって照合される CoS値の範囲を設
定します。値の範囲を指定するには、開始値と終

switch(config-cmap-que)#
match cos value-range

ステップ 3   

了値をハイフンでつなぎ、値どうしをカンマで区

切ります。範囲は 0～ 7です。

クラスマップキューモードを終了し、グローバル

コンフィギュレーションモードを開始します。

switch(config-cmap-que)# exitステップ 4   

追加のシステム定義のキューを設定するにはステッ

プ 2～ 4を繰り返します。
ステップ 5   
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入力バッファポリシーの設定

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモード

を開始します。

switch# configure terminalステップ 1   

ユーザ定義の入力ポリシーでタイプキュー

イングのポリシーマップを設定し、ポリシー

マップモードを開始します。

switch(config)# policy-map type
queuing ingress-policy-name

ステップ 2   

system-q-defaultとしてクラスタイプキュー
を指定し、ポリシーマップクラスシステム

モードを開始します。

switch(config-pmap-sys)# class type
queuing system-q-default

ステップ 3   

システムキューのキュー制限を設定します。switch(config-pmap-c-sys)#
queue-limit {default |

ステップ 4   

burst-optimized |mesh-optimized |
percent percent_of_queuelimit}

ポリシーマップクラスシステムモードを終

了し、グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

switch(config-pmap-c-sys)# exitステップ 5   

出力キューの帯域割り当ての設定

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開

始します。

switch# configure terminalステップ 1   

ユーザ定義の入力ポリシーでタイプキューイン

グのポリシーマップを設定し、ポリシーマップ

モードを開始します。

switch(config)# policy-map type
queuing ingress-policy-name

ステップ 2   

system-pq1としてクラスタイプキューを指定
し、ポリシーマップクラスシステムモードを開

始します。

switch(config-pmap-sys)# class
type queuing system-pq1

ステップ 3   
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目的コマンドまたはアクション

system-pq1のプライオリティをレベル 1として
設定します。

switch(config-pmap-c-sys)#
priority level 1

ステップ 4   

ポリシーマップクラスシステムモードを終了

し、グローバルコンフィギュレーションモード

を開始します。

switch(config-pmap-c-sys)# exitステップ 5   

system-q-defaultとしてクラスタイプキューを指
定し、ポリシーマップクラスシステムモードを

開始します。

switch(config-pmap-sys)# class
type queuing system-q-default

ステップ 6   

system-q-defaultの帯域幅を設定します。switch(config-pmap-c-sys)#
bandwidth [remaining] percent
percent

ステップ 7   

ポリシーマップクラスシステムモードを終了

し、グローバルコンフィギュレーションモード

を開始します。

switch(config-pmap-c-sys)# exitステップ 8   

（任意）

追加のシステム定義のキューに対する帯域幅お

よび帯域幅の残量を割り当てるには、ステップ

6～ 8を繰り返します。

ステップ 9   

ファブリックでの新しいユーザ定義ポリシーの設定

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモード

を開始します。

switch# configure terminalステップ 1   

システムファブリックモードを開始しますswitch(config)# system fabricステップ 2   

ファブリックに対する指定のユーザ定義入

力ポリシーを設定します。

switch(config-sys-mfab)#
service-policy type queuing input
ingress-policy-name

ステップ 3   

ファブリックに対する指定のユーザ定義出

力ポリシーを設定します。

switch(config-sys-mfab)#
service-policy type queuing output
egress-policy-name

ステップ 4   
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目的コマンドまたはアクション

システムファブリックモードを終了し、グ

ローバルコンフィギュレーションモードを

開始します。

switch(config-sys-mfab)# exitステップ 5   

（任意）

システムファブリック設定に関する情報を

表示します。

switch(config)# show policy-map
system fabric

ステップ 6   

ファブリック QoS マッピングの設定例

例：新しいユーザー定義の入力および出力ポリシーを作成するための

デフォルトポリシーのコピー

次に、入力ポリシーの場合は「-in」、出力ポリシーの場合は「-out」のサフィックスがつくユー
ザー定義のポリシーを作成する例を示します。

Switch# configure terminal
Switch(config)# qos copy policy-map type fabric-queuing system-in-policy suffix -in
Switch(config)# qos copy policy-map type fabric-queuing system-out-policy suffix -out

例：Cos2q ファブリックマッピングの設定
次に、すべてのシステム定義のキューに対する Cos2qファブリックマッピングを設定する例を示
します。

Switch# configure terminal
Switch(config)# class-map type queuing system-pq1
Switch(config-cmap-que)# match cos 0
Switch(config-cmap-que)# exit
Switch(config)# class-map type queuing system-q-default
Switch(config-cmap-que)# match cos 1
Switch(config-cmap-que)# exit
Switch(config)# class-map type queuing system-q2
Switch(config-cmap-que)# match cos 2
Switch(config-cmap-que)# exit
Switch(config)# class-map type queuing system-q3
Switch(config-cmap-que)# match cos 3
Switch(config-cmap-que)# exit
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例：ファブリックに対するユーザ定義のポリシーの設定

次に、ファブリックに対するユーザ定義の system-in-policyおよび system-out-policyを設定する例
を示します。

Switch# configure terminal
Switch(config)# system fabric
Switch(config-sys-mfab)# service-policy type queuing input system-in-policy-in
Switch(config-sys-mfab)# service-policy type queuing output system-out-policy-out
Switch(config-sys-mfab)# exit

例：システムファブリック設定の確認

次の show policy-map system fabricコマンドからの出力サンプルでは、ファブリックで適用されて
いる入力および出力ポリシーを表示しています。

Switch# show policy-map system fabric

Service-policy (queuing) input: system-in-policy-in

Class-map (queuing): system-q-default (match-any)
queue-limit percent 60

Class-map (queuing): system-pq1 (match-any)

Class-map (queuing): system-q2 (match-any)

Class-map (queuing): system-q3 (match-any)

Service-policy (queuing) output: system-out-policy-out

Class-map (queuing): system-q-default (match-any)
bandwidth remaining percent 5

Class-map (queuing): system-pq1 (match-any)
priority level 1

Class-map (queuing): system-q2 (match-any)
bandwidth remaining percent 5

Class-map (queuing): system-q3 (match-any)
bandwidth remaining percent 5

例：ファブリックでの QoS マッピングの確認
次の showpolicy-map typequeuingコマンドからの出力サンプルの抜粋では、ファブリックでのQoS
マッピングを表示しています。

Switch# show policy-map type queuing

Type queuing policy-maps
========================
policy-map type queuing system-in-policy
class type queuing system-q-default
queue-limit default
class type queuing system-pq1
class type queuing system-q2
class type queuing system-q3
.
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.

.
policy-map type queuing system-out-policy
class type queuing system-q-default
bandwidth remaining percent 33
class type queuing system-pq1
priority level 1
class type queuing system-q2
bandwidth remaining percent 33
class type queuing system-q3
bandwidth remaining percent 33

.

.

.
policy-map type queuing fab_in-system-in-policy
class type queuing system-q-default
queue-limit percent 60
class type queuing system-pq1
class type queuing system-q2
class type queuing system-q3
policy-map type queuing fab_out-system-out-policy
class type queuing system-q-default
bandwidth remaining percent 5

class type queuing system-pq1

ファブリック QoS マッピングの機能履歴
以下の表に、このマニュアルで取り上げる新機能および変更された機能を要約し、各機能がサポー

トされているリリースを示します。ご使用のソフトウェアリリースで、本書で説明されるすべて

の機能がサポートされているとは限りません。最新の警告および機能情報については、https://
tools.cisco.com/bugsearch/のBug Search Toolおよびご使用のソフトウェアリリースのリリースノー
トを参照してください。

表 30：ファブリック QoS マッピングの機能履歴

機能情報リリース機能名

この機能が導入されました。6.2(2)ファブリック QoSマッピ
ング
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第 9 章

M シリーズ I/O モジュールのキューイングお
よびスケジューリングの設定

この章では、Cisco NX-OSデバイスのMシリーズ I/Oモジュールの QoSキューイングおよびス
ケジューリング機能を設定する方法について説明します。

• 機能情報の確認, 107 ページ

• キューイングおよびスケジューリングについて, 108 ページ

• ライセンスの要件, 112 ページ

• キューイングおよびスケジューリングの前提条件, 112 ページ

• 注意事項と制約事項, 112 ページ

• キューイングおよびスケジューリングの設定, 113 ページ

• キューイングおよびスケジューリングの設定の確認, 131 ページ

• キューイングおよびスケジューリングの設定例, 132 ページ

• キューイングおよびスケジューリングの機能履歴, 134 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースで、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされて

いるとは限りません。最新の警告および機能情報については、https://tools.cisco.com/bugsearch/の
Bug Search Toolおよびご使用のソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。
このモジュールに記載されている機能の詳細、および各機能がサポートされているリリースのリ

ストについては、「新規および変更された情報（New and Changed Information）」の章または以下
の「機能の履歴」表を参照してください。
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キューイングおよびスケジューリングについて
トラフィックのキューイングとは、パケットの順序を設定して、データの入力と出力の両方に適

用することです。デバイスモジュールでは複数のキューをサポートできます。これらのキューを

使用することで、さまざまなトラフィッククラスでのパケットのシーケンスを制御できます。ま

た、重み付けランダム早期検出（WRED）およびテールドロップしきい値を設定することもでき
ます。デバイスでは、設定したしきい値を超えた場合にだけパケットがドロップされます。

トラフィックのスケジューリングとは、トラフィックの一貫したフローを実現するために、パケッ

トを望ましい周期で出力することです。トラフィックのスケジューリングをさまざまなトラフィッ

ククラスに適用することで、プライオリティによってトラフィックに重み付けを行うことができ

ます。

キューイングおよびスケジューリングのプロセスによって、トラフィッククラスに割り当てられ

る帯域幅を制御することができるので、ネットワークにおけるスループットと遅延の望ましいト

レードオフを実現できます。

表 31：システム定義のキューのタイプ

説明方向キュータイプ

2つのキュー、キューあたり 4
つのWREDまたはテールド
ロップしきい値

入力2q4t

1つの完全優先キューと 3つの
標準キュー、キューあたり4つ
のWREDまたはテールドロッ
プしきい値

出力1p3q4t

8つのキュー、キューあたり 2
つのテールドロップしきい値

入力8q2t

1つの完全優先キューと 7つの
標準キュー、キューあたり4つ
のWREDまたはテールドロッ
プしきい値

出力1p7q4t

1つの完全優先キューと 7つの
標準キュー、キューあたり1つ
のWREDまたはテールドロッ
プしきい値

出力1p7qlt
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説明方向キュータイプ

1つの完全優先キューと 3つの
標準キュー、キューあたり1つ
のWREDまたはテールドロッ
プしきい値

出力1p3q1t

2つの完全優先キューと 2つの
標準キュー、キューあたり1つ
のWREDまたはテールドロッ
プしきい値

出力2p2q1t

2つの完全優先キューと 6つの
標準キュー、キューあたり1つ
のWREDまたはテールドロッ
プしきい値

出力2p6q1t

3つの完全優先キューと 1つの
標準キュー、キューあたり1つ
のWREDまたはテールドロッ
プしきい値

出力3p1q1t

3つの完全優先キューと 5つの
標準キュー、キューあたり1つ
のWREDまたはテールドロッ
プしきい値

出力3p5qlt

キューでは、サービスクラス（CoS）フィールドについて照合が行われます。デバイスでは、0
～ 7のすべての CoS値がキュータイプごとにキューにマッピングされることが保証されます。
キュータイプのキューに対して、特定の CoS値を 1つだけ割り当てることができます。システ
ム定義のキューの詳細については、表 6：システム定義のタイプキューイングクラスマップ, （
21ページ）を参照してください。

DSCP-to-queueマッピングはデフォルトでディセーブルです。モジュールで DSCPマッピングを
イネーブルにするには、hardware qos dscp-to-queue ingressコマンドを使用します。以下の表に、
デフォルトのDSCP値を含むシステム定義されたDSCPキューイングクラスマップを示します。

表 32：デフォルトの DSCP 値を含むシステム定義されたキューイングクラスマップ

デフォルト DSCP 値説明クラスマップキュー名

40～ 63タイプ 8q2tの入力キュー 18q2t-in-q1

—タイプ 8q2tの入力キュー 28q2t-in-q2

—タイプ 8q2tの入力キュー 38q2t-in-q3
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デフォルト DSCP 値説明クラスマップキュー名

—タイプ 8q2tの入力キュー 48q2t-in-q4

—タイプ 8q2tの入力キュー 58q2t-in-q5

—タイプ 8q2tの入力キュー 68q2t-in-q6

—タイプ 8q2tの入力キュー 78q2t-in-q7

0～ 39タイプ 8q2tの入力デフォルト
キュー

8q2t-in-q-default

入力ポートの CoS の設定
信頼できないポートに対するすべての入力パケット内のCoSフィールドを設定できます。デフォ
ルトでは、ポートは信頼されており、CoSフィールドは変更されませんこの方式は、ポートの状
態を信頼または非信頼に設定するのに使用します。

入力ポート CoSの設定については、「入力ポート CoSの設定」の項を参照してください。

クラスマップの変更

システム定義のキューイングクラスマップによって照合される CoS値を変更できます。これに
より、CoSからキューへのマッピングが変更されます。デフォルトのシステム定義の CoS値につ
いては、表 6：システム定義のタイプキューイングクラスマップ, （21ページ）を参照してく
ださい。 CoS値はそれぞれ、同じタイプのキュー内に 1回だけ出現します。

システムのデフォルトのキューイングクラスマップを変更するには、キューイングクラスマッ

プでのいずれの変更もトラフィックの中断やパケットの廃棄を招く可能性があるため、インター

フェイスに適用されるキューイングポリシーも変更する必要があります。

システム定義のキューイングクラスマップを変更すると、その変更がただちに行われます。

そのため、すべての仮想デバイスコンテキスト（VDC）でトラフィックが中断されることが
あります。

注意

レイヤ 3を通過するトラフィックの場合、CoSからキューへのキューマッピングが自動的に
実行されます。

（注）

クラスマップの設定については、「COSのキューイングクラスマップの変更」の項を参照して
ください。
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Cisco NX-OSリリース 6.2(2)以降では、入力クラスマップでの DSCP-to-queueマッピングは、
Mシリーズ 10Gモジュールでサポートされます。ただし、すべての出力クラスマップの
DSCP-to-queueマッピングがサポートされるわけではありません。

（注）

輻輳回避

次の方式を使用して、デバイス上のトラフィックの輻輳を予防的に回避できます。

• WREDをトラフィックのクラスに適用する方式。これにより、デバイスでCoSフィールドに
基づいてパケットをドロップできるようになります。WREDは TCPトラフィックで機能す
るように設計されています。

•テールドロップをトラフィックのクラスに適用する方式。これにより、デバイスでCoSフィー
ルドに基づいてパケットをドロップできるようになります。

• WREDをトラフィックのクラスに適用する方式。これにより、デバイスでDSCPフィールド
に基づいてパケットをドロップできるようになります。WREDは TCPトラフィックで機能
するように設計されています。

•テールドロップをトラフィックのクラスに適用する方式。これにより、デバイスで DSCP
フィールドに基づいてパケットをドロップできるようになります。

輻輳回避の設定については、「DSCPのキューイングクラスマップの変更」の項を参照してくだ
さい。

輻輳管理

入力パケットについては、最小データレートをキューに割り当てる帯域幅を指定することによっ

て、輻輳管理を設定できます。

出力パケットについては、次のいずれかの輻輳管理方式を選択できます。

•最小データレートをキューに割り当てる帯域幅を指定する方式。

•トラフィックのクラスに対して最大データレートを強制する方式。これにより、余分なパ
ケットがキューに保持され、出力レートがシェーピングされます。

•トラフィックのクラスに対するすべてのデータをプライオリティキューに割り当てる方式。
残りの帯域幅は、デバイスによって他のキュー間で分配されます。

輻輳管理の設定については、「DSCP値によるWREDの設定」の項を参照してください。
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仮想化のサポート

VDCは、一連のシステムリソースを論理的に表現する用語です。クラスマップの設定以外に、
キューイングおよびスケジューリングが、コマンドが入力される VDCにだけ適用されます。ク
ラスマップの設定については、「COSのキューイングクラスマップの変更」の項を参照してく
ださい。

VDCの設定方法については、『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS Virtual Device Context Configuration
Guide』を参照してください。

ライセンスの要件
QoS機能にライセンスは必要ありません。ライセンスパッケージに含まれていない機能はすべて
Cisco NX-OSシステムイメージにバンドルされており、追加費用は一切発生しません。

仮想デバイスコンテキスト（VDC）の使用には Advanced Servicesライセンスが必要です。

NX-OSライセンス方式の詳細については、『Cisco NX-OS LicensingGuide』を参照してください。

キューイングおよびスケジューリングの前提条件
キューイングおよびスケジューリングの前提条件は、次のとおりです。

•「モジュラ QoSコマンドラインインターフェイスの使用」の章に精通している。

•スイッチにログインしている。

•正しい VDC内にいる。 VDCは、一連のシステムリソースを論理的に表現する用語です。
switchto vdcコマンドでは VDC番号を指定できます。

注意事項と制約事項
キューイングおよびスケジューリングの設定に関する注意事項および制約事項は、次のとおりで

す。

•システム定義のクラスマップを設定する際は注意が必要です。ただちに変更が行われるた
め、すべての VDCでトラフィックが中断される可能性があります。

• match cosコマンドによる CoSの定義は、カスタム設定済みのクラスマップではサポートさ
れません。

• match dscpコマンドによるクラスマップへのDSCP値の指定は、カスタム設定済みのクラス
マップではサポートされません。

• 10ギガビットイーサネットポートを共有モードで使用している場合、出力キューイングポ
リシーはポートグループのすべてのポートに適用されます。共有モードの 10ギガビット
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イーサネットポートでは、ポートグループのすべてのポートが同じ VDC内に存在する必要
があります。共有モードと専用モードについては、『CiscoNexus 7000 Series NX-OS Interfaces
Configuration Guide』を参照してください。ポートグループについては、『Cisco Nexus 7000
Series Hardware Installation and Reference Guide』を参照してください。

• 8ポート、10ギガビットイーサネット I/Oモジュールを除き、入力10ギガビットイーサネッ
トポートではキュー制限またはWREDを設定することはできません。

• M1モジュールでは、トラフィックシェーピングに実際の値を設定できない場合があります。
たとえば、65%の平均シェーピングの 1つのギガビットインターフェイスでは、インター
フェイスでの出力レートは 450Mbpsまでが限度であり、70%の場合は 850Mbpsまでになり
ます。

キューイングおよびスケジューリングの設定
キューイングおよびスケジューリングを設定するには、インターフェイスの一方のトラフィック

方向に適用する、タイプキューイングのポリシーマップを作成します。システム定義のクラス

マップを変更することができ、それらをポリシーマップ内で使用して、ポリシーの適用先となる

トラフィックのクラスを定義します。

その他の考慮事項は次のとおりです。

•システムクラスマップへの変更は、すべての VDC間ですぐに反映されます。

指定した CoS値は、新しいキューにすぐにマッピングされます。

•変更には中断が伴います。

指定したポートタイプのポートを通過するトラフィックでは、短期間のトラフィック損失が

発生する可能性があります。指定したタイプのポートがすべて影響を受けます。たとえば、

M1 10Gの出力インターフェイスタイプに対する COS-to-queueマッピングを変更すると、す
べての VDC内のすべてのM1 10Gポートに短い中断が発生します。

•パフォーマンスに影響が出ることがあります。

1つまたは複数の指定されたタイプのポートに、新規キューの動作を定義するために適用さ
れたキューイングポリシーが存在しない場合、そのキューに対するトラフィックマッピン

グはパフォーマンスの低下が発生する可能性があります。

•キューイングクラスマップを変更することで CoS-to-queueマッピングを変更する場合は、
新しいキューイングポリシーが新しいキューを使用するそのタイプのすべてのポートに適用

されたことを確認する必要があります。

•キューイングクラスマップを変更することで DSCP-to-ingress-queueマッピングを変更する
場合は、新しいキューイングポリシーが新しいキューを使用するそのタイプのすべてのポー

トに適用されることを確認する必要があります。

•デフォルトでは、未使用のキューにはバッファが割り当てられていません。これらのキュー
にバッファを割り当てることで、テールドロップを防止します。

•システムクラスマップへの変更は、デフォルトの VDCでのみ行われます。

Cisco Nexus 7000 シリーズ NX-OS Quality of Service コンフィギュレーションガイド
113

M シリーズ I/O モジュールのキューイングおよびスケジューリングの設定
キューイングおよびスケジューリングの設定



ポリシーマップおよびクラスマップについては、「モジュラ QoSコマンドラインインターフェ
イスの使用」を参照してください。

任意のキューで、輻輳回避機能（テールドロップおよびWREDが含まれる）を設定できます。
出力キューではいずれかの出力輻輳管理機能（プライオリティ、シェーピング、帯域幅など）を

設定でき、入力キューでは帯域幅を設定できます。

ポリシーマップを作成する前にCoS値を変更することを推奨します。デバイス定義のクラスマッ
プキューによって照合される CoS値を変更できます。 0～ 7の各 CoS値を、各キュータイプの
キューの 1つまたは複数に割り当てる必要があります。各 CoS値はキュータイプごとに 1回だ
け使用されます。

ポリシーマップを作成する前に DSCP値を変更することを推奨します。デバイス定義のクラス
マップキューによって照合される DSCP値を変更できます。 0～ 63の各 DSCP値を、各キュー
タイプのキューの 1つまたは複数に割り当てる必要があります。各DSCP値はキュータイプごと
に 1回だけ使用されます。

システム定義のポリシーマップである default-in-policyおよび default-out-policyは、キューイング
ポリシーマップを適用しないすべてのポートに付加されます。デフォルトポリシーマップは設

定できません。デフォルトポリシーマップについては、表 8：システム定義のキューイングポ
リシーマップ, （24ページ）を参照してください。

次の例に示すように、リリース 4.0（3）からリリース 4.0(2)にダウングレードした場合、show
running-configurationコマンドを入力すると、入力のデフォルトのキューイングポリシーでunknown
enumと表示されます。

switch# show running-config
version 4.0(2)
…
…
policy-map type queuing default-in-policy
class type queuing unknown enum 0
queue-limit percent 50
bandwidth percent 80
class type queuing unknown enum 0
queue-limit percent 50
bandwidth percent 20

この設定をコピーして任意のCiscoNX-OSソフトウェアリリースにペーストした場合、policy-map
typequeuingdefault-in-policyコマンドから始まるすべてのコマンドの実行中にデバイスからエラー
が送られます。これらのエラーは、デバイスの性能に影響を与えないため、無視できます。

入力ポートの CoS の設定
ポートを非信頼にするには、CoS値に静的な値を設定します。
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（注） •デフォルトでは、ポートは信頼されており（信頼CoS）、CoSフィールドは変更されませ
ん。入力ポートの CoS値を設定すると、ポートは非信頼になります。

•タグなしブリッジドトラフィックでは、CoS値が 0の場合、Cisco Nexus 7000シリーズ
デバイスは、入力方向と出力方向でDiffServコードポイント（DSCP）およびキューを無
視します。

•デフォルトでは、レイヤ 3ポートはDSCPを信頼しているだけでなく、DSCP値をCoSに
コピーします。

入力のデフォルトのキューには、ポリシーマップの適用先となるモジュールのタイプに対応した

システム定義のキュークラスからのものを使用します。各モジュールタイプに対応したシステ

ム定義のクラスマップの一覧については、表6：システム定義のタイプキューイングクラスマッ
プ, （21ページ）を参照してください。

ここでの手順を使用して設定したCoS値は、class-defaultのパケットにだけでなく、指定したイン
ターフェイスに入力されるすべてのパケットに適用されます。 CoS値を設定した場合、入力の
キューイングおよびスケジューリングが行われる前に、デバイスによって値が変更されます。し

たがって、CoSが変更されたパケットは分類のされ方が異なります。

システム定義のキューイングクラスマップを変更する必要がある場合は、設定済みのキュー

イングポリシーを変更するか、キューイングポリシーを新規に作成して、影響を受けるイン

ターフェイスにこれらのポリシーを付加する必要があります。システム定義のキューイング

クラスマップを変更しない場合は、デフォルトのキューイングポリシーまたは設定済みの

キューイングポリシーを無効にすることができます。この場合、複数のVDCのインターフェ
イスが影響を受ける可能性があります。

（注）

DSCPがキューでイネーブルで設定されている場合、ポートが信頼できず、入力ポート cosが
設定されている場合は、DSCPにはキューイングが考慮されます。

（注）

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

switch# configure terminalステップ 1   

タイプキューイングのポリシーマップを設定し、

指定したポリシーマップ名のポリシーマップモー

switch(config)# policy-map type
queuing [match-first]
{policy-map-name |
que-dynamic}

ステップ 2   

ドを開始します。ポリシーマップ名は、最大 40
文字の英字、ハイフン、または下線文字を使用で

き、大文字と小文字が区別されます。
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目的コマンドまたはアクション

タイプキューイングのクラスマップを設定し、ポ

リシーマップクラスキューイングモードを開始

します。

switch(config)# class type
queuing class-queuing-name

ステップ 3   

ポートのCoSを設定する場合、使用でき
るのは入力のデフォルトのシステム定義

のキュータイプだけです。

（注）

すべての入力パケット内の CoSフィールドを、指
定した値に設定します。範囲は 0～ 7です。

switch(config-pmap-c-que)# set
cos value

ステップ 4   

ポリシーマップキューモードを終了し、グローバ

ルコンフィギュレーションモードを開始します。

switch(config-pmap-c-que)# exitステップ 5   

（任意）

設定済みのすべてのタイプキューイングのポリシー

マップ、または選択したタイプキューイングのポ

リシーマップについて、情報を表示します。

switch(config)# show
policy-map type queuing
[policy-map-name |
que-dynamic]

ステップ 6   

（任意）

実行中の設定をスタートアップコンフィギュレー

ションに保存します。

switch(config)# copy
running-config startup-config

ステップ 7   

COS のキューイングクラスマップの変更
システム定義のクラスマップによって照合される CoS値を変更できます。デフォルトのシステ
ム定義の CoS値の一覧については、表 6：システム定義のタイプキューイングクラスマップ, （
21ページ）を参照してください。

システム定義のクラスマップは、デフォルトの VDCからのみ変更できます。変更はただちに実
行され、変更されたクラスマップを使用しているすべての VDC上のすべてのポートに適用され
ます。

システム定義のクラスマップを変更すると、ただちに変更が行われます。そのため、変更さ

れたクラスマップを使用しているすべてのVDCでトラフィックが中断される可能性がありま
す。

（注）

match cosコマンドによる CoSの定義は、カスタム設定済みのクラスマップではサポートされ
ません。

（注）
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デバイスでは、ユーザが他のキュー内で設定したCoS値が自動的に変更されます。そのため、CoS
値はそれぞれ、同じタイプのキュー内に 1回だけ出現します。

はじめる前に

デバイスのデフォルトの VDCにいることを確認します。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

switch# configure terminalステップ 1   

タイプキューイングのクラスマップを設定し、クラ

スマップキューイングモードを開始します。

switch(config)# class-map type
queuing match-any
{class-queuing-name |WORD}

ステップ 2   

WORDの一致は、キューイングポリシーの階層型ク
ラスマップを定義するために使用されます。引数

WORDは、Fシリーズモジュールでのみサポートさ
れます。

このキューによって照合されるCoS値の範囲を設定
します。値の範囲を指定するには、開始値と終了値

switch(config-cmap-que)#
match cos value-range

ステップ 3   

をハイフンでつなぎ、値どうしをカンマで区切りま

す。範囲は 0～ 7です。

他のキューの CoS値を変更するには、ス
テップ 2および 3を繰り返します。

（注）

ポリシーマップキューモードを終了し、グローバル

コンフィギュレーションモードを開始します。

switch(config-pmap-c-que)# exitステップ 4   

（任意）

設定済みのすべてのタイプキューイングのポリシー

マップ、または選択したタイプキューイングのポリ

シーマップについて、情報を表示します。

switch(config)# show
policy-map type queuing
[policy-map-name |
que-dynamic]

ステップ 5   

（任意）

実行中の設定をスタートアップコンフィギュレー

ションに保存します。

switch(config)# copy
running-config startup-config

ステップ 6   

DSCP のキューイングクラスマップの変更
システム定義のクラスマップによって照合されるDSCP値を変更できます。システム定義のクラ
スマップは、デフォルトの VDCからのみ変更できます。変更はただちに実行され、変更された
クラスマップを使用しているすべての VDC上のすべてのポートに適用されます。
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実行される変更を許可するには、DSCP-to-queueマッピングをイネーブルにする必要があります。
先に DSCP-to-queueマッピングをイネーブルにしていない場合は、hardware qos dscp-to-queue
ingressmodule typeコマンドを使用してDSCP-to-queueマッピングをイネーブルにすることができ
ます。

DSCPマッピングをディセーブルにするには、no hardware qos dscp-to-queue ingressコマンドを使
用します。

システム定義のクラスマップを変更すると、ただちに変更が行われます。そのため、変更さ

れたクラスマップを使用しているすべてのVDCでトラフィックが中断される可能性がありま
す。

（注）

デバイスでは、ユーザが他のキュー内で設定した DSCP値が自動的に変更されます。そのため、
DSCP値はそれぞれ、同じタイプのキュー内に 1回だけ出現します。

はじめる前に

デバイスのデフォルトの VDCにいることを確認します。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

switch# configure terminalステップ 1   

（任意）

指定したモジュールで dscp-to-queueマッピングをイ
ネーブルにします。

switch(config)# hardware qos
dscp-to-queue ingress module
type {all | f-series |m-series}

ステップ 2   

dscp-to-queueマッピングをイネーブルにしていない
場合は、hardware qos dscp-to-queue ingress module
typeコマンドを使用します。

タイプキューイングのクラスマップを設定し、ク

ラスマップキューイングモードを開始します。

switch(config)# class-map type
queuing match-any
class-queuing-name

ステップ 3   

このキューによって照合されるDSCP値の範囲を設
定します。値の範囲を指定するには、開始値と終了

switch(config-cmap-que)#match
dscp value-range

ステップ 4   

値をハイフンでつなぎ、値どうしをカンマ/スペース
で区切ります。指定できる範囲は 0～ 63です。

他のキューの DSCP値を変更するには、
ステップ 5および 6を繰り返します。

（注）

クラスマップキューモードを終了し、グローバル

コンフィギュレーションモードを開始します。

switch(config-cmap-que)# exitステップ 5   
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輻輳回避の設定

テールドロップまたはWREDの機能を使用して輻輳回避を設定できます。どちらの機能も、入
力および出力のポリシーマップで使用できます。

WREDおよびテールドロップを同じクラス内で設定することはできません。（注）

CoS 値によるテールドロップの設定
CoS値によるしきい値を設定することにより、入力キューおよび出力キューの両方でテールド
ロップを設定できます。しきい値を超えるパケットは、デバイスによってドロップされます。し

きい値は、キューで使用されるキューサイズまたはバッファメモリに基づいて指定できます。

8ポート、10ギガビットイーサネット I/Oモジュールを除き、入力 10ギガビットイーサネッ
トポートではキューサイズを設定することはできません。

（注）

ポリシーマップの適用先となるモジュールのタイプに対応した、システム定義のキュークラスを

使用します。表 6：システム定義のタイプキューイングクラスマップ, （21ページ）を参照し
てください。

WREDおよびテールドロップを同じクラス内で設定することはできません。（注）

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

switch# configure terminalステップ 1   

タイプキューイングのポリシーマップを設定し、指

定したポリシーマップ名のポリシーマップモードを

switch(config)# policy-map
type queuing [match-first]
{policy-map-name |
que-dynamic}

ステップ 2   

開始します。ポリシーマップ名は、最大 40文字の英
字、ハイフン、または下線文字を使用でき、大文字と

小文字が区別されます。

タイプキューイングのクラスマップを設定し、ポリ

シーマップクラスキューイングモードを開始しま

す。

switch(config)# class type
queuing class-queuing-name

ステップ 3   
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目的コマンドまたはアクション

キューで使用されるキューサイズまたはバッファメ

モリの割合に基づいて、テールドロップしきい値を割

switch(config-pmap-c-que)#
queue-limit cos value
{threshold [packets | bytes |

ステップ 4   

り当てます。指定したしきい値を超えるパケットは、
kbytes |mbytes |ms | us] |
percent percent_of_queuelimit} デバイスによってドロップされます。しきい値は、パ

ケット数、バイト数、または基になるインターフェイ

スで最低限保証されたリンクレートでの時間間隔で設

定できます。デフォルトのしきい値はパケット数で

す。サイズは 1～ 83886080です。時間間隔は 1～
83886080です。割合は 1～ 100です。

他の CoS値に対するテールドロップしきい
値を割り当てるには、ステップ 4を繰り返
します。

他のキュークラスに対するテールドロップ

しきい値を割り当てるには、ステップ 3～
5を繰り返します。

（注）

ポリシーマップキューモードを終了し、グローバル

コンフィギュレーションモードを開始します。

switch(config-pmap-c-que)# exitステップ 5   

（任意）

設定済みのすべてのタイプキューイングのポリシー

マップ、または選択したタイプキューイングのポリ

シーマップについて、情報を表示します。

switch(config)# show
policy-map type queuing
[policy-map-name |
que-dynamic]

ステップ 6   

（任意）

実行中の設定をスタートアップコンフィギュレーショ

ンに保存します。

switch(config)# copy
running-config startup-config

ステップ 7   

DSCP 値によるテールドロップの設定
DSCP値によるしきい値を設定することにより、入力キューのテールドロップを設定できます。
しきい値を超えるパケットは、デバイスによってドロップされます。しきい値は、キューで使用

されるキューサイズまたはバッファメモリに基づいて指定できます。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

switch# configure terminalステップ 1   
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目的コマンドまたはアクション

タイプキューイングのポリシーマップを設定し、

指定したポリシーマップ名のポリシーマップモー

ドを開始します。

switch(config)# policy-map type
queuing
{queuing-policy-map-name}

ステップ 2   

タイプキューイングのクラスマップを設定し、ポ

リシーマップクラスキューイングモードを開始し

ます。

switch(config)# class type
queuing class-queuing-name

ステップ 3   

キューで使用されるキューサイズまたはバッファ

メモリの割合に基づいて、テールドロップしきい

switch(config-pmap-c-que)#
queue-limit dscp value
{queue-size | percent
percent_of_queuelimit}

ステップ 4   

値を割り当てます。指定したしきい値を超えるパ

ケットは、デバイスによってドロップされます。

他の DSCP値に対するテールドロップしきい値を
割り当てるには、ステップ 4を繰り返します。

他の DSCPキュークラスに対するテールドロップ
しきい値を割り当てるには、ステップ 3～ 5を繰り
返します。

ポリシーマップキューモードを終了し、グローバ

ルコンフィギュレーションモードを開始します。

switch(config-pmap-c-que)# exitステップ 5   

（任意）

設定済みのすべてのタイプキューイングのポリシー

マップ、または選択したタイプキューイングのポ

リシーマップについて、情報を表示します。

switch(config)# show
policy-map type queuing
[policy-map-name

ステップ 6   

（任意）

実行中の設定をスタートアップコンフィギュレー

ションに保存します。

switch(config)# copy
running-config startup-config

ステップ 7   

COS 値による WRED の設定
WREDを設定する前に、CoS値が存在することを確認します（「COSのキューイングクラスマッ
プの変更」の項を参照）。

入力キューおよび出力キューの両方でWREDを設定し、最小および最大のパケットドロップしき
い値を設定できます。キューサイズが最小しきい値を超えるにつれて、ドロップされるパケット

の頻度が高くなります。最大しきい値を超えると、CoS値に対するすべてのパケットがドロップ
されます。
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8ポート、10ギガビットイーサネット I/Oモジュールを除き、入力 10ギガビットイーサネッ
トポートではWREDを設定することはできません。

（注）

WREDのしきい値は CoS値別に設定でき、特に設定しなかったすべての CoS値で単一のWRED
しきい値を使用するように設定できます。

WREDおよびテールドロップを同じクラス内で設定することはできません。（注）

ポリシーマップの適用先となるモジュールのタイプに対応した、システム定義のキュークラスを

使用します。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

switch# configure terminalステッ

プ 1   

タイプキューイングのポリシーマップを設定し、指

定したポリシーマップ名のポリシーマップモードを

switch(config)# policy-map type
queuing [match-first]
{policy-map-name | que-dynamic}

ステッ

プ 2   
開始します。ポリシーマップ名は、最大 40文字の英
字、ハイフン、または下線文字を使用でき、大文字と

小文字が区別されます。

タイプキューイングのクラスマップを設定し、ポリ

シーマップクラスキューイングモードを開始しま

す。

switch(config)# class type queuing
class-queuing-name

ステッ

プ 3   

CoS固有の random-detectコマンドによって設定され
ないすべての CoS値に対するWREDを設定します。

switch(config-pmap-c-que)#
random-detect cos-based
[aggregate [minimum-threshold]

ステッ

プ 4   
パケットをキューからドロップするのに使用する最小

{min-threshold [packets | bytes |
および最大のしきい値を指定できます。しきい値は、kbytes |mbytes |ms | us] | percent
パケット数、バイト数、または基になるインターフェmin-percent-of-qsize}
イスで最低限保証されたリンクレートでの時間間隔[maximum-threshold]
で設定するか、あるいはキューサイズの割合として{max-threshold [packets | bytes |
設定できます。最小および最大のしきい値は同じタkbytes |mbytes |ms | us] | percent

min-percent-of-qsize}] イプにする必要があります。集約引数を指定しない

場合は、集約WREDは設定されません。デフォルト
のしきい値はパケット数です。しきい値は 1～
83886080です。割合の範囲は 1～ 100です。

値をまったく指定せずにコマンドを入力す

る場合でも、このコマンドは必ず入力する

必要があります。

（注）
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目的コマンドまたはアクション

クラス内では random-detect cos-basedコマ
ンドを 1つだけ指定できます。

（注）

（任意）

特定のCoS値に対するWREDを設定します。パケッ
トをキューからドロップするのに使用する最小および

switch(config-pmap-c-que)#
random-detect {cos cos-list
[minimum-threshold]
{min-threshold [packets | bytes |

ステッ

プ 5   

最大のしきい値を指定できます。しきい値は、パケッkbytes |mbytes |ms | us] | percent
ト数、バイト数、または基になるインターフェイスでmin-percent-of-qsize}
最低限保証されたリンクレートでの時間間隔で設定[maximum-threshold]
するか、あるいはキューサイズの割合として設定で{max-threshold [packets | bytes |
きます。最小および最大のしきい値は同じタイプにkbytes |mbytes |ms | us] | percent

min-percent-of-qsize}} する必要があります。デフォルトのしきい値はパケッ

ト数です。しきい値は 1～ 83886080です。割合の範
囲は 1～ 100です。

任意：他の CoS値に対するWREDを設定するには、
ステップ 5を繰り返します。

任意：他のキューイングクラスに対するWREDを設
定するには、ステップ 3～ 6を繰り返します。

ポリシーマップキューモードを終了し、グローバル

コンフィギュレーションモードを開始します。

switch(config-pmap-c-que)# exitステッ

プ 6   

（任意）

設定済みのすべてのタイプキューイングのポリシー

マップ、または選択したタイプキューイングのポリ

シーマップについて、情報を表示します。

switch(config)# show policy-map
type queuing [policy-map-name |
que-dynamic]

ステッ

プ 7   

（任意）

実行中の設定をスタートアップコンフィギュレーショ

ンに保存します。

switch(config)# copy
running-config startup-config

ステッ

プ 8   

DSCP 値による WRED の設定
WREDを設定する前に、DSCP値が存在することを確認します（「DSCPのキューイングクラス
マップの変更」の項を参照）。

入力キューでWREDを設定し、最小および最大のパケットドロップしきい値を設定できます。
キューサイズが最小しきい値を超えるにつれて、ドロップされるパケットの頻度が高くなりま

す。最大しきい値を超えると、DSCP値に対するすべてのパケットがドロップされます。

8ポート、10ギガビットイーサネット I/Oモジュールを除き、入力 10ギガビットイーサネット
ポートではWREDを設定することはできません。
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WREDのしきい値はDSCP値別に設定でき、特に設定しなかったすべてのDSCP値で単一のWRED
しきい値を使用するように設定できます。

WREDおよびテールドロップを同じクラス内で設定することはできません。（注）

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

switch# configure terminalステッ

プ 1   

タイプキューイングのポリシーマップを設定し、指定

したポリシーマップ名のポリシーマップモードを開

switch(config)# policy-map type
queuing [match-first]
{policy-map-name | que-dynamic}

ステッ

プ 2   
始します。ポリシーマップ名は、最大40文字の英字、
ハイフン、または下線文字を使用でき、大文字と小文

字が区別されます。

タイプキューイングのクラスマップを設定し、ポリ

シーマップクラスキューイングモードを開始します。

switch(config)# class type
queuing class-queuing-name

ステッ

プ 3   

DSCP固有の random-detectコマンドによって設定され
ないすべてのDSCP値に対するWREDを設定します。

switch(config-pmap-c-que)#
random-detect dscp-based
[aggregate [minimum-threshold]

ステッ

プ 4   
パケットをキューからドロップするのに使用する最小

{min-threshold [packets | bytes |
および最大のしきい値を指定できます。しきい値は、kbytes |mbytes |ms | us] |
パケット数、バイト数、または基になるインターフェpercent min-percent-of-qsize}
イスで最低限保証されたリンクレートでの時間間隔で[maximum-threshold]
設定するか、あるいはキューサイズの割合として設定{max-threshold [packets | bytes |
できます。最小および最大のしきい値は同じタイプにkbytes |mbytes |ms | us] |

percent min-percent-of-qsize}] する必要があります。集約引数を指定しない場合は、

集約WREDは設定されません。デフォルトのしきい
値はパケット数です。しきい値は1～52428800です。
割合の範囲は 1～ 100です。

値をまったく指定せずにコマンドを入力する

場合でも、このコマンドは必ず入力する必要

があります。

（注）

クラス内では random-detect cos-basedコマ
ンドを 1つだけ指定できます。

（注）

（任意）

特定のDSCP値に対するWREDを設定します。パケッ
トをキューからドロップするのに使用する最小および

switch(config-pmap-c-que)#
random-detect {dscp dscp-value
[minimum-threshold]
{min-threshold [packets | bytes |

ステッ

プ 5   

最大のしきい値を指定できます。しきい値は、パケッkbytes |mbytes |ms | us] |
ト数、バイト数、または基になるインターフェイスでpercent min-percent-of-qsize}
最低限保証されたリンクレートでの時間間隔で設定す[maximum-threshold]
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目的コマンドまたはアクション

{max-threshold [packets | bytes |
kbytes |mbytes |ms | us] |
percent min-percent-of-qsize}}

るか、あるいはキューサイズの割合として設定できま

す。最小および最大のしきい値は同じタイプにする必

要があります。デフォルトのしきい値はパケット数で

す。しきい値は 1～ 52428800です。割合の範囲は 1
～ 100です。

任意：他のDSCP値に対するWREDを設定するには、
ステップ 5を繰り返します。

任意：他のDSCPキューイングクラスに対するWRED
を設定するには、ステップ 3～ 6を繰り返します。

ポリシーマップキューモードを終了し、グローバル

コンフィギュレーションモードを開始します。

switch(config-pmap-c-que)# exitステッ

プ 6   

輻輳管理の設定

次の輻輳管理方式のうちいずれか 1つだけをポリシーマップで設定できます。

• bandwidthおよび bandwidth remainingコマンドを使用して、最小のデータレートをキューに
割り当てる方式。

• priorityコマンドを使用して、トラフィックのクラスに対するすべてのデータをプライオリ
ティキューに割り当てる方式。bandwidthremainingコマンドを使用して、残りのトラフィッ
クを非プライオリティキュー間で分配できます。デフォルトでは、残りの帯域幅はシステ

ムによって非プライオリティキュー間で均等に分配されます。

• shapeコマンドを使用して、最大のデータレートをキューに割り当てる方式。

選択する輻輳管理機能に加えて、次のいずれかのキュー機能をポリシーマップの各クラスで設定

できます。

•キューサイズとキュー制限の使用に基づくテールドロップしきい値。詳細については、
「COS値によるテールドロップの設定」の項および「DSCP値によるテールドロップの設
定」の項を参照してください。

• CoSに基づく優先パケットのドロップに対するWRED。詳細については、「COS値による
WREDの設定」の項および「DSCP値によるWREDの設定」の項を参照してください。

帯域幅および帯域幅の残量の設定

入力キューおよび出力キューの両方で帯域幅および帯域幅の残量を設定して、インターフェイス

帯域幅の最小の割合をキューに割り当てることができます。ポリシーマップの適用先となるモ

ジュールのタイプに対応した、システム定義の入力または出力キュークラスを使用します。各モ
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ジュールタイプに対応したシステム定義の入力または出力キュークラスの一覧については、表

6：システム定義のタイプキューイングクラスマップ, （21ページ）を参照してください。

保証帯域幅が設定されている場合、プライオリティキューは同じポリシーマップでディセー

ブルにする必要があります。

（注）

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

switch# configure terminalステップ 1   

タイプキューイングのポリシーマップを設定し、

指定したポリシーマップ名のポリシーマップモー

switch(config)# policy-map type
queuing [match-first]
{policy-map-name | que-dynamic}

ステップ 2   

ドを開始します。ポリシーマップ名は、最大 40文
字の英字、ハイフン、または下線文字を使用でき、

大文字と小文字が区別されます。

タイプキューイングのクラスマップを設定し、ポ

リシーマップクラスキューイングモードを開始し

ます。

switch(config)# class type queuing
class-queuing-name

ステップ 3   

インターフェイス帯域幅の最小レートを出力キュー

に割り当てます。データレートをビットレート

switch(config-pmap-c-que)#
bandwidth {rate [bps | kbps |
mbps | gbps] | percent}

ステップ 4   

で、または基になるインターフェイスのリンクレー

トの割合として設定できます。デフォルトの単位• bandwidth remaining
percent percent
残りの帯域幅の割合をこの

キューに割り当てます。

範囲は 0～ 100です。

は kbpsです。データレートは 1～ 10,000,000,000
です。割合の範囲は 1～ 100です。

自動ネゴシエーションに設定されたインターフェイ

スに対しては、percentキーワードだけが使用でき
ます。

他のキューイングクラスに対する帯域幅および帯

域幅の残量を割り当てるには、ステップ 3～ 4を繰
り返します。

ポリシーマップキューモードを終了し、グローバ

ルコンフィギュレーションモードを開始します。

switch(config-pmap-c-que)# exitステップ 5   

（任意）

設定済みのすべてのタイプキューイングのポリシー

マップ、または選択したタイプキューイングのポ

リシーマップについて、情報を表示します。

switch(config)# show policy-map
type queuing [policy-map-name |
que-dynamic]

ステップ 6   
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目的コマンドまたはアクション

（任意）

実行中の設定をスタートアップコンフィギュレー

ションに保存します。

switch(config)# copy
running-config startup-config

ステップ 7   

プライオリティの設定

プライオリティを指定しない場合、システム定義の出力pqキューは標準キューと同様に動作しま
す。システム定義のタイプキューイングクラスマップについては、「モジュラ QoSコマンドラ
インインターフェイスの使用」を参照してください。

出力プライオリティキューで設定できるプライオリティのレベルは 1レベルだけです。ポリシー
マップの適用先となるモジュールのタイプに対応した、システム定義のプライオリティキューク

ラスを使用します。各モジュールタイプに対して使用可能なシステム定義のクラスマップの一

覧については、表 6：システム定義のタイプキューイングクラスマップ, （21ページ）を参照
してください。

非プライオリティキューについては、各キューに割り当てる残りの帯域幅の量を設定できます。

デフォルトでは、デバイスは残りの帯域幅を非プライオリティキューに均等に配分します。

プライオリティキューが設定されている場合、もう一方のキューは、同じポリシーマップで

残りの帯域幅しか使用できません。

（注）

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

switch# configure terminalステップ 1   

タイプキューイングのポリシーマップを設定し、

指定したポリシーマップ名のポリシーマップモー

switch(config)# policy-map type
queuing [match-first]
{policy-map-name |
que-dynamic}

ステップ 2   

ドを開始します。ポリシーマップ名は、最大 40文
字の英字、ハイフン、または下線文字を使用でき、

大文字と小文字が区別されます。

タイプキューイングのクラスマップを設定し、ポ

リシーマップクラスキューイングモードを開始し

switch(config-pmap-c-que)#
class type queuing
class-queuing-name

ステップ 3   

ます。システム定義のプライオリティキューのい

ずれかを選択する必要があります。
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目的コマンドまたはアクション

このキューをプライオリティキューとして選択しま

す。サポートされているプライオリティレベルは

1レベルだけです。

switch(config-pmap-c-que)#
priority [level value]

ステップ 4   

タイプキューイングのクラスマップを設定し、ポ

リシーマップクラスキューイングモードを開始し

switch(config-pmap-c-que)#
class type queuing
class-queuing-name

ステップ 5   

ます。残りの帯域幅を設定する非プライオリティ

キューを選択します。デフォルトでは、残りの帯域

幅はシステムによって非プライオリティキュー間で

均等に分配されます。

残りの帯域幅の割合をこのキューに割り当てます。

範囲は 0～ 100です。
switch(config-pmap-c-que)#
bandwidth remaining percent
percent

ステップ 6   

他の非プライオリティキューに対する帯域幅の残量

を割り当てるには、ステップ 5～ 6を繰り返しま
す。

ポリシーマップキューモードを終了し、グローバ

ルコンフィギュレーションモードを開始します。

switch(config-pmap-c-que)# exitステップ 7   

（任意）

設定済みのすべてのタイプキューイングのポリシー

マップ、または選択したタイプキューイングのポリ

シーマップについて、情報を表示します。

switch(config)# show
policy-map type queuing
[policy-map-name |
que-dynamic]

ステップ 8   

（任意）

実行中の設定をスタートアップコンフィギュレー

ションに保存します。

switch(config)# copy
running-config startup-config

ステップ 9   

シェーピングの設定

デバイスでは、シェイプレートが、100、50、33、25、12.5、6.25、3.13、または 1.07の割合
間隔のうち最も近い値に強制されます。

（注）

出力キューでシェーピングを設定し、出力キューで最大レートを強制することができます。ポリ

シーマップの適用先となるモジュールのタイプに対応した、システム定義の出力キュークラスを

使用します。各モジュールタイプに対して使用可能なシステム定義のクラスマップの一覧につ

いては、表 6：システム定義のタイプキューイングクラスマップ, （21ページ）を参照してく
ださい。
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キューのシェーピング設定は、同じポリシーマップ内でプライオリティや帯域幅に依存しま

せん。

（注）

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

switch# configure terminalステップ 1   

タイプキューイングのポリシーマップを設定し、指

定したポリシーマップ名のポリシーマップモードを

switch(config)# policy-map
type queuing [match-first]
{policy-map-name |
que-dynamic}

ステップ 2   

開始します。ポリシーマップ名は、最大 40文字の英
字、ハイフン、または下線文字を使用でき、大文字と

小文字が区別されます。

タイプキューイングのクラスマップを設定し、ポリ

シーマップクラスキューイングモードを開始しま

switch(config-pmap-c-que)#
class type queuing
class-queuing-name

ステップ 3   

す。システム定義のプライオリティキューのいずれ

かを選択する必要があります。

出力キューでの最大レートを割り当てます。データ

レートをビットレートで、または基になるインター

switch(config-pmap-c-que)#
shape [average] {rate [bps |
kbps |mbps | gbps] | percent
percent}

ステップ 4   

フェイスのリンクレートの割合として設定できます。

デフォルトのビットレートは bpsです。データレー
トは 8000 bps～ 10 Gbpsです。割合の範囲は 1～ 100
です。

自動ネゴシエーションに設定されたインター

フェイスに対しては、percentキーワードだ
けが使用できます。

（注）

他のキューイングクラスに対するシェーピングを設

定するには、ステップ 3～ 4を繰り返します。

ポリシーマップキューモードを終了し、グローバル

コンフィギュレーションモードを開始します。

switch(config-pmap-c-que)# exitステップ 5   

（任意）

設定済みのすべてのタイプキューイングのポリシー

マップ、または選択したタイプキューイングのポリ

シーマップについて、情報を表示します。

switch(config)# show
policy-map type queuing
[policy-map-name |
que-dynamic]

ステップ 6   

（任意）

実行中の設定をスタートアップコンフィギュレーショ

ンに保存します。

switch(config)# copy
running-config startup-config

ステップ 7   
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キュー制限の設定

入力キューおよび出力キューの両方でキュー制限を設定できます。キュー制限を超えるパケット

はすべて、デバイスによってドロップされます。ポリシーマップの適用先となるモジュールのタ

イプに対応した、システム定義のキュークラスを使用します。表6：システム定義のタイプキュー
イングクラスマップ, （21ページ）を参照してください。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

switch# configure terminalステップ 1   

タイプキューイングのポリシーマップを設定し、指

定したポリシーマップ名のポリシーマップモード

switch(config)# policy-map type
queuing [match-first]
{policy-map-name |
que-dynamic}

ステップ 2   

を開始します。ポリシーマップ名は、最大 40文字
の英字、ハイフン、または下線文字を使用でき、大

文字と小文字が区別されます。

タイプキューイングのクラスマップを設定し、ポリ

シーマップクラスキューイングモードを開始しま

switch(config-pmap-que)# class
type queuing
class-queuing-name

ステップ 3   

す。システム定義のプライオリティキューのいずれ

かを選択する必要があります。

キューで使用されるキューサイズまたはバッファメ

モリの割合に基づいて、キュー制限を割り当てます。

switch(config-pmap-c-que)#
queue-limit {threshold [packets
| bytes | kbytes |mbytes |ms |

ステップ 4   

指定したしきい値を超えるパケットはデバイスによっ
us] | percent
percent_of_queuelimit} てドロップされます。しきい値は、パケット数、バ

イト数、または基になるインターフェイスで最低限

保証されたリンクレートでの時間間隔で設定できま

す。デフォルトのしきい値はパケット数です。サイ

ズは 1～ 83886080です。時間間隔は 1～ 83886080
です。割合の範囲は 1～ 100です。

クラスマップキューモードを終了し、ポリシーマッ

プキューモードを開始します。

switch(config-pmap-c-que)# exitステップ 5   

ポリシーマップキューモードを終了し、グローバ

ルコンフィギュレーションモードを開始します。

switch(config-pmap-que)# exitステップ 6   
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目的コマンドまたはアクション

（任意）

設定済みのすべてのタイプキューイングのポリシー

マップ、または選択したタイプキューイングのポリ

シーマップについて、情報を表示します。

switch(config)# show
policy-map type queuing
[policy-map-name |
que-dynamic]

ステップ 7   

（任意）

実行中の設定をスタートアップコンフィギュレー

ションに保存します。

switch(config)# copy
running-config startup-config

ステップ 8   

DSCP to Queue マッピングのイネーブル化

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモー

ドを開始します。

switch# configure terminalステップ 1   

指定したモジュールでdscp-to-queueマッピ
ングをイネーブルにします。

switch(config)# hardware qos
dscp-to-queue ingress module type
{all | f-series |m-series }

ステップ 2   

（任意）

入力方向の dscp-to-queueマッピングのス
テータスに関する情報を表示します。

switch(config)# show hardware qos
dscp-to-queue ingress

ステップ 3   

（任意）

実行中の設定をスタートアップコンフィ

ギュレーションに保存します。

switch(config)# copy running-config
startup-config

ステップ 4   

キューイングおよびスケジューリングの設定の確認
キューイングおよびスケジューリングを設定するには、次の作業のいずれかを行います。
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目的コマンド

設定済みのすべてのタイプキューイングのクラ

スマップ、または選択したタイプキューイン

グのクラスマップについて、情報を表示しま

す。クラスキューイング名については、表6：
システム定義のタイプキューイングクラスマッ

プ, （21ページ）を参照してください。

show class-map type queuing[class-queuing-name]

設定済みのすべてのタイプキューイングのポリ

シーマップ、または選択したタイプキューイ

ングのポリシーマップについて、情報を表示し

ます。

show policy-map type queuing [policy-map-name
| que-dynamic]

システムの設定済みのすべてのポリシーマップ

に関する情報を表示します。

show policy-map system

指定されたインターフェイスに関するキューイ

ング情報を表示します。

show queuing interface ethernet
slot/port[.subinterface [module | summary]

これらのコマンド出力のフィールドの詳細については、『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS Virtual
Device Context Command Reference』を参照してください。

キューイングおよびスケジューリングの設定例

例：入力ポートの CoS 設定

入力ポートの CoS値を設定すると、指定したインターフェイスが非信頼になります。（注）

設定しようとしているポートタイプのデフォルトのキューを使用していることを確認してく

ださい。ポートタイプのデフォルトのキューについては、「モジュラQoSコマンドラインイ
ンターフェイスの使用」を参照してください。

（注）

次に、1ギガビットイーサネットポートで入力ポートの CoSを設定する例を示します。

configure terminal
policy-map type queuing untrusted_port_cos
class type queuing 2q4t-in-q-default
set cos 5

interface ethernet 2/1
service-policy type queuing input untrusted_port_cos

   Cisco Nexus 7000 シリーズ NX-OS Quality of Service コンフィギュレーションガイド
132

M シリーズ I/O モジュールのキューイングおよびスケジューリングの設定
キューイングおよびスケジューリングの設定例



次に、10ギガビットイーサネットポートで入力ポートの CoSを設定する例を示します。

configure terminal
policy-map type queuing untrusted_port_cos
class type queuing 8q2t-in-q-default
set cos 5

interface ethernet 2/1
service-policy type queuing input untrusted_port_cos

例：プライオリティおよびキュー制限の設定

次に、プライオリティおよびキュー制限の機能の設定例を示します。

configure terminal
class-map type queuing match-any 1p3q4t-out-pq1
match cos 5-7
class-map type queuing match-any 1p3q4t-out-q2
match cos 3-4
class-map type queuing match-any 1p3q4t-out-q3
match cos 0-2

policy-map type queuing priority_queue1
class type queue 1p3q4t-out-pq1
priority
class type queue 1p3q4t-out-q2
bandwidth remaining percent 60
queue-limit 1 mbytes
class type queue 1p3q4t-out-q3
bandwidth remaining percent 40
queue-limit 2 mbytes

例：シェーピングおよびテールドロップの設定

次に、シェーピングおよびテールドロップの機能の設定例を示します。

configure terminal
class-map type queuing match-any 1p3q4t-out-pq1
match cos 5-7
class-map type queuing match-any 1p3q4t-out-q2
match cos 3-4

policy-map type queuing shape_dt
class type queue 1p3q4t-out-pq1
shape percent 50
queue-limit cos 5 percent 10
queue-limit cos 6 percent 10
class type queue 1p3q4t-out-q2
shape percent 25
queue-limit cos 4 percent 15

pq1キューに対してpriorityキーワードを指定しない場合、そのキューはプライオリティキュー
ではなく標準キューと見なされます。

（注）
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例：帯域幅および WRED の設定
次に、COSキューに対する帯域幅およびWREDの機能の設定例を示します。

configure terminal
class-map type queuing match-any 1p3q4t-out-pq1
match cos 5-7
class-map type queuing match-any 1p3q4t-out-q2
match cos 3-4

policy-map type queuing bandwidth_wred
class type queuing 1p3q4t-out-pq1
bandwidth percent 50
random-detect cos-based
random-detect cos 5 minimum-threshold percent 10 maximum-threshold percent 30
random-detect cos 6 minimum-threshold percent 40 maximum-threshold percent 60
class type queuing 1p3q4t-out-q2
bandwidth percent 25
random-detect cos-based
random-detect cos 4 minimum-threshold percent 20 maximum-threshold percent 40

次に、DSCPキューに対する帯域幅およびWREDの機能の設定例を示します。

configure terminal
class-map type queuing match-any 8q2t-in-q1
match dscp 5-6
class-map type queuing match-any 8q2t-in-q2
match dscp 0-4

policy-map type queuing dscp_wred
class type queuing 8q2t-in-q1
bandwidth percent 50
random-detect dscp-based
random-detect dscp 5 minimum-threshold percent 10 maximum-threshold percent 30
random-detect dscp 6 minimum-threshold percent 40 maximum-threshold percent 60
class type queuing 8q2t-in-q2
bandwidth percent 25
random-detect dscp-based
random-detect dscp 4 minimum-threshold percent 20 maximum-threshold percent 40

例：DSCP-to-queue マッピングのステータスの確認
以下の show hardware qos dscp-to-queue ingressコマンドからの出力サンプルでは、Mシリーズモ
ジュールの入力方向でイネーブルな DSCP-to-queueマッピングのステータスを表示しています。

Switch# show hardware qos dscp-to-queue ingress

status: Enabled
module_type : m-series

キューイングおよびスケジューリングの機能履歴
以下の表に、このマニュアルで取り上げる新機能および変更された機能を要約し、各機能がサポー

トされているリリースを示します。ご使用のソフトウェアリリースで、本書で説明されるすべて

の機能がサポートされているとは限りません。最新の警告および機能情報については、https://
tools.cisco.com/bugsearch/のBug Search Toolおよびご使用のソフトウェアリリースのリリースノー
トを参照してください。
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表 33：キューイングおよびスケジューリングの機能履歴

機能情報リリース機能名

この機能が導入されました。6.2(2)DSCP to Queueマッピング

システム定義のキュータイプの表が更新

され、Cisco Nexus 7710スイッチおよび
Cisco Nexus 7718スイッチで 4q8qポリ
シーテンプレートの新しいシステム定義

のキュータイプが追加されました。

6.2(2)システム定義のキュータ

イプ

—5.1(1)リリース4.1(2)からの変更
はなし
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第 10 章

F シリーズ I/O モジュールのキューイングお
よびスケジューリングの設定

この章では、Cisco NX-OSデバイスの Fシリーズ I/OモジュールのQoSキューイングおよびスケ
ジューリング機能を設定する方法について説明します。

• 機能情報の確認, 137 ページ

• キューイングおよびスケジューリングについて, 138 ページ

• キューイングおよびスケジューリングの前提条件, 150 ページ

• 注意事項と制約事項, 150 ページ

• キューイングおよびスケジューリングの設定, 153 ページ

• キューイングおよびスケジューリングの設定の確認, 158 ページ

• Fシリーズモジュールのキューイングおよびスケジューリングの設定例, 159 ページ

• Fシリーズモジュールのキューイングおよびスケジューリングの機能履歴, 161 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースで、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされて

いるとは限りません。最新の警告および機能情報については、https://tools.cisco.com/bugsearch/の
Bug Search Toolおよびご使用のソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。
このモジュールに記載されている機能の詳細、および各機能がサポートされているリリースのリ

ストについては、「新規および変更された情報（New and Changed Information）」の章または以下
の「機能の履歴」表を参照してください。
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キューイングおよびスケジューリングについて
Fシリーズモジュールでは、キューイングポリシーは、ネットワーク qosポリシーと密接に関連
しています。アクティブ化された各ネットワーク qosポリシーの場合は、対応するデフォルトの
キューイングポリシーがシステムのターゲットに自動的に選択されます。入力方向では、2つま
たは 4つのキュー（バッファプール）がポリシーテンプレートに応じて形成されます。出方向
では、Cisco Nexus 7710スイッチおよび Cisco Nexus 7718スイッチを除く Cisco Nexus 7000シリー
ズデバイスで qosポリシーテンプレートに対する 4つの物理的なキューがあり、Ciscoリリース
6.2(2)以降では、8つの物理的なキューに対するサポートがあります。

デフォルトで適用されるシステムキューイングポリシーは、ポート単位で上書きできます。一

般に、ユーザ設定のキューイングポリシーは仮想デバイスコンテキスト（VDC）単位です。

入力キューイングは次の属性を決定します。

•キュー制限：サービスクラス（CoS）に割り当てられるバッファの量。

•帯域幅：データセンターブリッジング機能交換プロトコル（DCBXP）を使用してアドバタ
イズされるプライオリティグループ化と帯域割り当て。

• Cosのセット：信頼できないポートのデフォルト CoS（M1モジュールと同様）。

出力キューイングは次の属性を決定します。

•帯域幅：所定のキューおよびグループの差分加重ラウンドロビン（DWRR）。

•プライオリティレベル：キューのプライオリティレベル。

•形状：キューのシェーパー。

入力キューイング

1.25MBと一時停止が送信されてから送信中のフレームを吸収するための追加の 256KB（合計 1.5
MB）を有するポート入力バッファを仕切るには入力キューイングを使用します。このバッファ
は 8つの CoS値の間で仕切られます。パーティション数は、所定のネットワークで qosテンプ
レートに対して固定されています。着信CoS値は、各パーティションにマップされます。各バッ
ファのパーティションが入力キューと見なされます。

しきい値に達したときにポーズフレームまたは再開フレームが生成される上限しきい値と下限し

きい値があります。この要件は、no-drop CoSのみに適用できます。送信中のフレームは、一時
停止が生成された後にスキッドバッファにより吸収されます。フレーム数がスキッドバッファ

のしきい値を超えた場合、フレームはテールドロップされます。 drop eligibleフレーム、非DEフ
レーム、およびブリッジプロトコルデータユニット（BPDU）フレームに対しドロップのしきい
値が 3つあります。ドロップ CoSの場合は、上限と下限のしきい値は同じです。

デフォルトのポリシー入力キューは次のように作成されます。

•ドロップクラスごとに異なるキュー：
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ドロップキュー = 70%バッファ、no-dropキュー = 30%バッファ

•所定のドロップクラス内のプライオリティ CoSおよび非プライオリティ CoSによって異な
るキュー

非プライオリティキュー = 90%バッファ、プライオリティキュー = 10%バッファ

各ネットワークqosポリシーには、対応するデフォルトの入力キューイングポリシー（テンプレー
ト）があり、システムに自動的にアクティブ化されます。これには default-4q-8e-in-policy、
default-4q-7e-in-policy、default-4q-6e-in-policy、default-4q-4e-in-policy、default-8e-4q8q-in-policy、
default-7e-4q8q-in-policy、default-6e-4q8q-in-policy、default-4e-4q8q-in-policy、および
default-8e-4q4q-in-policyがあります。

以下の表では、入力キューイングの定義済みクラスマップ名（キュー名）について説明します。

表 34：入力キューイングに対する定義済みクラスマップ

入力クラスマップ名入力ポリシーマップ

2q4t-8e-in-q1および 2q4t-8e-in-q-defaultdefault-4q-8e-in-policy

4q4t-7e-in-q1、4q4t-7e-in-q-default、
4q4t-7e-in-q3、および 4q4t-7e-in-q4

default-4q-7e-in-policy

4q4t-6e-in-q1、4q4t-6e-in-q-default、
4q4t-6e-in-q3、および 4q4t-6e-in-q4

default-4q-6e-in-policy

4q4t-4e-in-q1、4q4t-4e-in-q-default、
4q4t-4e-in-q3、および 4q4t-4e-in-q4

default-4q-4e-in-policy

4q1t-8e-4q4q-in-q1、4q1t-8e-4q4q-in-q-default、
4q1t-8e-4q4q-in-q3、および 4q1t-8e-4q4q-in-q4

default-8e-4q4q-in-policy

8e-4q8q-in-q1、8e-4q8q-in-q-default、
8e-4q8q-in-q3、および 8e-4q8q-in-q4

default-8e-4q8q-in-policy（Cisco Nexus 7710/7718
スイッチでのみ）

c-7e-4q8q-drop-in、c-7e-4q8q-ndrop-in

7e-4q8q-in-q1、7e-4q8q-in-q-default、および
7e-4q8q-in-q3

7e-4q8q-in-q4

default-7e-4q8q-in-policy（Cisco Nexus 7710/7718
スイッチのみ）

• default-7e-4q8q-drop-in-policy

• default-7e-4q8q-ndrop-in-policy

c-6e-4q8q-drop-inおよび c-6e-4q8q-ndrop-in

6e-4q8q-in-q1および 6e-4q8q-in-q-default

6e-4q8q-in-q3および 6e-4q8q-in-q4

default-6e-4q8q-in-policy（Cisco Nexus 7710/7718
スイッチのみ）

• default-6e-4q8q-drop-in-policy

• default-6e-4q8q-ndrop-in-policy
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入力クラスマップ名入力ポリシーマップ

c-4e-4q8q-drop-inおよび c-4e-4q8q-ndrop-in

4e-4q8q-in-q1および 4e-4q8q-in-q-default

4e-4q8q-in-q3および 4e-4q8q-in-q4

default-4e-4q8q-in-policy（Cisco Nexus 7710/7718
スイッチのみ）

• default-4e-4q8q-drop-in-policy

• default-4e-4q8q-ndrop-in-policy

（注） •キューの命名規則はM1モジュールと同様です。また、キューイングクラスマップを参
照し、CoS to queueマップを変更するプロセスもまたM1モジュールと同様です。

•ポートがポートチャネルの一部になると、そのポートはポートチャネルのポリシーを継
承します。ポートがポートチャネルから移動と、デフォルトのシステムキューイング

ポリシーはそのポートでアクティブになります。

デフォルトでは、キューイングポリシーがプライオリティ CoS値（CoS 5～ 7）および非プライ
オリティCoS値（CoS 0～ 4）を異なる入力キュー（IVL）にマップします。入力キューへのCoS
のマッピングは、デフォルトの VDCから設定され、その設定はシステム全体に適用されます。
ネットワーク管理者のユーザロールは、CoSを IVLに変更するときに必要になります。

Cisco NX-OS 6.1リリース以降では、DSCP to IVLは、2q4t-8e-in-q1クラスマップおよび
2q4t-8e-in-q-defaultクラスマップによる match dscpコマンドを使用して、F2モジュール上で入力
方向にサポートされます。

CiscoNX-OS6.1(2)リリース以降では、DSCP to IVLはF2eモジュールを使用して IPv6でサポー
トされます。

（注）

match dscpコマンドのガイドラインは次のとおりです。

• match dscpコマンドは、関連付けられた少なくとも 1つのCoS値を持つキューにのみ適用可
能です。すべてのDSCP値がデフォルト以外の入力キューにマッピングされていない場合、
デフォルトキューには関連付けられた CoS値が必要です。

• DSCPキューイングは、ユーザがすべてのmatch dscpコマンドを（nomatchステートメント
を使用して）削除すると自動的に無効になります。

• match dscpコマンドが 2q4t-8e-in-q1クラスマップで使用され複数の DSCP値が設定される
と、残りの DSCP値はすべて、デフォルトキューに自動的にマッピングされます。
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DSCP to ingress queueがイネーブルの場合、
入力キュー選択はDSCP値に基づきます。た
だし、出力キュー選択はパケットのCoS値に
基づきます。 CoS値が存在しない場合、パ
ケットはすべてCoS 0として受け付けられま
す。

この動作をオーバーライドして出力キュー選

択に DSCPを使用するには、入力 QoSポリ
シーがDSCP値と一致し、set dscp valueコマ
ンドを使用してDSCPをクラスマップ上で一
致したDSCPと同じ値に設定するよう適用さ
れる必要があります。

CoS to ingress queueがイネーブルの場合、入
力キュー選択は CoS値に基づきます。出力
キュー選択は、非 IPパケットなどのパケッ
トの CoS値に基づきます。 CoS値が存在し
ない場合、パケットはすべてCoS 0として受
け付けられます。

ブリッジドトラフィック
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ポートタイプ Layer 3-to-Layer L3/SVIの場
合：DSCP-to-ingress queueがイネーブルの場
合、入力キュー選択はDSCPに基づきます。
ただし、入力ポートがレイヤ 3タイプの場
合、出力キュー選択は DSCP値に基づきま
す。

サブインターフェイスに対してCoS-to-ingress
queueがイネーブルの場合、入力キュー選択
は CoSに基づきます。ただし、入力ポート
がレイヤ3タイプ（サブインターフェイス）
の場合、パケットはルーティングされ

DSCP-to-egress queueが生じるため、出力
キュー選択は DSCP値に基づきます。

ポートタイプ Layer 2 SVI-to-SVI Layer 2の場
合：DSCP-to-ingress queueがイネーブルの場
合、入力キュー選択はDSCPに基づきます。
ただし、転送決定が CoS値を使用して出力
キューを取得するため、出力キュー選択は

CoS値（CoS値がない場合は 0）に基づきま
す。出力キュー選択にDSCP値を使用するに
は、タイプ QoSポリシーを適用して、DSCP
値を one-to-oneに変換するか one-to-oneに設
定します。

CoS-to-ingress queueがイネーブルの場合、入
力キュー選択は CoSに基づきます。転送決
定がCoS値を使用して出力キューを取得する
ため、出力キュー選択はCoS値（CoS値がな
い場合は0）に基づきます。出力キュー選択
にDSCP/CoS値を使用するには、タイプQoS
ポリシーを適用して、DSCP値を one-to-one
に変換するか one-to-oneに設定します。

プロキシモードのないルーティングされたト

ラフィック（ネイティブな Fシリーズモ
ジュール）
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DSCP-to-ingress queueがイネーブルの場合、
入力キュー選択はDSCPに基づきます。ただ
し、パケットはMシリーズモジュールでプ
ロキシルーティングされDSCP-to-egressqueue
が生じるため、出力キュー選択はDSCP値に
基づきます。

CoS-to-ingress queueがイネーブルの場合、入
力キュー選択はCoSに基づきます。ただし、
パケットはMシリーズモジュールでプロキ
シルーティングされ DSCP-to-egress queueが
生じるため、出力キュー選択はDSCP値に基
づきます。

プロキシモードでルーティングされたトラ

フィック（FシリーズモジュールとMシリー
ズモジュールの混合）

次の表に、特定の DSCP値を設定するために match dscpコマンドが 2q4t-8e-in-q1クラスマップで
使用される場合の例が含まれています。

説明コマンド

matchdscpコマンドによって設定された値は、
show runコマンドで表示されます。

class-map type queuing match-any 2q4t-8e-in-q1

match cos 5-7

match dscp 40-45

残りの DSCP値（0～ 39、46～ 63）はデフォ
ルトキューに自動的にマッピングされます。

デフォルトキューに関連付けられた値は、show
runコマンドで表示されません。これらの値は
ハードウェアで暗黙的にプログラムされます。

class-map type queuing match-any
2q4t-8e-in-q-default

match dscp 0-39,46-63.

特定の DSCP値がデフォルトキュー
（2q4t-8e-in-q-default）にマッピングされると、
残りのDSCP値は、デフォルトキューに自動的
にマッピングされます。

残りのDSCP値をすべてデフォルトキューに指
定するときの制約はありません。

matchdscpコマンドによって設定された値は、
show runコマンドで表示されます。

class-map type queuing match-any
2q4t-8e-in-q-default

match dscp 40-45
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説明コマンド

DSCP値（0～ 39、46～ 63）はデフォルト
キュー（2q4t-8e-in-q-default）に自動的にマッピ
ングされます。

デフォルトキューに関連付けられた値は、show
runコマンドで表示されません。これらの値は
ハードウェアで暗黙的にプログラムされます。

class-map type queuing match-any
2q4t-8e-in-q-default

match dscp 0-39,46-63

デフォルトのキューイングポリシーマップの変更は、フレームのドロップを招きかねない破

壊的な操作です。

（注）

各入力キューに帯域幅のパーセンテージを割り当てることができます。各キューおよび帯域幅の

CoS値（プライオリティグループ）は、DCBXPを使用してピアにリレーされます。

Enhanced Transmission Selection（ETS：プライオリティに基づいてキューのスケジューリングを指
定する）を実装して、非 8eネットワーク qosポリシーテンプレート内のドロップクラスおよび
no-dropクラスの両方を定義するとキューイングは階層的なパターンに従います。階層型キューイ
ングパターンでは、クラス内のキューは最初のレベルのバッファに対して設定され、キューイン

ググループ間のバッファは第 2レベルで設定されます。

入力キューのサイズ（バッファ）を調整するにはqueue-limitコマンドを使用します。キューに割
り当てられる全バッファの割合を定義できます。 queue-limitコマンドの詳細については、『Cisco
Nexus 7000 Series NX-OS Quality of Service Command Reference』を参照してください。

入力キューのトラフィッククラス（CoS）に割り当てられた帯域幅を制御するには bandwidthコ
マンドを使用します。入力キューのトラフィッククラスに割り当てられた帯域幅は、スイッチに

は影響しません。代わりに、ピアが送信するトラフィッククラス（CoS）の帯域幅の指標として
帯域幅情報をピアに送信します。 bandwidthコマンドの詳細については、『CiscoNexus 7000 Series
NX-OS Quality of Service Command Reference』を参照してください。

set cosコマンドは、デフォルトのキューで信頼できないポートを作成するためにデフォルトの
キューでのみ使用できます。

Cisco NXOS 6.2(2)リリース以降では、デフォルトの dscp値が Fシリーズモジュール上の次の 5
つのテンプレートすべてに提供されます。

• default-nq-4e-policy template 4e

• default-nq-6e-policy template 6e

• default-nq-7e-policy template 7e

• default-nq-8e-policy template 8e

• default-nq-8e-4q4q-policy template 8e-4q4q

次の表に、4qモードテンプレートに対するデフォルトの dscp値を示します。
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DSCP マップ値入力キュー

テンプレート：default-nq-4e-policy template 4e

0～ 394q4t-4e-in-q-default

40～ 634q4t-4e-in-q1

—4q4t-4e-in-q3

—4q4t-4e-in-q4

default-nq-6e-policy template 6e

0～ 394q4t-6e-in-q-default

40～ 634q4t-6e-in-q1

—4q4t-6e-in-q3

—4q4t-6e-in-q4

default-nq-7e-policy template 7e

0～ 154q4t-7e-in-q-default

40～ 634q4t-7e-in-q1

16～ 394q4t-7e-in-q3

4q4t-7e-in-q4

default-nq-8e-policy template 8e

0～ 392q4t-8e-4q4q-in-q-default

40～ 632q4t-8e-4q4q-in-q1

default-nq-8e-4q4q-policy template 8e-4q4q

0～ 154q1t-8e-4q4q-in-q-default

40～ 634q1t-8e-4q4q-in-q1

24～ 394q1t-8e-4q4q-in-q3

16～ 234q1t-8e-4q4q-in-q4
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同様に、デフォルトの dscp値は Cisco 7710/7718スイッチの入力キューにマッピングされます。

出力キューイング

ポートの出力キューからのトラフィックをスケジューリングする方法を決定するために出力キュー

イングを使用します。クラスマップ名はキューを表し、一致 CoSはそれらにマッピングされた
CoS値を表します。出力クラスマップを変更し、CoSを一致させ、目的の CoS-to-queueマッピン
グを達成できます。

CoSのリマッピングは、完全な Fシリーズ VDCのみでサポートされます。これは Fシリー
ズ/M1混合 VDCではサポートされません。

（注）

各出力ポートには、0.7 MBのバッファがあり、8つの CoS値に均等に分散されます。 CoSには、
約 0.1 MBのバッファがあります。

デフォルトのポリシー出力キューは次のように作成されます。

•ドロップ CoSおよび no-drop CoSは異なるキューにマッピングする必要があります。

•プライオリティ CoSは、完全優先（SP）キューにマッピングされます。すべての非プライ
オリティの CoS値は DWRRキューにマッピングされます。

•すべての非 8eテンプレートについては、第 2レベルのスケジューリングが使用されます。

（注） •出力キューのサイズは固定されており、ユーザは設定できません。

• Cisco Nexus 7710スイッチおよび Cisco Nexus 7718スイッチを除き、出力ポートには 4つ
のキューがあり、Ciscoリリース 6.2(2)以降では、8つのキュー（4q8qモード）に対する
サポートがあります。

各ネットワークqosポリシーには、対応するデフォルトの出力キューイングポリシー（テンプレー
ト）があり、システムに自動的にアクティブ化されます。これには default-4q-8e-out-policy、
default-4q-7e-out-policy、default-4q-6e-out-policy、default-4q-4e-out-policy、default-8e-4q8q-out-policy、
default-7e-4q8q-out-policy、default-6e-4q8q-out-policy、default-4e-4q8q-out-policyおよび
default-8e-4q4q-out-policyがあります。柔軟な出力キュー設定は、次のキュータイプに基づいてい
ます。1p7qlt-8e、1p7qlt-7e、1p3q1t-8e、1p3q1t-7e、2p2q1t-4e、2p6q1t-4e、3p1q1t-6e、および
3p5qlt-6e。

Cisco Nexus 7710スイッチおよび Cisco Nexus 7718スイッチの場合は、7e-4q8q、6e-4q8qおよび
4e-4q8qテンプレートで階層型スケジューリングパターンに従います。

以下の表では、出力キューイングの定義済みクラスマップ名（キュー名）について説明します。
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表 35：出力キューイングに対する定義済みクラスマップ

出力クラスマップ名出力ポリシー名

1p3q1t-8e-out-pq1、1p3q1t-8e-out-q2、
1p3q1t-8e-out-q3、および 1p3q1t-8e-out-q-default

default-4q-8e-out-policy

1p3q1t-7e-out-pq1、1p3q1t-7e-out-q2、
1p3q1t-7e-out-q3、および 1p3q1t-7e-out-q-default

default-4q-7e-out-policy

3p1q1t-6e-out-pq1、3p1q1t-6e-out-pq2、
3p1q1t-6e-out-pq3、および 3p1q1t-6e-out-q-default

default-4q-6e-out-policy

2p2q1t-4e-out-pq1、2p2q1t-4e-out-pq2、
2p2q1t-4e-out-q3、および 2p2q1t-4e-out-q-default

default-4q-4e-out-policy

1p3q1t-8e-4q4q-out-pq1、1p3q1t-8e-4q4q-out-q2、
1p3q1t-8e-4q4q-out-q3、および
1p3q1t-8e-4q4q-out-q-default

default-8e-4q4q-out-policy

8e-4q8q-out-q1（プライオリティキュー）、
8e-4q8q-out-q2、8e-4q8q-out-q3、8e-4q8q-out-q4、
8e-4q8q-out-q5、8e-4q8q-out-q6、8e-4q8q-out-q7、
および 8e-4q8q-out-q-default

default-8e-4q8q-out-policy（CiscoNexus 7710/7718
スイッチのみ）

c-7e-4q8q-drop-outおよび c-7e-4q8q-ndrop-out

7e-4q8q-out-q1（プライオリティキュー）、
7e-4q8q-out-q2、7e-4q8q-out-q3、7e-4q8q-out-q4、
7e-4q8q-out-q6、7e-4q8q-out-q7、および
7e-4q8q-out-q-default

7e-4q8q-out-q5

default-7e-4q8q-out-policy（CiscoNexus 7710/7718
スイッチのみ）

• default-7e-4q8q-drop-out-policy

• default-7e-4q8q-ndrop-out-policy

c-6e-4q8q-drop-outおよび c-6e-4q8q-ndrop-out

6e-4q8q-out-q1（プライオリティキュー）、
6e-4q8q-out-q2、6e-4q8q-out-q3、6e-4q8q-out-q6、
6e-4q8q-out-q7、および 6e-4q8q-out-q-default

6e-4q8q-out-q4（プライオリティキュー）およ
び 6e-4q8q-out-q5（プライオリティキュー）

default-6e-4q8q-out-policy（CiscoNexus 7710/7718
スイッチのみ）

• default-6e-4q8q-drop-out-policy

• default-6e-4q8q-ndrop-out-policy
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出力クラスマップ名出力ポリシー名

c-4e-4q8q-drop-outおよび c-4e-4q8q-ndrop-out

4e-4q8q-out-q1（プライオリティキュー）、
4e-4q8q-out-q2、4e-4q8q-out-q3、および
4e-4q8q-out-q-default 4e-4q8q-out-q4（プライオリ
ティキュー）、4e-4q8q-out-q5、および

4e-4q8q-out-q6、4e-4q8q-out-q7

default-4e-4q8q-out-policy（CiscoNexus 7710/7718
スイッチのみ）

• default-4e-4q8q-drop-out-policy

• default-4e-4q8q-ndrop-out-policy

入力 CoS to queueマップに関係なく、match cosコマンドを使用して出力 CoS to queueマップを変
更して、目的の CoS to queueマッピングを設定することができます。

出力キューは、両方のドロップクラスが存在する場合、階層型スケジューリングパターンに従い

ます。詳細については、「入力キューイング」の項を参照してください。所定のネットワーク

qosテンプレートの場合、出力キューイングの設定（DWRRキューの数、プライオリティキュー
の数およびスケジューリング階層）は固定されます。所定ポートに対する帯域幅の割合、プライ

オリティレベルおよびシェーパーを変更できます。

出力キュー（トラフィッククラス）に割り当てられた帯域幅を制御するには bandwidthコマンド
を使用します。 bandwidthコマンドの詳細については、『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS Quality of
Service Command Reference』を参照してください。

帯域幅とプライオリティは、クラスマップ（キュー）で相互に排他的です。（注）

トラフィックのあるクラスが他のクラスに対して低遅延要件を持つように指定するには priority
コマンドを使用します。トラフィックキューへのプライオリティレベルを高または低に設定で

きます。完全優先サービスモデルの複数のレベルを定義するにはpriorityコマンドを使用します。
priorityコマンドの詳細については、『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS Quality of Service Command
Reference』を参照してください。

シェーパーはパーセント値で設定でき、任意のキューでイネーブルにできます。トラフィックの

クラスが最大レートを持ち、発信トラフィックがスムーズな出力レートを持つように指定するに

はshapeコマンドを使用します。スムーズな出力レートを達成するために、超過パケットがキュー
に保持され、後で送信される予定です。 shapeコマンドの詳細については、『Cisco Nexus 7000
Series NX-OS Quality of Service Command Reference』を参照してください。

シェーパーは、プロファイルに適合しない超過トラフィックをバッファ内にキューイングする

ことでフローをシェーピングしてそのトラフィックを遅らせます。

（注）
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F3 シリーズモジュールでの共有バッファキューイング

この機能は、F3シリーズモジュールでのみ使用できます。他のモジュールで共有バッファ
キューイングを設定しようとすると、スイッチはエラーを返します。

（注）

Cisco NX-OSリリース 6.2(10)から、QoSバッファを専用バッファと共有バッファに分割できま
す。 CoS値に基づいた専用バッファのみがある場合、他のキューの一部に関連付けられたメモリ
がアイドル状態であるにもかかわらず、1つのキューのトラフィックが非常に多量になる場合が
あります。共有バッファプールはこの問題に対処します。共有バッファはポートグループのポー

ト間にあります。

共有バッファキューイングはデフォルトではディセーブルです。

この機能をイネーブルにする場合、特定のモジュールごとにイネーブルにします。共有バッファ

キューイングをイネーブルにすると、デフォルトでは、指定されたモジュールが 50:50になるよ
うに、そのキューは専用と共有のバッファプールに均等に分割されます。専用バッファプール

は、これまでどおりに常に機能し続けます。

次に、別の比率を使用する場合、コマンドラインインターフェース（CLI）を使用して、指定さ
れたモジュールでのポートグループあたりの比率を変更します。最初に、特定のモジュールに対

するポートグループを指定し、続いて、そのポートグループのデフォルトのキュー制限の比率を

変更できます。そのモジュールでの別のポートグループに対するデフォルトのキュー制限の比率

を変更する場合は、ポートグループごとに別々にコマンドを入力する必要があります。

最後に、指定したポートグループにカスタムキューイングポリシーを適用できます。

グローバルレベルの共有バッファキューイングがディセーブルの場合、そのVDCでのすべて
のポートグループの共有バッファはディセーブルです。グローバルレベルがイネーブルの場

合、VDCでのすべてのポートグループはイネーブルです。

（注）

共有バッファキューイングは、物理インターフェイスのポートグループにのみ適用されます。

ポートグループでの共有バッファキューイングは、ポートチャネルでのメンバーシップとは関

係ありません。したがって、ポートチャネルのメンバーは、異なる共有バッファキューイング

を設定している場合があります。

コマンドは、動作している VDCでのポートにのみ適用されます。この VDCからポートグルー
プを移動すると、共有バッファキューイング機能はデフォルトのディセーブル状態に戻ります。

ポートグループを VDCに移動すると、ポートグループは、その VDCのグローバルな共有バッ
ファの設定を前提とします（たとえば、共有バッファがVDCでイネーブルの場合、新たに移動し
たポートグループに対してもイネーブルです）。最後に、この機能がイネーブルな VDCからす
べてのポートグループが削除される場合、ポートのないそのVDCに対する共有バッファはデフォ
ルトのディセーブル状態に戻ります。

共有バッファをイネーブルにすると、共有バッファプールは、デフォルトの入力キューイングポ

リシーで、アクティブなテンプレートを使用して設定されます。テンプレートを変更すると、共
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有バッファの設定は、この機能を直前に設定したまま、イネーブルまたはディセーブルのいずれ

かで残ります。次に、共有バッファは、新しいテンプレートの入力キューイングポリシーに基づ

いて再設定されます。ユーザ定義ポリシーがポートグループに付加されていない場合、デフォル

トの同じ入力キューイングポリシーが、専用バッファプールと同様に、共有バッファプールに

適用されます。

ポートグループにユーザ定義ポリシーが付加されている場合、テンプレートは変更できませ

ん。テンプレートを変更するには、最初にポートグループからすべてのユーザ定義キューイ

ングポリシーを削除する必要があります。

（注）

共有バッファキューイングをイネーブルにし、設定する場合、共有バッファプールは専用バッ

ファキューの前に使用されます。必要なドロップされたパケットは専用バッファプールから取

得され、一時停止は専用バッファプールから常に考慮されます。

cos2qマップおよび dscp2マップの適用範囲はグローバルです。共有バッファプールには同じ
マップが適用されます。

（注）

キューイングおよびスケジューリングの前提条件
キューイングおよびスケジューリングの前提条件は、次のとおりです。

•「モジュラ QoSコマンドラインインターフェイスの使用」に精通している。

•スイッチにログインしている。

•正しい VDC内にいる。 VDCは、一連のシステムリソースを論理的に表現する用語です。
switchto vdcコマンドでは VDC番号を指定できます。

注意事項と制約事項
Fシリーズモジュールのキューイングおよびスケジューリングの設定に関する注意事項および制
約事項は、次のとおりです。

•アクティブ化しているキューイングポリシーは、システムネットワークqosポリシーと一致
している必要があります。

•デフォルトのキューイングポリシーは、システムターゲット（すべてのFシリーズモジュー
ルポートを含む）に付随しています。それは、default-in-policyが各ポートに単独で付随して
いるM1シリーズの設定とは異なっています。

•所定のポートに付随するキューイングポリシーは、そのポートのシステムキューイングポ
リシーを上書きします。
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•出力キューへの DSCP選択の DSCP値 2～ 7は、CoS 2～ 7の値と同じに設定されます。こ
の設定を変更するには、タイプQoSポリシーにアクセスし、set cosコマンドを使用して、選
択した出力キューを変更します（アクセス、トランク、ルーテッドなどのすべてのタイプの

インターフェイスに適用可能）。

• VLAN設定での出力ポリシーは、CoSでの set matchをサポートしません。

• VLAN設定での出力ポリシーは、QoSグループまたは廃棄クラスの setをサポートしません。

• Fシリーズモジュールは、QoSポリシーの次のコマンドをサポートしていません。

◦ set discard-classまたは match discard-class

◦ set qos-groupまたは match qos-group

• Fシリーズモジュールは、入力キューイングポリシーのWREDをサポートしていません。

• F2モジュールは、M1モジュールもスイッチにインストールされている場合は、CoS-to-queue
マッピングの変更をサポートしません。

• FシリーズモジュールとM2モジュールはプライオリティキューのシェーピングをサポート
します。M1モジュールはプライオリティキューのシェーピングをサポートしません。

• FシリーズモジュールとM2モジュールはプライオリティキューのシェーピングをサポート
します。M1モジュールはプライオリティキューのシェーピングをサポートしません。

• 4つの入力バッファをサポートする default-nq-8e-4q4q-policyテンプレートについては、以下
を参照してください。

◦ default-nq-8e-4q4q-policyテンプレートは、F2モジュールのみでサポートされます。

◦ F1モジュールがオンラインの場合、default-nq-8e-4q4q-policyテンプレートは、システム
qosに付加できません。

◦ default-nq-8e-4q4q-policyテンプレートがシステムqosに付加されている場合、F1モジュー
ルはオンラインになることができます。ただし、F1モジュールのすべてのインターフェ
イスは、対応する VDCの未割り当てプールになります。

◦ソフトウェアのダウングレードを無停止にするには、ソフトウェアのダウングレード前
に以下を行う必要があります。

◦すべてのユーザ定義およびクローンの8e-4q4qテンプレートキューイングポリシー
を、各 VDCですべてのインターフェイスから手動で削除する必要があります。

◦ default-nq-8e-4q4q-policyまたはユーザ定義/クローンの 8e-4q4qテンプレートネッ
トワーク qosポリシーを、システム qosから削除する必要があります。

◦すべてのユーザ定義およびクローンの 8e-4q4qテンプレートネットワーク qosポリ
シーを、デフォルト VDCから手動で削除する必要があります。

◦すべてのユーザ定義の 8e-4q4qテンプレートキューイングポリシーをすべての
VDCから手動で削除する必要があります。
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◦デフォルトのVDCで clear qos policies 8e-4q4qコマンドを使用して、デフォルトの
8e-4q4qテンプレートポリシーをクリアします。このコマンドは 8e-4q4qテンプ
レートポリシーの PPF（ポリシー伝搬機能）ノードをクリアします。

◦ clear qos policies 8e-4q4qコマンドの実行後、インサービスソフトウェアダウング
レード（ISSD）を実行する必要があります。 ISSDが実行されないと、予期せぬ結
果が発生する可能性があります。

◦ clear qos policies 8e-4q4qコマンドは、デフォルトの VDCでのみサポートされます。デ
フォルトの VDCでこのコマンドを使用すると、デフォルト以外の VDCで 8e-4q4q
policy-mapsをクリアすることもできます。

◦ F2モジュールをリロードすると、すべてのクリアされたデフォルトの 8e-4q4qテンプ
レート関連ポリシーマップが clear qos policies 8e-4q4qコマンドを使用して稼働します。

◦デフォルトの 8e-4q4q-policyテンプレートは、ソフトウェアアップグレードが完了する
と公開されます。

• Cisco 7710/7718スイッチと、これらのスイッチで 8つの出力キューをサポートする 4つのデ
フォルトの 4p8qポリシーテンプレートについては以下を参照してください。

◦デフォルトの 4q8qポリシーテンプレートは、Cisco Nexus 7710スイッチおよび Cisco
Nexus 7718スイッチでのみサポートされ、デフォルトでイネーブルになっています。

◦デフォルトの4q8qポリシーテンプレートは、F2eモジュールでのみサポートされます。

◦ DSCPキューイングは、Cisco Nexus 7710/7718スイッチ上でデフォルトでイネーブルに
なっています。スイッチ上で DSCPキューイングをディセーブルにするには、no
hardware qos dscp-to-queueコマンドを使用する必要があります。 hardware qos
dscp-to-queue command module type commandコマンドを使用して、DSCPキューイン
グを再度イネーブルにすることができます。

• match dscpコマンドについては以下の情報を参照してください。

◦ 8Eテンプレートに対する F2モジュールの入力キューのみをサポートします。（これ
は、出力キュー、M1キュー、またはファブリック qosキューをサポートしません）。

◦ CoS値の使用に対する制約なしで、関連付けられた少なくとも 1つのCoS値を持つ入力
キューのみをサポートします。

◦ユーザ定義のクラスマップで使用できません。

◦ユーザコンフィギュレーションセッションでは使用できません。

◦ ISSDに対してディセーブルにしなければなりません（ディセーブルにされていない場
合、ISSDは停止します）。

◦ DSCP to IVLマッピングは、デフォルトでディセーブルになっています。

◦ queue-limitコマンドは、CoS値または DSCP値に基づいて指定できません。設定され
た queue-limitのサイズは DSCP値および CoS値の両方に適用されます。

   Cisco Nexus 7000 シリーズ NX-OS Quality of Service コンフィギュレーションガイド
152

F シリーズ I/O モジュールのキューイングおよびスケジューリングの設定
注意事項と制約事項



◦どれくらいのパケットがDSCPまたはCoSで一致したかを区別するために、追加統計情
報は生成されません。

◦ DSCP to IVLがイネーブルの場合、インターフェイスはDSCP値を IPパケットに対し信
頼できる値として使用し、CoS値は、非 IPパケットに対して信頼されます。

◦ DSCP to IVLマッピングは、Cisco Nexus 7710/7718スイッチでデフォルトでイネーブル
になっています。DSCP to IVLマッピングをディセーブルにするには、no hardware qos
dscp-to-queueコマンドを使用する必要があります。

◦ FabricPathインターフェイスの DSCP to IVLマッピングはサポートされません。

◦ IPv6パケットの DSCP to IVLマッピングはサポートされません。

◦ DSCP to IVLマッピングの変更は中断を伴う操作で、BFD/ルーティングプロトコルがフ
ラップする場合があります。

•ポートグループのポート間での共有バッファキューイングは、F3シリーズモジュールでの
み使用可能です。

•ブレークアウトポートは共有バッファをサポートしません。

• M1、M2、F1、F2、および F2eモジュールは共有バッファをサポートしません。

•ユーザ定義ポリシーが付加されたポートチャネルのポートでは、この同じユーザ定義ポリ
シーがポートグループに付加されていることが必要です。

•ユーザ定義ポリシーマップがポートグループに付加されている場合、set cosおよびbandwidth
コマンドはそのポートグループに適用されません。

•共有バッファキューイングは FEX Hifポートに適用されません。

キューイングおよびスケジューリングの設定
キューイングおよびスケジューリングを設定するには、インターフェイスの一方のトラフィック

方向に適用する、タイプキューイングのポリシーマップを作成します。これらの方法の 1つに
従ってキューイングポリシーを設定できます。

•定義済みポリシーのコピー：キューイングポリシーのテンプレートをコピーし、必要に応じ
て変更できます。

入力または出力キューイングポリシーをコピーする場合、階層型キューイン

グポリシーに関する内部ポリシーもコピーしています。コピーをすると、

defaultと policyのサブストリングが排除されるため、デフォルトポリシー名
が短くなります。

（注）

•ユーザ定義のポリシー：システム定義のキューイングポリシーテンプレートの 1つに準拠
するキューイングポリシーを作成できます。
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ポリシーマップおよびクラスマップについては、「モジュラ QoSコマンドラインインターフェ
イスの使用」を参照してください。

入力キューイングポリシーの設定

入力キューイングポリシーを変更できるのは、ポートがシステムデフォルトから継承したデフォ

ルトのポリシーを変更する場合のみです。

手順

目的コマンドまたはアクション

システム定義のキューイングポリシーをコピー

し、プレフィックスまたはサフィックス付きの名

前に変更します。

switch# qos copy policy type
queuing default-4q-8e-in-policy
{prefix prefix | suffix suffix}

ステップ 1   

（任意）

コピーして名前を変更したキューイングポリシー

を表示します。

switch# show policy-map type
queuing [policy-map-name]

ステップ 2   

グローバルコンフィギュレーションモードを開

始します。

switch# configure terminalステップ 3   

タイプキューイングのポリシーマップを設定し、

指定したポリシーマップ名のポリシーマップモー

switch(config)# policy-map type
queuing [policy-map-name]

ステップ 4   

ドを開始します。ポリシーマップ名には、最大

40文字の英字、ハイフン、またはアンダースコ
アを使用でき、大文字と小文字が区別されます。

タイプキューイングのクラスマップを設定し、

ポリシーマップクラスキューイングモードを開

始します。

switch(config)# class type
queuing [2q4t-8e-in-q-default |
2q4t-8e-in-q1]

ステップ 5   

キューにキュー制限を設定します。範囲は 1～
100です。

switch(config)# queue-limit
percent [1-100]

ステップ 6   

ポリシー内のすべてのキューに対する

キュー制限の合計が 100を超えること
はできません。

（注）

この例では、キュー制限が 2q4t-8e-in-q-defaultで
は 40 %、2q4t-8e-in-q1では 60 %に設定されてい
ます。

ピアとのやり取りのためキューにマッピングされ

た CoS値に帯域幅を割り当てます。範囲は 1～
100です。

switch(config-pmap-c-que)#
bandwidth percent [1-100]

ステップ 7   
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目的コマンドまたはアクション

ポリシーマップキューモードを終了し、コン

フィギュレーションモードを開始します。

switch(config-pmap-c-que)# exitステップ 8   

ポリシーをインターフェイスに適用します。switch(config)# service-policy
type queuing input
[policy-map-name]

ステップ 9   

（任意）

設定済みのすべてのタイプキューイングのポリ

シーマップ、または選択したタイプキューイン

switch(config)# show policy-map
type queuing [policy-map-name]

ステップ 10   

グのポリシーマップについて、情報を表示しま

す。

（任意）

イーサネットインターフェイスのサービスポリ

シーに関する情報を表示します。

switch(config)# show policy-map
interface ethernet [slot/port]

ステップ 11   

出力キューイングポリシーの設定

手順

目的コマンドまたはアクション

システム定義のキューイングポリシーをコピー

し、プレフィックスまたはサフィックス付きの

名前に変更します。

switch# qos copy policy type
queuing default-4q-8e-in-policy
{prefix prefix | suffix suffix}

ステップ 1   

（任意）

コピーして名前を変更したキューイングポリ

シーを表示します。

switch# show policy-map type
queuing [policy-map-name]

ステップ 2   

グローバルコンフィギュレーションモードを開

始します。

switch# configure terminalステップ 3   

タイプキューイングのポリシーマップを設定

し、指定したポリシーマップ名のポリシーマッ

switch(config)# policy-map type
queuing [policy-map-name]

ステップ 4   

プモードを開始します。ポリシーマップ名に

は、最大40文字の英字、ハイフン、またはアン
ダースコアを使用でき、大文字と小文字が区別

されます。
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目的コマンドまたはアクション

タイプキューイングのクラスマップを設定し、

ポリシーマップクラスキューイングモードを

開始します。

switch(config)# class type queuing
[1p3q1t-8e-out-pq1 |
1p3q1t-8e-out-q-default |
1p3q1t-8e-out-q2 |
1p3q1t-8e-out-q3]

ステップ 5   

指定した値にすべての入力パケットの帯域幅を

割り当てます。範囲は 1～ 100です。また、
switch(config-pmap-c-que)#
bandwidth percent [1-100]

ステップ 6   

Gbps、Mbps、Kbpsの絶対値を指定することも
できます。

トラフィックキューのプライオリティレベルを

マークします。最高優先度の場合はスタンド 1
つ、最低優先度の場合はスタンド 2つです。

switch(config-cmap-que)# priority
level {1 | 2}

ステップ 7   

キューからのトラフィックレートを構築しま

す。範囲は 80000ビット/秒～ 10ギガバイト/秒
です。

switch(config-cmap-que)# shape
[average | percent {1-100}]

ステップ 8   

ポリシーマップキューモードを終了し、コン

フィギュレーションモードを開始します。

switch(config-pmap-que)# exitステップ 9   

ポリシーをインターフェイスに適用します。switch(config)# service-policy type
queuing input [policy-map-name]

ステップ 10   

（任意）

設定済みのすべてのタイプキューイングのポリ

シーマップ、または選択したタイプキューイン

switch(config)# show policy-map
type queuing [policy-map-name]

ステップ 11   

グのポリシーマップについて、情報を表示しま

す。

DSCP to Queue マッピングのイネーブル化

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモー

ドを開始します。

switch# configure terminalステップ 1   

指定したモジュールで dscp-to-queueマッピ
ングをイネーブルにします。

switch(config)# hardware qos
dscp-to-queue ingress module type
{all | f-series |m-series}

ステップ 2   
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目的コマンドまたはアクション

（任意）

入力方向の dscp-to-queueマッピングのス
テータスに関する情報を表示します。

switch(config)# show hardware qos
dscp-to-queue ingress

ステップ 3   

（任意）

実行中の設定をスタートアップコンフィ

ギュレーションに保存します。

switch(config)# copy running-config
startup-config

ステップ 4   

共有バッファキューイングの設定

共有バッファキューイングはモジュールごとにイネーブルまたはディセーブルにします。次に

ポートグループを指定して、専用プールと共有プールの 50:50のデフォルトのキュー制限の比率
を変更します。

共有バッファキューイングなしがデフォルト値です。

このコマンドは、F3シリーズモジュールにのみ適用されます。（注）

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

switch# configure terminalステップ 1   

指定したモジュールに対して共有バッファキューイ

ングをイネーブルにします。このコマンドは、専用

switch(config)# hardware qos
shared-buffer module
module-number

ステップ 2   

キューと共有キューに対して、50:50のデフォルトの
比率で共有バッファキューイングをイネーブルにし

ます。

共有バッファキューイングのデフォルト値はディ

セーブルになります。

指定したモジュールで共有バッファキューイングを

ディセーブルにするには、このコマンドのno形式を
使用します。

（任意）

モジュールで指定したポートグループの設定を入力

します。デフォルトのキュー制限の比率を変更する

switch(config)# hardware
module module-number
port-group port-group-number

ステップ 3   
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目的コマンドまたはアクション

場合、指定したモジュールでポートグループごとに

行います。

（任意）

指定したポートグループの共有バッファキューに対

して、キュー制限を設定します。指定できる範囲は

10～ 80%です。

switch(config-port-group)# qos
shared-buffer queue-limit
percent

ステップ 4   

ポリシー内のすべてのキューに対する

キュー制限の合計が100を超えることはで
きません。

（注）

（任意）

ポートグループの共有バッファキューイングに関す

る情報を表示します。

switch(config)# show
policy-map module
module-number port-group
port-group-number

ステップ 5   

（任意）

実行中の設定をスタートアップコンフィギュレー

ションに保存します。

switch(config)# copy
running-config startup-config

ステップ 6   

キューイングおよびスケジューリングの設定の確認
キューイングポリシーの設定を表示するには、次の作業のいずれかを行います。

showコマンドは、アクティブなテンプレートに対応するデフォルトのポリシーのみを表示し
ます。

（注）

目的コマンド

キューイングポリシーがモジュールに正しく適

用されているかどうかに関する情報を表示しま

す。

show queuing interface ethernet

設定済みのすべてのタイプキューイングのクラ

スマップ、または選択したタイプキューイン

グのクラスマップについて、情報を表示しま

す。

show class-map type queuing
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目的コマンド

設定済みのすべてのタイプキューイングのポリ

シーマップ、または選択したタイプキューイ

ングのポリシーマップについて、情報を表示し

ます。

show policy-map type queuing

システムで現在有効なネットワーク qosおよび
キューイングポリシーマップに関する情報を表

示します。

show policy-map system

DSCPキューイングのステータスを示します。show hardware qos dscp-to-queue

共有バッファキューイングがイネーブルにさ

れ、適用されている場合に、共有バッファ

キューイングの状態を表示します。

show policy map interface ethernet module/slot
shared

選択したポートグループのポリシーマップ情

報を表示します。

show policy-map module x port-group y

ネットワーク qosテンプレートを変更する場合は、Fシリーズモジュールインターフェイスに単
独で付加されたキューイングポリシーを削除する必要があります。それは、キューイングポリ

シーが新しいネットワーク qosテンプレートと矛盾するためです。

これらのコマンド出力のフィールドの詳細については、『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS Virtual
Device Context Command Reference』を参照してください。

F シリーズモジュールのキューイングおよびスケジュー
リングの設定例

例：入力キューイングポリシー設定

次に、入力キューイングポリシーを設定する例を示します。

policy-map type queuing p-4que-7e-drop-in
class type queuing 4q4t-7e-in-q1
queue-limit percent 45
bandwidth percent 25
class type queuing 4q4t-7e-in-q2
queue-limit percent 10
bandwidth percent 25
class type queuing 4q4t-7e-in-q3
queue-limit percent 45
bandwidth percent 25

policy-map type queuing p-4que-7e-ndrop-in
class type queuing 4q4t-7e-in-q4
queue-limit percent 100
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bandwidth percent 25
policy-map type queuing p-4que-7e-in
class type queuing c-4q-7e-drop-in
service-policy type queuing p-4que-7e-drop-in
queue-limit percent 70
class type queuing c-4q-7e-drop-in
service-policy type queuing p-4que-7e-ndrop-in
queue-limit percent 30

例：出力キューイングポリシー設定

次に、出力キューイングポリシーを設定する例を示します。

policy-map type queuing p-4que-6e-drop-out
class type queuing 1q3p1t-6e-out-pq1
priority level 1
shape average percent 50
class type queuing 1q3p1t-6e-out-q4
bandwidth remaining percent 100

policy-map type queuing p-4que-6e-ndrop-out
class type queuing 1q3p1t-6e-out-pq2
priority level 1
shape average percent 50
class type queuing 1q3p1t-6e-out-pq3
priority level 2

policy-map type queuing p-4que-6e-out
class type queuing c-4q-6e-drop-out
service-policy type queuing p-4que-6e-drop-out
bandwidth percent 70
class type queuing c-4q-6e-ndrop-out
service-policy type queuing p-4que-6e-ndrop-out
bandwidth percent 30

例：階層型キューイングポリシーの設定

次に、階層型キューイングポリシーを設定する例を示します。

policy-map type queuing inner-policy-1
class type queuing 1p3q1t-out-q1
bandwidth percent 40
class type queuing 1p3q1t-out-q2
bandwidth percent 60

policy-map type queuing inner-policy-2
class type queuing 1p3q1t-out-q3
bandwidth percent 40
class type queuing 1p3q1t-out-q4
bandwidth percent 60
class-map type queuing drop-class
match class-map 1p3q1t-out-q1
match class-map 1p3q1t-out-q2
class-map type queuing nodrop-class
match class-map 1p3q1t-out-q3
match class-map 1p3q1t-out-q4

policy-map type queuing example-hierarchical-policy
class type queuing drop-class
bandwidth percent 40

service-policy type queuing inner-policy-1
match class nodrop-class
percent 60

service-policy type queuing inner-policy-2

•
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例：DSCP-to-queue マッピングのステータスの確認
以下の show hardware qos dscp-to-queue ingressコマンドからの出力サンプルでは、Fシリーズモ
ジュールの入力方向でイネーブルな DSCP-to-queueマッピングのステータスを表示しています。

Switch# show hardware qos dscp-to-queue ingress

status: Enabled
module_type : f-series

F シリーズモジュールのキューイングおよびスケジュー
リングの機能履歴

以下の表に、このマニュアルで取り上げる新機能および変更された機能を要約し、各機能がサポー

トされているリリースを示します。ご使用のソフトウェアリリースで、本書で説明されるすべて

の機能がサポートされているとは限りません。最新の警告および機能情報については、https://
tools.cisco.com/bugsearch/のBug Search Toolおよびご使用のソフトウェアリリースのリリースノー
トを参照してください。

表 36：F シリーズモジュールのキューイングおよびスケジューリングの機能履歴

機能情報リリース機能名

F3シリーズモジュールのみでの共有メ
モリバッファキューのサポート。

6.2(10)F3シリーズモジュールで
の共有バッファキューイ

ング

Fシリーズモジュールでの DSCP to
Queueマッピングをイネーブルにする 5
つのデフォルトのテンプレートのサポー

ト。

hardware qos dscp-to-queue ingress
module-typeコマンドを使用した DSCP
to Queueマッピングをイネーブルにする
ためのサポート。

6.2(2)DSCP to Queueマッピング

Cisco Nexus 7710スイッチおよび Cisco
Nexus 7718スイッチのみで 8個の出力
キューを提供する 4つの 4q8qポリシー
テンプレートのサポート。

6.2(2)4q8qポリシーテンプレー
トのサポート

4つの入力バッファをサポートする
default-8e-4q4q-policyテンプレートのサ
ポート。

6.1(3)4つの入力バッファのサ
ポート
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機能情報リリース機能名

F2モジュールの DSCPマッピングのサ
ポート。

6.1(1)F2モジュールの DSCP
マッピング

この章が追加されました（章タイトルは

その後、他の Fシリーズモジュールを
収容するために変更されました）。

5.1(1)F1シリーズモジュールの
スケジューリングおよび

キューイング
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第 11 章

ネットワーク QoS の設定

この章では、データセンターブリッジング（DCB）ネットワークにおける Cisco NX-OSデバイ
スに対するネットワーク qosポリシーを設定する方法について説明します。

この章は、Fシリーズ I/Oモジュールにのみに適用されます。（注）

• 機能情報の確認, 163 ページ

• ネットワーク QoSに関する情報, 164 ページ

• ライセンスの要件, 170 ページ

• ネットワーク QoSの前提条件, 171 ページ

• 注意事項と制約事項, 171 ページ

• ネットワーク QoSポリシーの設定, 172 ページ

• ユーザ定義ネットワークの設定, 173 ページ

• ターゲットに対するネットワーク QoSポリシーの適用, 175 ページ

• ネットワーク QoSの確認, 175 ページ

• ネットワーク QoSの設定例, 176 ページ

• ネットワーク QoSの機能履歴, 176 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースで、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされて

いるとは限りません。最新の警告および機能情報については、https://tools.cisco.com/bugsearch/の
Bug Search Toolおよびご使用のソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。
このモジュールに記載されている機能の詳細、および各機能がサポートされているリリースのリ
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ストについては、「新規および変更された情報（New and Changed Information）」の章または以下
の「機能の履歴」表を参照してください。

ネットワーク QoS に関する情報
データセンターブリッジング（DCB）ネットワーク（DCBクラウドとも称される）は、I/Oの統
合を実現するネットワークです。このネットワークは、サービスクラス（CoS）ベースのトラ
フィックの差別化をサポートするスイッチで構成されます。DCBネットワークは、さまざまなタ
イプのトラフィックを伝送します。たとえば、ストレージエリアネットワーク（SAN）、ローカ
ルエリアネットワーク（LAN）、およびプロセス間通信（IPC）トラフィックなどがあります。
SANトラフィックは、パケットドロップの影響を受けやすく、順序どおりの配信に依存します。
これは、トラフィック（フレームおよびパケット）が送信時と同じ順序で配信されることを意味

します。LANトラフィックでは、パケットの廃棄が可能で、ベストエフォート方式で配信されま
す。 LANトラフィックでは、異なるプライオリティレベルを指定できるため、輻輳中にタイム
リーな形で配信できる可能性があります。 IPCネットワークの場合は、超低遅延が必要です。し
たがって、DCBネットワークはトラフィックの差別化をサポートし、QualityOfService（QoS）を
提供する必要があります。

DCBネットワークでは、トラフィッククラスを差別化するために仮想リンク（VL）が使用され
ます。 CoSの拡張である VLは、トラフィックの差別化を可能にし、802.1Qまたは S-Tagのプラ
イオリティビットで伝送されます。CoSにより、CoSでのトラフィックが他のCoSでのトラフィッ
クに影響を与えないように、複数の論理リンク内に物理リンクを形成することができます。

DCBネットワークには8つのCoS値があります。DCBクラウドに入るすべてのトラフィックは、
これら 8つの CoS値の 1つにマッピングされる必要があります。 DCBネットワークの各フレー
ムは CoSに属します。 Cosに特定の動作を与えるパラメータのセットによって Cosを定義できま
す。

ネットワーク qosポリシーは、仮想デバイスコンテキスト（VDC）およびスイッチ間のネット
ワーク規模で該当する各 CoS値の特性を定義します。ネットワーク qosポリシーを使用して、次
を設定できます。

•一時停止動作：CoSがロスレス動作を必要とするかどうかを決定できます（ロスレス動作は、
輻輳時のパケット損失を防ぐプライオリティフロー制御（PFC）メカニズムを使用して提供
されます）。 drop（ドロップできるこの CoS値を持つフレーム）および no drop（ドロップ
できないこのCoS値を持つフレーム）を設定できます。また、ドロップおよび非ドロップ設
定では、ポート単位で PFCをイネーブルにする必要があります。 PFCの詳細については、
「プライオリティフロー制御の設定」を参照してください。

•輻輳制御メカニズム：ドロップCoSに対してのみ、テールドロップ（TD：VL単位の占有に
基づいて差別化なしでフレームをドロップします）または重み付けランダム早期検出（WRED：
VL単位の占有および確率因子に基づいて差別化なしでフレームをドロップします）を選択
できます。デフォルトでは、TDがデフォルトポリシーのドロップ Cosでイネーブルになっ
ています。TDおよびWREDに対するバースト最適化またはメッシュ最適化されたしきい値
のいずれかが、CoSに予想されるトラフィックパターンに基づいてパケット廃棄アルゴリズ
ムに選択できます。輻輳制御アルゴリズムが選択されておらず、輻輳が発生した場合は、単

一のしきい値に基づく厳格なテールドロップがドロップ CoSに対し発生します。
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• MTU：Cosに対する最大伝送単位（MTU）または最大ペイロード長を設定できます。MTU
の範囲は 1500～ 9216です。MTUは、すべての VDCのシステムジャンボMTUより小さい
必要があります。MTUは同じ入力キューにマッピングされた CoSに対し同じである必要が
あります。入力キューの詳細については、「Fシリーズ I/Oモジュールのキューイングおよ
びスケジューリングの設定」を参照してください。

•プロトコル：CoS値に対するプロトコルとして、FibreChannel overEthernet（FCoE）、iSCSI、
または TCPを選択できます。プロトコルの値は DCB交換で使用されます。

ドロップ CoS 値と no-drop CoS 値の違い
以下の表に、異なるポリシーテンプレートの dropと no-dropの CoS値を示します。

表 37：ドロップ CoS 値と no-drop CoS 値の違い

Templates

—0～ 7default-4q-8e-policy

30 ~ 2、4～ 7default-4q-7e-policy

3、40 ~ 2、5 ~ 7default-4q-6e-policy

1～ 40、5、6、7default-4q-4e-policy

—0～ 7default-8e-4q4q-policy

—0～ 7default-8e-4q8q-policy（Cisco
Nexus 7706/7710/7718スイッチ
でのみ）

30 ~ 2、4～ 7default-7e-4q8q-policy（Cisco
Nexus 7706/7710/7718スイッチ
でのみ）

3、40 ~ 2、5 ~ 7default-6e-4q8q-policy（Cisco
Nexus 7706/7710/7718スイッチ
でのみ）

1～ 40、5、6、7default-4e-4q8q-policy（Cisco
Nexus 7706/7710/7718スイッチ
でのみ）
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出力/入力キューに対する CoS 値のキュー名とデフォルトマッピング
以下の表に、出力および入力キューに対するCoS値のキュー名とデフォルトマッピングを示しま
す。

表 38：出力/入力キューに対する CoS 値のキュー名とデフォルトマッピング

プライオリ

ティ CoS 値
出力 CoS 値出力キューの

キュー名

入力 CoS
値

入力キューの

キュー名

Templates

5 ~ 75 ~ 7

3～ 4

2

0～ 1

1p3q1t-8e-out-pq1

1p3q1t-8e-out-q2

1p3q1t-8e-out-q3

1p3q1t-8e-out-q-
default

5 ~ 7

0～ 4

2q4t-8e-in-q1

2q4t-8e-in-q-
default

default-4q-8e-policy

5 ~ 75 ~ 7

3

2、4

0、1

1p3q1t-7e-out-pq1

1p3q1t-7e-out-q2

1p3q1t-7e-out-q3

1p3q1t-7e-out-q-
default

5 ~ 7

0～ 1

2、4

3

4q4t-7e-in-q1

4q4t-7e-in-q-default

4q4t-7e-in-q3

4q4t-7e-in-q4

default-4q-7e-policy

5 ~ 7

4

3

5 ~ 7

4

3

0 ~ 2

3p1q1t-6e-out-pq1

3p1q1t-6e-out-pq2

3p1q1t-6e-out-pq3

3p1q1t-6e-out-q-
default

5 ~ 7

0～ 2

4

3

4q4t-6e-in-q1

4q4t-6e-in-q-default

4q4t-6e-in-q3

4q4t-6e-in-q4

default-4q-6e-policy

5 ~ 7

4

5 ~ 7

4

1～ 3

0

2p2q1t-4e-out-pq1

2p2q1t-4e-out-pq2

2p2q1t-4e-out-q3

2p2q1t-4e-out-q-
default

5 ~ 7

0

4

1～ 3

4q4t-4e-in-q1

4q4t-4e-in-q-default

4q4t-4e-in-q3

4q4t-4e-in-q4

default-4q-4e-policy

5 ~ 75 ~ 7

0、1

3、4

2

1p3q1t-8e-4q4q-
out-pq1

1p3q1t-8e-4q4q-
out-q2

1p3q1t-8e-4q4q-
out-q3

1p3q1t-8e-4q4qout-

q-default

5 ~ 7

0、1

3、4

2

4q1t-8e-4q4q-in-q1

4q1t-8e-4q4q-in-qdefault

4q1t-8e-4q4q-in-q3

4q1t-8e-4q4q-in-q4

default-8e-4q4q-policy
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プライオリ

ティ CoS 値
出力 CoS 値出力キューの

キュー名

入力 CoS
値

入力キューの

キュー名

Templates

5

（ドロップ

カテゴリ）

5

7

6

4

3

2

1

0

8e-4q8q-out-q1（プ
ライオリティ

キュー）

8e-4q8q-out-q2

8e-4q8q-out-q3

8e-4q8q-out-q4

8e-4q8q-out-q5

8e-4q8q-out-q6

8e-4q8q-out-q7

8e-4q8q-out-q-
default

5 ~ 7

0～ 4

—

—

8e-4q8q-in-q1

8e-4q8q-in-q-default

8e-4q8q-in-q3

8e-4q8q-in-q4

default-8e-4q8q-policy
（Cisco Nexus
7710/7718スイッチ
のみ）

5（ドロッ
プカテゴ

リ）

5

7

6

4

2

1

0

default-7e-4q8qdrop-
out-policy:

7e-4q8q-out-q1

（プライオリティ

キュー）

7e-4q8q-out-q2

7e-4q8q-out-q3

7e-4q8q-out-q4

7e-4q8q-out-q6

7e-4q8q-out-q7

7e-4q8q-out-q-
default

5 ~ 7

0～ 1

2～4

default-7e-4q8qdrop-
in-policy:

7e-4q8q-in-q1

7e-4q8q-in-q-default

7e-4q8q-in-q3

default-7e-4q8q-policy
（Cisco Nexus
7710/7718スイッチ
のみ）

3default-7e-4q8qndrop-
out-policy:

7e-4q8q-out-q5

3default-7e-4q8qndrop-
in-policy:

7e-4q8q-in-q4
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プライオリ

ティ CoS 値
出力 CoS 値出力キューの

キュー名

入力 CoS
値

入力キューの

キュー名

Templates

5（ドロッ
プカテゴ

リ）

5

7

6

2

1

0

default-6e-4q8qdrop-
out-policy:

6e-4q8q-out-q1（プ
ライオリティ

キュー）

6e-4q8q-out-q2

6e-4q8q-out-q3

6e-4q8q-out-q6

6e-4q8q-out-q7

6e-4q8q-out-q-
default

5 ~ 7

0～ 2

default-6e-4q8qdrop-
in-policy:

6e-4q8q-in-q1

6e-4q8q-in-q-default

default-6e-4q8q-policy
（Cisco Nexus
7710/7718スイッチ
のみ）

4（no drop
カテゴリ、

最高優先

度）

3（2番め
の最高優先

度）

4

3

default-6e-4q8qndrop-
out-policy:

6e-4q8q-out-q4（プ
ライオリティ

キュー）

6e-4q8q-out-q5（プ
ライオリティ

キュー）

4

3

default-6e-4q8qndrop-
in-policy:

6e-4q8q-in-q3

6e-4q8q-in-q4
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プライオリ

ティ CoS 値
出力 CoS 値出力キューの

キュー名

入力 CoS
値

入力キューの

キュー名

Templates

5（ドロッ
プカテゴ

リ）

default-4e-4q8qdrop-
out-policy:

5 ~ 7

0

default-4e-4q8qdrop-
in-policy:

4e-4q8q-in-q1

4e-4q8q-in-q-default

default-4e-4q8q-policy
（Cisco Nexus
7710/7718スイッチ
のみ） 5

7

6

0

4e-4q8q-out-q1（プ
ライオリティ

キュー）

4e-4q8q-out-q2

4e-4q8q-out-q3

4e-4q8q-out-q-
default

4（no drop
カテゴリ）

default-4e-4q8q-ndropout-
policy:

4

1～ 3

default-4e-4q8qndrop-out-policy:

4e-4q8q-in-q3

4e-4q8q-in-q4 4

3

2

1

4e-4q8q-out-q4（プ
ライオリティ

キュー）

4e-4q8q-out-q5

4e-4q8q-out-q6

4e-4q8q-out-q7

デフォルトの DSCP マッピング
以下の表に、CiscoNexus 7710/7718スイッチの入力キューへのデフォルトのDSCP値を示します。

表 39：Cisco Nexus 7710/7718 スイッチのデフォルト DSCP マッピング

デフォルトの DSCP マッピング入力キューテンプレート

0～ 39

40～ 63

0～ 39

0～ 39

8e-4q8q-in-q-default

8e-4q8q-in-q1

8e-4q8q-in-q4

8e-4q8q-in-q3

default-8e-4q8q-policy

0～ 15

40～ 63

—

16～ 39

7e-4q8q-in-q-default

7e-4q8q-in-q1

7e-4q8q-in-q4

7e-4q8q-in-q3

default-7e-4q8q-policy
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デフォルトの DSCP マッピング入力キューテンプレート

0～ 39

40～ 63

—

—

6e-4q8q-in-q-default

6e-4q8q-in-q1

6e-4q8q-in-q4

6e-4q8q-in-q3

default-6e-4q8q-policy

0～ 39

40～ 63

—

—

4e-4q8q-in-q-default

4e-4q8q-in-q1

4e-4q8q-in-q4

4e-4q8q-in-q3

default-4e-4q8q-policy

デフォルトのネットワークポリシーテンプレート名では、数字 4、6、7、および 8は、ポリシー
で定義されるドロップ CoSの番号を意味し、eはイーサネットを意味します。

4q8qポリシーテンプレートは、Cisco Nexus 7710スイッチおよび Cisco Nexus 7718スイッチで
のみサポートされ、デフォルトでイネーブルになっています。

（注）

default-8e-4q8q-in-policyの場合は、入力バッファは、2つのキュー（8e-4q8q-in-q1と
8e-4q8q-in-q-default）に制限されているので、CoS2q / dscp-to-queueマッピングの変更が
8e-4q8q-in-q3および 8e-4q8q-in-q4に行われる前に、queue limitコマンドを使用してキュー制限
を変更する必要があります。

（注）

ネットワーク qosポリシーテンプレートは、最初の Fシリーズモジュールが動作可能になるか、
またはテンプレートがスタートアップコンフィギュレーションで保存されたときに作成されま

す。

システム定義のポリシーテンプレートに準拠しないポリシーは現在サポートされていません。（注）

ライセンスの要件
QoS機能にライセンスは必要ありません。ライセンスパッケージに含まれていない機能はすべて
Cisco NX-OSシステムイメージにバンドルされており、追加費用は一切発生しません。

仮想デバイスコンテキスト（VDC）の使用には Advanced Servicesライセンスが必要です。

NX-OSライセンス方式の詳細については、『Cisco NX-OS LicensingGuide』を参照してください。
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ネットワーク QoS の前提条件
ネットワークの QoSポリシーには、次の前提条件があります。

•「モジュラ QoSコマンドラインインターフェイスの使用」に精通している。

•スイッチにログインしている。

•デフォルトの VDCにいる。 VDCは、一連のシステムリソースを論理的に表現する用語で
す。 switchto vdcコマンドでは VDC番号を指定できます。

注意事項と制約事項
ネットワーク qosポリシーの設定時の注意事項および制約事項は、次のとおりです。

これらの注意事項と制約事項は、すべてのFシリーズのエッジポートおよびFabricPathモード
ポートに適用されます。

（注）

•ネットワーク qosポリシーは、デフォルトの VDCのみに設定および適用する必要がありま
す。

• no-drop CoS値を持つテンプレートを選択すると、no-drop動作が自動的に与えられません。
no-drop動作は、プライオリティフロー制御（PFC）が正常にネゴシエーションされるまたは
作動するポート上でのみこれらの CoS値に対してイネーブルになります。

•ポートMTUがインターフェイスで設定されている場合、ネットワーク qos MTUをオーバー
ライドします。

•ファブリックエクステンダ（FEX）インターフェイスは、qosポリシーテンプレートに行わ
れるMTUの変更をサポートしていません。

• FEXポートチャネルには、CoS 5～ CoS 7のトラフィックに 1058の最小MTU設定が必要で
す。 FEXは、MTUが 1058よりも小さいと失敗し、スイッチに登録されません。

•ネットワーク qosポリシーの変更は中断を伴う操作ですが、VDC間の一部またはすべての
ポートでトラフィックドロップが発生する可能性があります。

• DCBネットワーク qosポリシーは、Fシリーズモジュールに関係します。 DCEネットワー
ク qosポリシーは、DCEネットワーク対応のラインカードがシャーシに挿入された場合にの
み作成されます。

PFC および F1 シリーズモジュールポート

• PFCがポートでイネーブルの場合、高精度時間プロトコル（PTP）はポートでサポートされ
ません。
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• PFCが同じ VDC内のポートのいずれかでイネーブルにされている場合は、pongユーティリ
ティは VDCでサポートされません。

• PTPが同じポートでイネーブルになっているか、または pongユーティリティが同じ VDCで
イネーブルになっている場合は、PFCはサポートされません。

iSCSI の設定

•ベストプラクティスとして、iSCSIと FCoEの両方が default-nq-7e-policyおよび
default-nq-6e-policyテンプレートに対するネットワーク qosポリシーの同じ CoS（vl）で設定
される必要があります。

◦ default-nq-6e-policyテンプレートで iSCSIに対し Cos 4を使用することは避けてくださ
い。

（Cos 4は、no-drop制御トラフィック用に予約されています。）

◦ default-nq-4e-policyテンプレートで iSCSIに対し Cos 4を使用することは避けてくださ
い。

（Cos 4は、no-drop制御トラフィック用に予約されています。）

◦ iSCSIが FCoEとCos（vl）を共有する場合は、ネットワーク qosポリシーをMTU= 2112
で設定します。

ネットワーク QoS ポリシーの設定
これらの方法の 1つに従ってネットワーク qosポリシーを設定できます。

•定義済みポリシー：要件に合わせて事前定義されたネットワーク qosポリシーテンプレート
を適用できます。定義済みポリシーの詳細については、表 39：CiscoNexus 7710/7718スイッ
チのデフォルト DSCPマッピング, （169ページ）を参照してください。デフォルトでは、
default-nq-8e-policyが設定されます。番号は、ドロップ（イーサネット）CoS値の数を意味
します。テンプレートのCoS値は、標準規則および使用パターンに基づいて選択されます。

•定義済みテンプレートのコピー：ネットワーク qosポリシーテンプレートをコピーし、必要
に応じて変更できます。ネットワーク qosポリシーをコピーすると、defaultと policyのサブ
ストリングが排除されるため、デフォルトポリシー名が短くなります。

•ユーザ定義のポリシー：システム定義のポリシーテンプレートの 1つに準拠するネットワー
ク qosポリシーを作成できます。

•

デフォルト以外の仮想デバイスコンテキスト（VDC）にあるポートは、デフォ
ルトの VDCからネットワーク qosポリシーを継承します。

ネットワーク qosポリシーテンプレートをコピーおよび変更して、デフォル
ト VDCからのみネットワーク qosポリシーコマンドを使用できます。

（注）

   Cisco Nexus 7000 シリーズ NX-OS Quality of Service コンフィギュレーションガイド
172

ネットワーク QoS の設定
ネットワーク QoS ポリシーの設定



定義済みネットワーク qosポリシーテンプレートをコピーします。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

switch# configure terminalステップ 1   

定義済みネットワークのqosポリシーをコピーし、
名前にサフィックスまたはプレフィックスを追加

switch(config)# qos copy
policy-map type network-qos
default-nq-7e-policy {prefix prefix
| suffix suffix}

ステップ 2   

します。プレフィックスまたはサフィックスの名

には、アルファベット、ハイフン、またはアンダー

スコア文字を含めることができます。クラスマッ

プ名は大文字と小文字が区別され、最大40文字ま
で設定できます。

タイプネットワーク qosポリシーマップを表示し
ます。

switch(config)# show policy-map
type network-qos

ステップ 3   

ユーザ定義ネットワークの設定

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモード

を開始します。

switch# configure terminalステップ 1   

タイプネットワーク qosのクラスマップを
設定し、クラスマップ名を ethに指定し、ク
ラスマップモードを開始します。

switch(config)# class-map type
network-qos match-any
{class-map-name}

ステップ 2   

照合する CoS値を指定します。範囲は 0～
7です。

switch(config-cmap-nqos)#match cos
[0-7]

ステップ 3   

タイプネットワークqosのクラス名を指定し
ます。

switch(config-cmap-nqos)# class-map
type network-qos match-any
{class-map-name}

ステップ 4   

照合する CoS値を指定し、どのプロトコル
を特定の CoS値にマッピングしなければな
らないかを指定します。

switch(config-cmap-nqos)#match
protocol [fcoe | iscsi | tcp]

ステップ 5   
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目的コマンドまたはアクション

照合する CoS値を指定します。範囲は 0～
7です。

switch(config-cmap-nqos)#match cos
[0-7]

ステップ 6   

タイプネットワークqosのクラス名を指定し
ます。

switch(config-cmap-nqos)# class-map
type network-qos match-any
{class-map-name}

ステップ 7   

照合する CoS値を指定します。範囲は 0～
7です。

switch(config-cmap-nqos)#match cos
[0-7]

ステップ 8   

ポリシーマップを作成するか、アクセスし

ます。ポリシーマップ名には、アルファベッ

switch(config-cmap-nqos)#
policy-map type network-qos
[my_template]

ステップ 9   

ト、ハイフン、またはアンダースコア文字を

含めることができます。ポリシーマップ名

は大文字と小文字が区別され、最大 40文字
まで設定できます。

ステップ 2で設定したタイプネットワーク
qosのクラスマップを参照します。

switch(config-pmap-nqos-c)# class
type network-qos eth

ステップ 10   

CoSのドロップを指定します。switch(config-pmap-nqos-c)# no
pause

ステップ 11   

MTUまたはペイロード長を指定します。範
囲は 1500～ 9216です。この例のMTUサイ
ズは 1600に設定されています。

switch(config-pmap-nqos-c)#mtu
[mtu_size]

ステップ 12   

バーストトラフィックまたはメッシュトラ

フィックに最適化されたWREDまたは TD
switch(config-pmap-nqos-c)#
congestion-control [random-detect
{threshold [burst-optimized |

ステップ 13   

の輻輳制御プロトコルおよびしきい値を指定

します。
mesh-optimized]} |
tail-drop{threshold
[burst-optimized |
mesh-optimized]}]

タイプネットワーク qosのクラスマップを
設定し、クラスマップ名を指定します。

switch(config-pmap-nqos-c)# class
type network-qos

ステップ 14   

no-dropを指定します。デフォルトはnopause
です。

switch(config-pmap-nqos-c)# pauseステップ 15   

タイプネットワーク qosのクラスマップを
設定し、クラスマップ名を指定します。

switch(config-pmap-nqos-c)# class
type network-qos

ステップ 16   

no-dropを指定します。デフォルトはnopause
です。

switch(config-pmap-nqos-c)# pauseステップ 17   
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目的コマンドまたはアクション

MTU値を指定します。範囲は 1500～ 9216
です。

switch(config-pmap-nqos-c)#mtu
[mtu_size]

ステップ 18   

ポリシーマップネットワークqosモードを終
了し、グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

switch(config-pmap-nqos-c)# exitステップ 19   

ターゲットに対するネットワーク QoS ポリシーの適用
ネットワーク qosポリシーは、VDC間のシステム上でグローバルにのみ適用します。ネットワー
ク qosポリシーを適用すると、対応するキューイングポリシーが自動的に適用されます。

ターゲットにネットワーク qosポリシーを適用するには、service-policyコマンドを使用します。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモード

を開始します。

switch# configure terminalステップ 1   

システム qosモードを開始します。switch(config)# system qosステップ 2   

ポリシーマップをシステムの入力パケット

または出力パケットに追加します。

switch(config-sys-qos)#
service-policy type network-qos
{my_template}

ステップ 3   

config-sys-qosモードを終了し、コンフィギュ
レーションモードを開始します。

switch(config-sys-qos)#exitステップ 4   

ネットワーク QoS の確認
ネットワーク qosポリシー設定を表示するには、次の作業のいずれかを行います。

目的コマンド

タイプネットワーク qosクラスマップを表示
します。

show class-map type network-qos
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目的コマンド

ネットワーク QoSタイプのポリシーマップを
表示します。

show policy-map type network-qos

アクティブなネットワーク qosタイプのクラス
マップを表示します。

show policy-map system type network-qos

これらのコマンド出力のフィールドの詳細については、『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS Quality of
Service Command Reference』を参照してください。

ネットワーク QoS の設定例
次に、ネットワーク QoSポリシーを設定する例を示します。

policy-map type network-qos default-nq-6e-policy
class type network-qos c-nq-6e-drop
match cos 0-2,5-7
congestion-control tail-drop
mtu 1500
class type network-qos c-nq-6e-ndrop-fcoe
match cos 3
match protocol fcoe
pause
mtu 2112
class type network-qos c-nq-6e-ndrop
match cos 4
pause
mtu 1500

ネットワーク QoS の機能履歴
以下の表に、このマニュアルで取り上げる新機能および変更された機能を要約し、各機能がサポー

トされているリリースを示します。ご使用のソフトウェアリリースで、本書で説明されるすべて

の機能がサポートされているとは限りません。最新の警告および機能情報については、https://
tools.cisco.com/bugsearch/のBug Search Toolおよびご使用のソフトウェアリリースのリリースノー
トを参照してください。

表 40：ネットワーク QoS の機能履歴

機能情報リリース機能名

Cisco Nexus 7710スイッチおよび Cisco
Nexus 7718スイッチのみで 8個の出力
キューを提供する4つの4q8qテンプレー
トのサポート。

6.2(2)4q8qポリシーテンプレー
トのサポート
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機能情報リリース機能名

4つの入力バッファをサポートする
default-8e-4q4q-policyテンプレートのサ
ポート。

6.1(3)4つの入力バッファのサ
ポート

この機能が導入されました。5.1(1)ネットワークqosポリシー
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第 12 章

プライオリティフロー制御の設定

この章ではCiscoNX-OSデバイスに、プライオリティフロー制御（PFC）を設定する方法につい
て説明します。

• 機能情報の確認, 179 ページ

• プライオリティフロー制御に関する情報, 180 ページ

• ライセンスの要件, 180 ページ

• プライオリティフロー制御の前提条件, 180 ページ

• 注意事項と制約事項, 181 ページ

• プライオリティフロー制御のデフォルト設定, 181 ページ

• プライオリティフロー制御の設定, 182 ページ

• プライオリティフロー制御の設定の確認, 182 ページ

• プライオリティフロー制御の設定例, 183 ページ

• プライオリティフロー制御の機能履歴, 183 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースで、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされて

いるとは限りません。最新の警告および機能情報については、https://tools.cisco.com/bugsearch/の
Bug Search Toolおよびご使用のソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。
このモジュールに記載されている機能の詳細、および各機能がサポートされているリリースのリ

ストについては、「新規および変更された情報（New and Changed Information）」の章または以下
の「機能の履歴」表を参照してください。
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プライオリティフロー制御に関する情報
Class Based Flow Control（CBFC）または Per Priority Pause（PPP）とも呼ばれるプライオリティフ
ロー制御（PFC；IEEE 802.1bb）は、輻輳が原因のフレーム損失を防ぐメカニズムです。 PFCは
802.3xフロー制御（ポーズフレーム）またはリンクレベルフロー制御（LFC）と類似していま
す。ただし、PFCはサービスクラス（CoS）ごとに運用されます。

バッファしきい値が輻輳により超過された場合、指定された期間リンク上のすべてのデータ送信

を一時停止するために、ピアにポーズフレームを送信します。（トラフィックが設定されたしき

い値を下回り）輻輳が軽減されると、再開フレームはリンク上でデータ伝送を再開することが保

障されます。

これに対して、輻輳中は、どのCoS値を一時停止する必要があるかを示すポーズフレームを PFC
が送信します。PFCポーズフレームには、トラフィックが一時停止する必要のある時間の長さを
示す各CoSの 2オクテットのタイマー値が含まれます。タイマーの時間枠はポーズ量子で指定さ
れます。量子は、ポートの速度で 512ビットを送信するために必要な時間です。指定できる範囲
は 0～ 65535です。ポーズ量子が 0のポーズフレームは、一時停止したトラフィックを再開する
再開フレームを示します。

他のクラスが通常の動が許可される一方で、トラフィックの特定のサービスクラスのみフロー

制御を使用できます。

（注）

PFCはピアに対して、既知のマルチキャストアドレスにポーズフレームを送信して、特定のCoS
値を持つフレームの送信を停止するように求めます。このポーズフレームは、ピアによる受信時

に転送されない 1ホップフレームです。輻輳が軽減されると、PFCはピアにフレームの伝送の再
開を要求できます。

ライセンスの要件
QoS機能にライセンスは必要ありません。ライセンスパッケージに含まれていない機能はすべて
Cisco NX-OSシステムイメージにバンドルされており、追加費用は一切発生しません。

仮想デバイスコンテキスト（VDC）の使用には Advanced Servicesライセンスが必要です。

NX-OSライセンス方式の詳細については、『Cisco NX-OS LicensingGuide』を参照してください。

プライオリティフロー制御の前提条件
PFCには、次の前提条件があります。

•「モジュラ QoSコマンドラインインターフェイスの使用」に精通している。

•スイッチにログインしている。
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• VDC内にいる。 VDCは、一連のシステムリソースを論理的に表現する用語です。 switchto
vdcコマンドでは VDC番号を指定できます。

注意事項と制約事項
PFC設定時の注意事項と制約事項は次のとおりです。

• PFCがポートまたはポートチャネルでイネーブルにされる場合でも、ポートフラップは発
生しません。

•フラップは、PFCおよびLFCの両方がイネーブルで、LFCが設定される前にPFCがディセー
ブルにされている場合に発生します。

• PFC設定は、送信（Tx）および受信（Rx）の両方向で PFCをイネーブルにします。

• PFC onモードは、PFCをサポートしているがデータセンターブリッジング機能交換プロト
コル（DCBXP）はサポートしていないホストをサポートするために使用されます。

• no-drop CoSが完全に一致する場合にのみ、DCBXPによって PFCのネゴシエーションが成功
したと見なされます。

PFC および F1 シリーズモジュールポート

• PFCがポートでイネーブルの場合、高精度時間プロトコル（PTP）はポートでサポートされ
ません。

• PFCが同じ VDC内のポートのいずれかでイネーブルにされている場合は、pongユーティリ
ティは VDCでサポートされません。

• PTPが同じポートでイネーブルになっているか、または pongユーティリティが同じ VDCで
イネーブルになっている場合は、PFCはサポートされません。

プライオリティフロー制御のデフォルト設定

表 41：デフォルトの PFC 設定

デフォルトパラメータ

自動PFC
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プライオリティフロー制御の設定
アクティブなネットワーク qosポリシーで定義されている CoSの no-drop動作をイネーブルにす
るには、ポート単位の PFCを設定できます。 PFCは、次の 3種類のモードから設定できます。

• auto：DCBXPによってアドバタイズされ、ピアとネゴシエートされるように no-drop CoS値
をイネーブルにします。正常なネゴシエーションでは、no-drop CoSでの PFCがイネーブル
になります。ピア機能の不一致が原因で障害が発生すると、PFCがイネーブルにならない可
能性があります。

• on：ピアの機能に関係なく、ローカルポートで PFCをイネーブルにします。

• off：ローカルポートで PFCをディセーブルにします。

また PFCがイネーブルの同じポートでも、リンクレベルフロー制御（LFC）をイネーブルに
できます。ただし、PFCをイネーブルにすると、優先順位付けが行われます。

（注）

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモード

を開始します。

switch# configure terminalステップ 1   

指定したインターフェイス上でインターフェ

イスモードを開始します。

switch(config)# interface ethernet
[slot/port-number]

ステップ 2   

PFCを auto、off、または onモードに設定し
ます。デフォルトでは、PFCモードがすべて
のポートで autoに設定されます。

switch(config-if)#
priority-flow-control mode {auto |
off | on}

ステップ 3   

（任意）

すべてのインターフェイスのPFCのステータ
スを表示します。

switch(config-if)# show interface
priority-flow-control

ステップ 4   

プライオリティフロー制御の設定の確認

目的コマンド

すべてのインターフェイスのPFCのステータス
を表示します。

show interface priority-flow-control

   Cisco Nexus 7000 シリーズ NX-OS Quality of Service コンフィギュレーションガイド
182

プライオリティフロー制御の設定

プライオリティフロー制御の設定



これらのコマンド出力のフィールドの詳細については、『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS Quality of
Service Command Reference』を参照してください。

プライオリティフロー制御の設定例
次に、PFCの設定例を示します。

configure terminal
interface ethernet 5/5
priority-flow-control mode on

プライオリティフロー制御の機能履歴
以下の表に、このマニュアルで取り上げる新機能および変更された機能を要約し、各機能がサポー

トされているリリースを示します。ご使用のソフトウェアリリースで、本書で説明されるすべて

の機能がサポートされているとは限りません。最新の警告および機能情報については、https://
tools.cisco.com/bugsearch/のBug Search Toolおよびご使用のソフトウェアリリースのリリースノー
トを参照してください。

表 42：PFC の機能履歴

機能情報リリース機能名

この機能が導入されました。5.1(1)PFC
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第 13 章

ローカルポリシーベースルーティングの設

定

この章では、Cisco NX-OSデバイスでローカルポリシーベースルーティング（PBR）を設定す
る方法について説明します。

• 機能情報の確認, 185 ページ

• ローカルポリシーベースルーティングに関する情報, 186 ページ

• ライセンスの要件, 187 ページ

• ローカルポリシーベースルーティングの前提条件, 187 ページ

• 注意事項と制約事項, 188 ページ

• ローカルポリシーベースルーティングのデフォルト設定, 188 ページ

• ローカルポリシーベースルーティングの設定, 188 ページ

• ローカルポリシーベースルーティングの設定確認, 191 ページ

• ローカルポリシーベースルーティングの設定例, 192 ページ

• ローカルポリシーベースルーティングの機能履歴, 192 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースで、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされて

いるとは限りません。最新の警告および機能情報については、https://tools.cisco.com/bugsearch/の
Bug Search Toolおよびご使用のソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。
このモジュールに記載されている機能の詳細、および各機能がサポートされているリリースのリ

ストについては、「新規および変更された情報（New and Changed Information）」の章または以下
の「機能の履歴」表を参照してください。
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ローカルポリシーベースルーティングに関する情報
ローカルポリシーベースルーティングを使用すると、IPv6トラフィックフローに定義済みのポ
リシーを設定し、ルーティングプロトコルから派生したルートへの依存を弱めることができま

す。ローカルポリシーベースルーティングを備えたインターフェイスで受信されたすべてのパ

ケットは、ルートマップに設定されます。ルートマップでは、パケットの転送先を決定するポ

リシーを記述します。

ルートマップは match文および set文からなり、許可または拒否を指定できます。文の解釈は次
のとおりです。

•パケットがあらゆるルートマップと一致する match文の場合、すべての set文が適用されま
す。そのアクションの 1つに、ネクストホップの選択が含まれます。

•文に拒否が指定されている場合、一致基準を満たすパケットは標準のフォワーディングチャ
ネルを通じて送り返され、宛先ベースルーティングが実行されます。

文に許可が指定されていて、パケットがいずれのルートマップ文にも一致しない場合、そのパ

ケットは通常の転送チャネルを介して返送され、宛先ベースのルーティングが実行されます。

ルートマップ

ルートマップは、ルートの再配布またはポリシーベースルーティングに使用できます。ルート

マップエントリは、一致基準および設定基準のリストからなります。一致基準では、着信ルート

またはパケットの一致条件を指定します。設定基準では、一致基準を満たした場合のアクション

を指定します。

同じルートマップに複数のエントリを設定できます。これらのエントリには、同じルートマッ

プ名を指定し、シーケンス番号で区別します。

一意のルートマップ名の下に 1つまたは複数のルートマップエントリをシーケンス番号に従っ
て並べ、ルートマップを作成します。ルートマップエントリのパラメータは、次のとおりです。

•シーケンス番号

•アクセス権：許可または拒否

•一致基準

•設定変更

ルートマップではデフォルトで、最小のシーケンス番号から順にルートまたは IPパケットが処理
されます。 continue文を使用すると、次に処理するルートマップエントリを決定できるので、別
の順序で処理するようにルートマップを設定できます。
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一致基準

さまざまな基準を使用して、ルートマップのルートまたは IPパケットを照合できます。ルート
マップに従ってルートまたはパケットを処理する場合、Cisco NX-OSは設定されている個々の
match文とルートまたはパケットを比較します。ルートまたはパケットが設定されている基準と
一致した場合、CiscoNX-OSはルートマップ内で一致するエントリに対する許可または拒否設定、
および設定されている設定基準に基づいて、このルートやパケットを処理します。

一致のカテゴリおよびパラメータは、次のとおりです。

• IPアクセスリスト：（ポリシーベースルーティングの場合のみ）送信元または宛先 IPアド
レス、プロトコル、または QoS（Quality of Service）パラメータに基づく一致

設定変更

ルートまたはパケットがルートマップエントリと一致すると、設定した 1つまたは複数の set文
に基づいて、そのルートまたはパケットを変更できます。

設定変更は次のとおりです。

•ポリシーベースルーティングのみ：インターフェイスまたはデフォルトネクストホップア
ドレスの変更

ライセンスの要件
QoS機能にライセンスは必要ありません。ライセンスパッケージに含まれていない機能はすべて
Cisco NX-OSシステムイメージにバンドルされており、追加費用は一切発生しません。

仮想デバイスコンテキスト（VDC）の使用には Advanced Servicesライセンスが必要です。

NX-OSライセンス方式の詳細については、『Cisco NX-OS LicensingGuide』を参照してください。

ローカルポリシーベースルーティングの前提条件
ローカルポリシーベースルーティングの前提条件は、次のとおりです。

•有効なライセンスをインストールします。

•ローカルポリシーベースルーティングをイネーブルにする必要があります（「ポリシーベー
スルーティング機能のイネーブル化」の項を参照）。

•インターフェイスに IPアドレスを割り当て、インターフェイスをアップにしてから、ポリ
シーベースルーティング用のルートマップをインターフェイス上で適用します。
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• VDCを設定する場合は、適切なライセンスをインストールし、目的のVDCを入力します（設
定情報については、『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS Virtual Device Context ConfigurationGuide』
を、ライセンス情報については、『Cisco NX-OS Licensing Guide』を参照）。

注意事項と制約事項
ローカルポリシーベースルーティングの設定時の注意事項および制約事項は、次のとおりです。

•ローカルポリシーベースルーティングのルートマップでは、1つのルートマップ文にmatch
文または set文を 1つだけ指定できます。

• matchコマンドで、ローカルポリシーベースルーティング用ルートマップの複数の ACLを
参照できません。

•ローカルポリシーベースルーティングのルートマップで使用するACLには、deny文を含め
ることができません。

•インターフェイスが同じ仮想ルーティングおよび転送（VRF）インスタンスに所属している
場合は、ローカルポリシーベースルーティング対応のさまざまなインターフェイス間で、

同じルートマップを共有できます。

•ローカルポリシーベースルーティングのポリシーでネクストホップとしてのトンネルイン
ターフェイスを介したトンネルインターフェイスまたは IPアドレスの設定はサポートされ
ません。

ローカルポリシーベースルーティングのデフォルト設定

表 43：デフォルトのローカルポリシーベースルーティングの設定

デフォルトパラメータ

ディセーブルローカルポリシーベースルーティング

ローカルポリシーベースルーティングの設定

ルートマップの設定

ルートマップは、ルートの再配布またはルートフィルタリングに使用できます。ルートマップ

には、複数の一致基準と複数の設定基準を含めることができます。
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手順

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入ります。switch# configure terminalステップ 1   

ルートマップを作成するか、または既存のルー

トマップに対応するルートマップコンフィギュ

switch(config)# route-map
map-name [permit | deny] [seq]

ステップ 2   

レーションモードを開始します。 seqを使用し
て、ルートマップエントリを順序付けます。

（任意）

ルートマップで次を処理するシーケンス文を決

定します。使用するのは、フィルタリングおよ

び再配布の場合だけです。

switch(config-route-map)#
continue seq

ステップ 3   

（任意）

ルートマップコンフィギュレーションモードを

終了します。

switch(config-route-map)#exitステップ 4   

（任意）

この設定変更を保存します。

switch(config)# copy
running-config startup-config

ステップ 5   

ルートマップコンフィギュレーションモードで、オプションとして、ルートマップに次のmatch
パラメータを設定できます。

手順

目的コマンドまたはアクション

1つまたは複数の IPアクセスリス
トと照合。

switch(config-route-map)#match ipv6 address
ip access list number

ステップ 1   

ルートマップコンフィギュレーションモードで、ルートマップに対し次のオプションの set
precedenceパラメータを設定できます。
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手順

目的コマンドまたはアクショ

ン

ポリシーベースルーティング用の IPv6 precedenceを設定
します。オプションは次のとおりです。

[no] set precedence
{number | name}

ステップ 1   

• 0：routine

• 1：priority

• 2：immediate

• 3：flash

• 4：flash-override

• 5：critical

• 6：internet

• 7：network

この機能をディセーブルにする場合は、このコマンドの

no形式を使用します。

ポリシーベースルーティング機能のイネーブル化

ルートポリシーを設定する前に、ポリシーベースルーティング機能をイネーブルにしておく必要

があります。

はじめる前に

正しい VDCを使用していることを確認します（または switchto vdcコマンドを使用します）。

手順

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入ります。switch# configure terminalステップ 1   

ポリシーベースルーティング機能をイネーブ

ルにします。

switch(config)# [no] feature pbrステップ 2   

この機能をディセーブルにする場合は、この

コマンドの no形式を使用します。
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目的コマンドまたはアクション

（任意）

イネーブルおよびディセーブルにされた機能

を表示します。

switch(config)# show featureステップ 3   

（任意）

この設定変更を保存します。

switch(config)# copy
running-config startup-config

ステップ 4   

ローカルルートポリシーの設定

ローカルポリシーベースルーティングのルートマップは、ルーティングポリシーを割り当てる

ために使用します。

手順

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入ります。switch# configure terminalステップ 1   

ポリシーベースルーティング機能をイネーブ

ルにします。

switch(config)# feature pbrステップ 2   

ローカルポリシーベースルーティング用の

ルートマップをインターフェイスに割り当て

ます。

switch(config)# [no] ipv6 local
policy route-map map-name

ステップ 3   

この機能をディセーブルにする場合は、この

コマンドの no形式を使用します。

（任意）

ポリシーに関する情報を表示します。

switch(config)# show ipv6 local
policy

ステップ 4   

（任意）

この設定変更を保存します。

switch(config)# copy
running-config startup-config

ステップ 5   

ローカルポリシーベースルーティングの設定確認
ローカルポリシーベースルーティングの設定を表示するには、次のタスクを実行します。
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目的コマンド

ローカル IPv6ポリシーに関する情報を表示し
ます。

show ipv6 local policy

ルートマップの情報を表示します。show route-map name

これらのコマンド出力のフィールドの詳細については、『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS Quality of
Service Command Reference』を参照してください。

ローカルポリシーベースルーティングの設定例
次に、インターフェイス上で単純なローカルルートポリシーを設定する例を示します。

feature pbr
route-map Testmap, permit, sequence 10
ip address 10
ip next-hop
ip precedence: internet

ローカルポリシーベースルーティングの機能履歴
以下の表に、このマニュアルで取り上げる新機能および変更された機能を要約し、各機能がサポー

トされているリリースを示します。ご使用のソフトウェアリリースで、本書で説明されるすべて

の機能がサポートされているとは限りません。最新の警告および機能情報については、https://
tools.cisco.com/bugsearch/のBug Search Toolおよびご使用のソフトウェアリリースのリリースノー
トを参照してください。

表 44：ローカルポリシーベースルーティングの機能履歴

機能情報リリース機能名

この機能が導入されました。6.2(2)ローカルポリシーベース

ルーティング
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第 14 章

QoS 統計情報のモニタリング

この章では、CiscoNX-OSデバイス上でQoS統計情報をイネーブル化、表示、およびクリアする
方法について説明します。

• 機能情報の確認, 193 ページ

• QoS統計情報について, 194 ページ

• ライセンスの要件, 194 ページ

• QoS統計情報のモニタリングの前提条件, 194 ページ

• 統計情報のイネーブル化, 194 ページ

• 統計情報のモニタリング, 195 ページ

• 統計情報のクリア, 195 ページ

• QoS統計情報のモニタリングの設定例, 196 ページ

• 統計情報の機能履歴, 197 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースで、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされて

いるとは限りません。最新の警告および機能情報については、https://tools.cisco.com/bugsearch/の
Bug Search Toolおよびご使用のソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。
このモジュールに記載されている機能の詳細、および各機能がサポートされているリリースのリ

ストについては、「新規および変更された情報（New and Changed Information）」の章または以下
の「機能の履歴」表を参照してください。
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QoS 統計情報について
デバイスの各種の QoS統計情報を表示できます。統計情報の機能はデフォルトでイネーブルに
なっていますが、ディセーブルにすることができます。詳細については、「QoS統計情報のモニ
タリングの設定例」の項を参照してください。

ライセンスの要件
QoS機能にライセンスは必要ありません。ライセンスパッケージに含まれていない機能はすべて
Cisco NX-OSシステムイメージにバンドルされており、追加費用は一切発生しません。

仮想デバイスコンテキスト（VDC）の使用には Advanced Servicesライセンスが必要です。

NX-OSライセンス方式の詳細については、『Cisco NX-OS LicensingGuide』を参照してください。

QoS 統計情報のモニタリングの前提条件
QoS統計情報のモニタリングの前提条件は、次のとおりです。

•「モジュラ QoSコマンドラインインターフェイスの使用」のコンセプトに精通している。

•スイッチにログインしている。

•正しい VDC内にいる。 VDCは、一連のシステムリソースを論理的に表現する用語です。
switchto vdcコマンドでは VDC番号を指定できます。

統計情報のイネーブル化
デバイスのすべてのインターフェイスについて、QoS統計情報をイネーブルまたはディセーブル
にできます。デフォルトでは、QoS統計情報はイネーブルになっています。

M1モジュールでは、QoS統計情報がディセーブルの場合、show policy-map interface num type
queuingコマンドからの出力は 90秒ほど遅れる場合があります。

（注）

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開

始します。

switch# configure terminalステップ 1   
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目的コマンドまたはアクション

すべてのインターフェイスで QoS統計情報をイ
ネーブルにします。

switch(config)# [no] qos
statistics

ステップ 2   

noオプションは QoS統計情報をディセーブルし
ます。

（任意）

すべてのインターフェイス上の統計情報のステー

タスおよび設定済みのポリシーマップを表示し

ます。

switch(config)# show
policy-map interface

ステップ 3   

（任意）

すべての VLAN上の統計情報のステータスおよ
び設定済みのポリシーマップを表示します。

switch(config)# show
policy-map vlan

ステップ 4   

（任意）

実行中の設定をスタートアップコンフィギュレー

ションに保存します。

switch(config)# copy
running-config startup-config

ステップ 5   

統計情報のモニタリング
すべてのインターフェイスについて、あるいは選択したインターフェイス、データ方向、または

QoSタイプについて、QoS統計情報を表示できます。

手順

目的コマンドまたはアクション

すべてのインターフェイスまたは指定したイン

ターフェイス、すべての VLANまたは指定し
switch# show policy-map
[policy-map-name] [interface] [vlan]
[input | output] [type {control-plane |
network-qos | qos | queuing}]

ステッ

プ 1   
た VLAN、データ方向、および QoSタイプに
ついて、統計情報および設定済みのポリシー

マップを表示します。

統計情報のクリア
すべてのインターフェイスについて、あるいは選択したインターフェイス、データ方向、または

QoSタイプについて、QoS統計情報をクリアできます。
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手順

目的コマンドまたはアクション

すべてのインターフェイスまたは指定したインター

フェイス、すべてのVLANまたは指定したVLAN、
switch# clear qos statistics
[interface] [vlan] [input | output]
[type {qos | queuing}]

ステップ 1   

データ方向、またはQoSタイプについて、統計情
報および設定済みのポリシーマップをクリアしま

す。

QoS 統計情報のモニタリングの設定例
次に、QoS統計情報の表示方法の例を示します。

switch(config)# show policy-map interface ethernet 8/1

Global statistics status: enabled
Ethernet8/1
Service-policy (qos) input: pmap
policy statistics status: enabled
Class-map (qos): map (match-all)
0 packets, 0 bytes
5 minute offered rate 0 bps, drop rate 0 bps
Match: cos 0
police cir 10 mbps bc 200 ms
conformed 0 bytes, 0 bps action: transmit
violated 0 bytes, 0 bps action: drop
Class-map (qos): map1 (match-all)
0 packets, 0 bytes
5 minute offered rate 0 bps, drop rate 0 bps
Match: dscp 0
police cir 10 mbps bc 200 ms
conformed 0 bytes, 0 bps action: transmit
violated 0 bytes, 0 bps action: drop
Class-map (qos): map2 (match-all)
0 packets, 0 bytes
5 minute offered rate 0 bps, drop rate 0 bps
Match: precedence 5
police cir 20 mbps bc 200 ms
conformed 0 bytes, 0 bps action: transmit
violated 0 bytes, 0 bps action: drop
Class-map (qos): map3 (match-all)
0 packets, 0 bytes
5 minute offered rate 0 bps, drop rate 0 bps
Match: cos 3
police cir 30 mbps bc 200 ms
conformed 0 bytes, 0 bps action: transmit
violated 0 bytes, 0 bps action: drop
Class-map (qos): map4 (match-all)
0 packets, 0 bytes
5 minute offered rate 0 bps, drop rate 0 bps
Match: packet length 100
police cir 40 mbps bc 200 ms
conformed 0 bytes, 0 bps action: transmit
violated 0 bytes, 0 bps action: drop
Class-map (qos): map5 (match-all)
0 packets, 0 bytes
5 minute offered rate 0 bps, drop rate 0 bps
Match: access-group foo

   Cisco Nexus 7000 シリーズ NX-OS Quality of Service コンフィギュレーションガイド
196

QoS 統計情報のモニタリング
QoS 統計情報のモニタリングの設定例



police cir 50 mbps bc 200 ms
conformed 0 bytes, 0 bps action: transmit
violated 0 bytes, 0 bps action: drop
Class-map (qos): class-default (match-any)
0 packets, 0 bytes
5 minute offered rate 0 bps, drop rate 0 bps
police cir 60 mbps bc 200 ms
conformed 0 bytes, 0 bps action: transmit
violated 0 bytes, 0 bps action: drop

show policy-mapコマンドの詳細については、『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS Quality of Service
Command Reference』を参照してください。

統計情報の機能履歴
以下の表に、このマニュアルで取り上げる新機能および変更された機能を要約し、各機能がサポー

トされているリリースを示します。ご使用のソフトウェアリリースで、本書で説明されるすべて

の機能がサポートされているとは限りません。最新の警告および機能情報については、https://
tools.cisco.com/bugsearch/のBug Search Toolおよびご使用のソフトウェアリリースのリリースノー
トを参照してください。

表 45：統計情報の機能履歴

機能情報リリース機能名

—5.1(1)リリース4.1(2)からの変更
はなし
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付録 A
Quality of Service 設定機能の設定制限値

• QoSの設定制限値, 199 ページ

QoS の設定制限値
設定の制限は、『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS Verified Scalability Guide』に記載されています。
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